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句単位 (VP)、あるいはその中間領域 (V´) と見なす各見解を取りあげ、それらの分析理解
のみでは、当該の動詞が示す多様な述部構造を包括的に説明することができないことを指




上記の理論的考察を踏まえて、第 2章ではまず不変化詞 vor- を伴う動詞グループについ
ての先行研究を取りあげる。最初にそれぞれの辞書記述の方法や形態論をベースとする造
語分類について言及してから、Kühnhold (1973) に代表されるこれらの動詞に関する網羅的
ではあるが分類志向的な記述、また Eichinger (1989) の空間的用法および時間的用法に関す
る詳細な分析に着目する。後者については、空間的用法を形成する二つのタイプ (vor- = nach 



















不変化詞 vor- を伴う項構造構文の特徴としては、空間移動タイプの構文において内在的 
(intrinsic) な身体基盤の動きと、指示的 (deictic) な空間位置を表す用法が同じ構文に存在し
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動詞グループの形成 (Modellprägung) があることを想定した Hundsnurscher (1968/ 1997) に
による、不変化詞 aus- を伴う動詞に関する考察が、構文的アプローチの先駆であると考え
られる。近年は、動詞グループの構文単位での把握を提示した Felfe (2012) による、不変化
詞 an- を伴う動詞に関する研究が、その代表的なものとして挙げられるであろう。特に後





















1.1 語 (V0) 分析 
伝統的に不変化詞動詞には形態論からの分類、つまり基本的には、不変化詞の個別的意
味とそれに属する動詞の組み合わせを基準とする分類方法が行われてきた  (vgl. Erben 







をとることになる。Neeleman / Weerman (1993) および Stiebels / Wunderlich (1994) などは、
上記の課題を考慮して、複合構造を持った主要部 (complex head) が語彙領域において生成
されることを想定しており、その構造は以下の (1) のように示される2。 
 
(1) 
Complex head structure 
 
VP 
     OBJ          V
0 
                      
V
0         
PART 
 
このような構造を支持する根拠として、Neeleman / Weerman は、不変化詞動詞と結果構
文の統語的な振る舞いの共通点を挙げている3。つまり、不変化詞および結果述部は、動詞
                                                   
1
 Bloomfield (1933/1973) 
2
 Wurmbrand 2000: 1 
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を想定している。つまり、以下の 2 (a, b) のように、不変化詞は X0 であり動詞に隣接され
ると考える一方、結果述部も句 (XP) でありながら動詞に隣接されると考える。 
 
(2)                          
      a.    V
0                           
b.




      X
0          
V
0                          








0 にさらなる分岐が生じうるからである。そこで、X0 のカテゴリーには複合化制約 
(Complexity Constraint) という制約がかかるとしている。それは「X0 は語彙的主要部である
か語彙的主要部を持たなければならない」5という構造的制約である。以下の (3) のように、
「不変化詞 + 動詞」の複合と「結果述部 + 動詞」の複合の両方がある場合、この制約が
あるとすることで、不変化詞と結果述部が同一の V をもとにして共起する可能性が排除さ
れる。そして、語彙的緊密性の原則 (Lexical Integrity Principle) に従うとされていた形態領
                                                                                                                                                     
言語間に共通の原理的な現象として引き合いに出している。 
4









域の X0 にも、分離性、つまり統語的特性が現れると考えるのである。 
 
(3) 
*       V 
                 XP     V 
                      X    V 
 
また Neeleman / Weerman は、この制約によって、オランダ語の補文に見られる特有の動
詞移動現象 (Verb raising) そして動詞二位 (V-second) における不変化詞動詞の振る舞いに
関しても説明ができるとしている。前者に関しては次の (4) の例文を挙げている6。 
 
(4)  a.  dat Jan het meisje  op    ei    wil  belleni 
                that Jan the girl   up       wants phone 
b.  dat Jan het meisje  ei    wil     opbellen 
           that Jan the girl        wants    upphone 
 
ここで Neeleman / Weerman は、母型動詞 (matrix verb) である wil を語彙的主要部と考え、




    a.    V 
       V     V 
              | 
             wil 
 
     b.    V 
       V     V 
              | 
    P    V  wil 
 
他方、(6) のように動詞二位となる場合は、動詞（定形）部分は C の領域に移動して、
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(6)  a.  Jan merkt    het meisje  op    ei 
               Jan notices   the girl    up 
b. *Jan opmerkt  het meisje    ei 
           Jan up-notices the girl 
 
X






   (7) 
  a.  C       b.  * C 
 
V            V 








  (8)  a.  stekeblind  b.  kleurenblind  c.  *[kleuren[stekeblind] 
           stone-blind     color-blind        color-stone-blind 
   (9)  a.  grijsgroen  b.  blauwgroen   c.  *[grijs[blauwgroen] 
           grey-green     blue-green         grey-blue-green 
 
しかしこれらの見方に対し、Stiebels / Wunderlich (1994) では、ドイツ語形容詞の
supersüßsauer (super-sweet-sour), graublaugrün (grey-blue-green) あるいは superaffenstark 
                                                   
7
 Neeleman / Weerman 1993: 464 
11 
 
(super-great-strong), obersuperaffenstark (major-super-great-strong) などの反例が挙げられてい






  (10)  a.  daß Jan die Tür grün anstreicht 
            that Jan the door green on + paints 
           “that Jan paints the door green” 
        b.  daß Jan das Zimmer grün ausmalt 
            that Jan the room green out + paints 
           “that Jan paints the room green” 
        c.  daß der Prinz das Fleisch kross anbrät 
            that the prince the meat crisp on + fries 




該の行為全体を修飾する句として機能していると解釈する。Neeleman / Weerman も、オラ
ンダ語のこれらに類する文例11に関しては、例えば「色彩」を表す述部を、複合の主要部を
なす「結果述部」ではなく、「修飾句」(modifier) として捉えている。それにより、それら




 しかし、これに関して Simpson (1983) では、より全般な共起制限についての規則、つま
り、結果述部が同一の動詞述部に二度現れることはできないという説明が行われている。
つまり、このようなケースで、一見すると二つの結果述部があるようなときには、片方の
                                                   
8
 Stiebels / Wunderlich 1994: 916 
9
 Lüdeling 2001: 124: Möchtest du dunkelblaugrüne oder lieber hellblaugrüne Vorhänge? 
„Would you prefer dark blue-green grapes or light blue-green drapes?“ 
10
 ebd.: 125 
11
 Neeleman / Weerman 1993: 437 脚注：dat jan de deur groen bij-verft 





(delimit) ことから、それらに更なる限定が行われることは不可能であることを Rothstein 
(1983), Goldberg (1995), Winkler (1997)
12
 なども主張している。 
 したがって X0 の構造に複合性に関する制約があるという想定を行った Neeleman / 




   (11) 
              V´ 
          AP        V´ 
         grün 
                 XP    V 
                 an   streicht     
  
つまり Lüdeling は、結果構文および不変化詞動詞を、X0 ではなく V´ の単位で捉えようと
している。この見解は、基本的には「語」が分離すること、つまりその構成要素に統語的
な特質は付与されないとする Lapointe (1979: 8) の語彙的緊密性 (Lexical Integrity) に基づ
いている。これに関連して Di Sciullo / Williams (1987) は以下のように述べている。 
 
(12) Words are “atomic” at the level of phrasal syntax and phrasal semantics. The words have 
“features”, or properties, but these features have no structure, and the relation of these 








                                                   
12
 統語分析により結果述部を補部 (complement) と見なす。したがって追加の述部について
は動詞に付加 (adjunct) されることのみが可能で、それは描写的 (depictive) 述部、あるいは
修飾句 (modifier) であるとする。 
13
 Lüdeling 2001: 158 
14




一方で、不変化詞動詞の分離性質を説明する他の方法を Stiebels / Wunderlich (1994) が試







条件 (visibility condition)」の設定によって示されている。 
 
(13)  visibility 
Y
+max




を意味する。これと関連して、複合語 (compound) や接頭辞動詞 (prefix verb) の構造も、次
の (14) のように定式化される18。 
 
   (14)  a.  compound: [Y
-max
 X] 
      b.  prefix verb: [Y
+min 
V] 





詞の分離性が現れる条件として、次の (15) のような制限を設けることにした。 
 
(15)  Particle Constraint: 
The structure [Y
+max 
X] is only available for X=V. 
 
つまり「X に名詞や形容詞ではなく、動詞が入るときのみに、不変化詞のような構成要素
                                                   
15
 Lüdeling 2001: 76 
16
 Stiebels / Wunderlich 1994: 914 
17
 ebd.: 918 
18
 ebd.: 929 
19
 vgl. Kolehmainen 2005: 37 
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が分離する Y+max という状況が実現する」というメカニズムが想定されているのである20。 




が、その際に [+max] の性質も消去される手続きの仕組みを考えなければならない。 
Stiebels / Wunderlich は、まず接辞の付加に関しては、以下の (16), (17) のような名詞化に
際して適用されるメカニズムを想定している22。 
 
(16)  隣接性 (Adjacency): 付加された接辞は、一つ以上の囲み (bracket) を越えて適用さ
れることはできない。 
 
(17)  囲み消去 (Bracketing erasure): 付加された接辞により、その適用範囲にある囲みが






論的に成立しないことになる。そこで Stiebels / Wunderlich はこれらの問題を解決するため
に、以下の (18) に挙げるような「囲みなおし」(rebracketing) のメカニズムがあるとする。 
    
   (18)                by rebracketing  by bracketing erasure 






 そこで Stiebels / Wunderlich は、これらのケースに関しては、(19d) のように動詞（語幹）
                                                   
20
 Stiebels 1996: 35 
21
 Lüdeling 2001: 128 
22





(19)  a.  *[[ein
+max 
[führ]v ] ung]N 
        b.  *[ein
+max 
[[führ]v ung]N] 
        c.  *[[ein-führ]v ung]N 
            d.  [ein [[führ]v ung]N] 
 
しかし意味解釈の点では、(19a) の仕組みが、不変化詞動詞に関して行われる通常の解釈に
一致している。そこで、それらの意味的関連に関しては Williams (1981) の語彙的関連性 
(Lexical relatedness) を引き合いに出して、次のような説明が行われている24。 
 
(20)   X が動詞から形成された名詞あるいは形容詞（で α, β がその派生接辞）である [P 





している。以下に挙げた「左枝分かれ構造」(left-branching) の (21a) では、（不変化詞が含
まれる）動詞前方部分 (preverb) と基礎動詞部分が最初に結合され、その後に接尾辞が付加
される。他方、後者の「右枝分かれ構造」(right-branching) の (21b) では、接尾辞が基礎動
詞と最初に結合され、その後に前方動詞部分が付加される26。 
 
   (21) 
 a.     Y                     b.    Y         
       ??     suffix              preverb    Y   
                 Y                       V     suffix 
   preverb   V                                    Y 
 
Stiebels / Wunderlich とは反対に、Lüdeling は前者の構造を支持している。その根拠として、
                                                   
23
 Stiebels / Wunderlich 1994: 935f, Stiebels 1996: 48 
24
 Stiebels / Wunderlich 1994: 936, Stiebels 1996: 49 
25
 原文の記述は以下のようになっている：X is related to Y if X can be gotten from Y by 
substituting for a head of Y, including substituting 0 for a head of Y. (Di Sciullo / Williams, 1987: 
72) 





とを指摘している。当該の操作については、人物の特徴を指す名詞 Anfänger / Totschläger
を例に説明がなされており、まず前者に関連する不変化詞動詞 anfangen は、完全に語彙化
したまとまりであることから、名詞 Anfänger の意味は、同じく名詞 Fänger に an- を組み
合わせることによっては成立しない。また、このような語彙化の進んだ動詞だけでなく、
結果構文タイプもこの見方を適用するならば問題が生じる。結果構文である  jdn. tot 
schlagenにおいて、「結果述部 + 動詞」の各部分には BECOME の意味要素が含まれておら
ず、結果構文全体からそのような意味要素が現れると考えられる。つまり Totschläger にお
いても、名詞 Schläger と形容詞 tot だけでは、上記の意味の成立に関しては説明ができな
いのである。また「右枝分かれ構造」では、先述のような「囲み」についての矛盾が生じ
る。それは Totschläger においては、統語的な構造が [[Atot]-[Vschlag-][N-er]]] のように 3つ



















                                                   
27
 この課題については Fehlisch (1998: 227ff) が提示する接頭辞動詞および不変化詞動詞の
名詞化に関するデータも参照されるべきであろう。 
28




           V´ 
             SC     V 
        NP      Pred 
                 XP 
 
(23)  dass der Prinz  [die Tür  auf]sc  macht. 
      that the prince  the door open   makes 
        











(24)  a.  
?
Zu haben sie die Tür gemacht. 
        b.  In das Stadion sind sie gelaufen. 
        c.  *Ein sind sie gelaufen. 
        d.  An die rechte Schranktdie rechte Schranktür hat er das Bild geklebt. 




変化詞は存在する30。これに関して、以下の (25) のような例を Stiebels / Wunderlich は挙げ
                                                   
29
 Stiebels 1996: 243f 
30
 Felfe (2012: 15) は、コーパスデータにより、頻度は少ないながらも結果述部以外の述部
（「修飾の an-」、「情報構造の変更 an-」「語彙化した an-」）を持つ不変化詞動詞においても、







(25)  a.  *Er fährt den Pfahl. 
            ‘He drives the stake.’  
b.  Er fährt den Pfahl (ganz) um. 
‘He runs down the stake (completely).’ 
c.  *Sie tanzt ihre Schuhe. 
‘She dances her shoes.’ 
d.  Sie tanzt ihre Schuhe (völlig) durch. 
‘She (totally) wears out her shoes by dancing.’ 
 
また結果述部タイプだけではなく、双方の不変化詞動詞に対比・対照的な意味がある場
合も、不変化詞のトピック化が成立するための動機となる。Felfe (2012: 16) は、次の (26) の
ような不変化詞 an- に関連付けられる様々なペアを挙げている。 
 
(26)  a.  an (Kontakt) – ab (Antikontakt) 
            etw. anbinden/ abbinden 
        b.  an (gerichtete Tätigkeit) – be- (völlige Affizierung oder 
lexikalisierte Differenz)  
jdn. anlächeln/ belächeln, eine Wand ansprühen/ besprühen 
        c.  an (angeschaltet) – aus (ausgeschaltet) 
d.  an (partial) – durch, zer-, auf ... 








                                                   
31
 Stiebels / Wunderlich 1994: 952 
32
 Wurmbrand 2000: 11 
33




(27)  a.  Den Atem an hielt Stefan Pecher, als [...].
34
 










(28)  a.  *[Die Tür an]     hat er gestrichen 
             the door on      has he painted 
b.  *[Das Fleisch an]  hat er gebraten 






(29)  a.  Er macht das Licht an.  →  Das Licht ist an. 







1.3  V´ 分析 
ここまで、不変化詞動詞の特徴を 1.1では不変化詞を伴う形態的に複合的な「語」(V0) と
して捉え、また 1.2 では不変化詞が「小節」の主要部となる動詞句 (VP) として捉えてき
                                                   
34
 Frankenpost, 02.03.10: Der Coolste in Deutschland 
35
 St. Galler Tagblatt, 24.07.2001: Unerlöst in der Bücherarche 
36
 Lüdeling 2001: 131 
37








 不変化詞動詞を V´ として捉える場合、以下の (30) のように、不変化詞を伴う句が動詞
に結び付けられている複合的なまとまりが形成されていると考える。 
 
   (30) 
                V´ 
 
             PtP     V
0
 






 まず 1.2 の考察で確認したように、Stiebels / Wunderlich (1994) では、それぞれが同形で
ある場合、不変化詞と結果述部を区別するためには、それらの述部を修飾できるかどうか
が基準とされた。すなわち、ある述部が修飾されないならば、それは形態的要素、つまり
「語」に属する非自立的な単位と見なすことができるとする38。Lüdeling (2001) は、次の (31) 
のように簡略化をすることによって、上記で挙げられた例文についての説明を行っている39。 
  
   (31)  a.  Sie machten die Tür zum Balkon  [ganz auf]. 
            They made  the door to the balcony entirely open 
           “They entirely opened the door to the balcony.” 
            
b.  *Sie führten das Stück [ganz auf]. 
       They led   the piece  entirely on 
  
Stiebels / Wunderlich は、先述の (25) で結果述部と同じ振る舞いをする不変化詞の例も挙
                                                   
38
 Stiebels / Wunderlich 1994: 914 
39






   (32) = (25)  a.  Er fährt den Pfahl (ganz) um. 
                 ‘He runs down the stake (completely).’ 
b.  Sie tanzt ihre Schuhe (völlig) durch. 






しかしこの見方に関しては Lüdeling (2001) が疑問を呈しており、不変化詞の修飾ができ
るのは、統語的な自立性によるのではなく、意味的な自立性によるとされている。例えば 
(31b) で挙げた不変化詞動詞 aufführen については、修飾可能な述部 AUF (x) が合成されて
おらず、不変化詞 auf は語彙化した動詞述部の一部分となっていることから、修飾が行わ
れないと見なされるのである40。 










(33)  a.  $Wie lacht der Prinz die Prinzessin?  An. 
        how laughs the prince the princess?  on 
                                                   
40
 Lüdeling (2001: 57) は、別の不変化詞動詞 anlesen の例も挙げて、an- (“to V partly, to start 




 ebd.: 55 
22 
 
        b.  *Wie lacht der Prinz die Prinzessin? 
            how laughs the prince the princess 
        c.  *Der Prinz lacht die Prinzessin? 





語彙化した結果構文 (34b) を前提とする疑問文が成立しないことを通して示されている42。 
 
(34)  a.  *Wie streicht er den Eimer?   – Leer. 






する現象を探すとなると、次の (35) のような機能動詞の用法も引き合いに出される43。 
 




なり、こちらは基礎動詞に新たに項が付加されるようなことはなく、また応答文の in Frage 





(36)  Wohin hängt er das Bild?   – *An (*weiße). / An die (weiße) Wand. 
                  
つまり以上のような機能動詞表現の「照合」における振る舞いとの共通点から、不変化
                                                   
42









(2001) が行った二重不変化詞 (double particle) に関する分析が引き合いに出されるべきで
あろう。McIntyre によれば、両不変化詞タイプの違いは、一方の二重不変化詞を伴う動詞
の場合、特定の具体的な参照物 (reference objects) が関連付けられるのに対し、他方の不変
化詞を伴う動詞の場合、特定の参照物が直接関連付けられるのではなく、総称的 (generisch) 
に関連付けられる点に示されている44。また、これらの説明を受けて Zeller (2001) は、例え









関して Felfe (2012) は、以下の (37) が示すような、不変化詞 an- を伴う動詞の用法例を挙
げている47。 
 
(37)  a.  Niemand war im Restaurant, als sie die Fässer anrollen. 
        b.  Jetzt könnt ihr die Fässer anrollen. 
             
ここで基礎動詞 rollen がそれぞれに表す行為は、当該不変化詞によって、話者のいる場所
                                                   
44
 McIntyre 2001: 285f：ここで MacIntyre は「ランドマーク参照性の一般化」(Landmark 
Referentiality Generalisation) の定義により、二重不変化詞動詞 (double particle verb (dpv)) と




 Zeller 2001: 140 
46
 ebd.: 127: Particle definition: Particles are heads of non-functional phrasal complements of the 
verb and do not leave their base position 
47





ー化されていない対象に向けられた行為 (z.B. „jdn. anlächeln“) を表す動詞があることから、
Felfe は、不変化詞に特定の固定的な意味は想定できないという見方を示している。以下の 
(38) の例では、不変化詞 an- による応答文が成立している例が挙げられており48、当該不
変化詞の意味自体のみでは、各機能の容認が説明できないことが示されている。 
 
(38)  a.  Macht er das Licht aus?     – Nein, an. 
        b.  Bindet er das Pferd ab?      – Nein, an. 
        c.  Lachst du mich aus?        – Nein, an. 




いる。すなわち、これらの用例における不変化詞 an- は、すでに活性化 (aktiviert) された
構文全体を引き継ぐ働きをしていると考えられ、それぞれ (38a) は「起動」、 (38b) は不特
定の「場所」あるいは「接触」、(38c) は対象へ方向付けられた行為における「関連付け」、
(38d) は行為の「開始」や「先取り」を表している49。 
 先述のように Lüdeling (2001) は語彙化した動詞述部の不変化詞は修飾されず、逆に不変
化詞が意味的に自立性のある、透明な構成要素であれば修飾されるとした。もっとも、こ




わされる an- には修飾が成立しないことが指摘されている。 
 
   (39)  Richtig an geht es (Handy – M.F.) aber nicht.
51
  –  [richtig an] sein 
      
以上のことから、Felfe は不変化詞動詞の統語的特徴および意味的特徴を捉えるうえで、
不変化詞の意味的な自立性や参照性だけでは十分ではなく、動詞の項構造、すなわち組み
                                                   
48




 ebd.: 21 
51


















前述の通り Felfe は不変化詞 an- を伴う動詞を手がかりにして、各先行研究の分析を再
検討している。まず (40a, b) のような語彙化した非分離動詞および分離動詞の典型例を挙
げ、不変化詞動詞の特徴を語彙化 (Lexikalisierung) の角度から分析している52。 
 
   (40)  a.  verstehen  ≠ ver + stehen, sondern [etw. verstehen] 
b.  anfangen   ≠ an + fangen, sondern [etw. anfangen] 
c.  anarbeiten  ≠ an + arbeiten, sondern 
          
     i.   [Nom-NP „BEFESTIGT“ (V)    Akk-NP      an] 
              Er       arbeitet             den Belag    an. 
 
ii.   [Nom-NP „BEGINNT“  (V)    AKK-NP     an] 
     Er       arbeitet             die Akten    an. 
 
iii.   [Nom-NP „ERWIRBT“  (V) sich (Dat) AKK-NP  an] 
     Er       arbeitet          sich   Muskeln    an. 
 
                                                   
52
 Felfe 2012: 22 
26 
 
  まず (40a, b) の動詞例においては、それぞれの意味が不変化詞と基礎動詞の組み合わせ
からではなく、対格目的語も含めた動詞述部全体から成立していることが示されている。
また次の (40c) の anarbeiten に関しては、対格目的語を伴う 3 つの相異なる用法が記され
ており、これらの動詞意味は、後に取りあげる「項構造構文」(Argumentkonstruktion) を想




識が存在すると考えられる。また (40c) の (iii) では、これら項構造に与格の再帰目的語が
組み合わされて「獲得」(ERWIRBT) の意味が生じているが、やはりこの場合にも、項構造
全体を含めた知識が存在するではないかと考えられるのである。 
また Felfe はこのような動詞述部の構造に関して „die Hosen anhaben“ の例を挙げ、字義
通りの意味とは異なる動詞用法、つまりイディオム的な動詞表現 (listed syntactic objects) に
関する Di Sciullo / Williams (1987) の考察53を引き合いに出している。そして当該の動詞句
全体の意味を構成要素がどのようにして担っているかを示そうとして、不変化詞動詞のイ
ディオム性に関する Lüdeling (2001) の分析54に沿って、Felfe は以下の (41) の図を提示し
ている55。 
 
   (41)          
  VP 
               [die Hosen anhaben] 
                  CHEF SEIN 
 
                 NP           V´ 
       [die Hosen]     [anhaben]  
 
                         PtP         V
0
 
                         [an]       [haben] 
 
まず基礎動詞 haben の V0 と不変化詞 an- からなる V´ の構造が想定されるとともに、当
該の動詞述部全体が意味情報 (CHEF SEIN) に関連付けられる一方で、各構成要素、つまり
                                                   
53
 Di Sciullo / Williams 1987: 5f 
54
 Lüdeling 2001: 82 
55

















まずこれらの課題に対し、Felfe (2012) は、不変化詞 an- を伴う動詞から、3つの意味的
な枠組み (semantische Muster) のタイプを挙げ、それぞれに不変化詞がどのように関わって
いるかを考察する56。それぞれ (42a - c) には「取りつけ行為」、(43a - c) には「主語が目的




(42)  a.  Er bindet das Pferd an den Baum. 
            = Sättigung/ Schließung eines Arguments des 3-wertigen Verbs 
        b.  Er bindet das Pferd an den Baum an. 
            = Sättigung eines verbalen Arguments durch die Partikel? 
        c.  Natürlich müssen Dämmung und Folien vernünftig angearbeitet 
          werden
57
. 
            = Einführung eines neuen Arguments in intransitives Basisverb, 
die Partikel besetzt keine verbale Argumentstelle 
 
(43)  a.  Er lächelt sie an. 
            = Einführung eines neuen Arguments durch die Partikel 
                                                   
56
 Felfe 2012: 26 
57
 Bauanleitung: http://fachwerkhaus.historisches-fachwerk.com 
28 
 
        b.  Es ist einfach unangenehm, wenn man angeraucht wird.
58
 
            = Einführung eines neuen Arguments mit Blockierung des ursprünglichen 
        c.  Er sieht sie an. 
            = Identifikation mit bestehendem Argument 
 
(44)  a.  [...] bis er seine Zigarette so richtig angeraucht hat, [...].
59
 
            = auf bestehender Argumentstruktur 
        b.  Im Regierungsabkommen steckt noch so viel Potenzial, 
            das nicht einmal angearbeitet wurde.
60
 
            = Einführung eines neuen Arguments (Inkorporation/ internes Argument?) 
        c.  Als die Zwölfjährige ihr Pferd angaloppiert [...].
61
 
            = Einführung eines neuen Arguments in transitives Basisverb 
 
ここまでの考察で確認した当該動詞に対するそれぞれの分析の立場を見るならば、まず
Lüdeling (2001) は、(42), (43) の不変化詞 an- を動詞句の項 (Argument) として項構造を形
成する要素とする一方で、(44) の an- は基礎動詞の項構造を変更せずに、意味のみを修飾
する付加詞 (Adjunkte) として扱う。他方 Stiebels / Wunderlich (1994) および Stiebels (1996) 
は、それぞれの an- により (42) では基礎動詞が義務的に必要とする語彙的な項62、(43) で
は基礎動詞に付加される項63、そして (44) では基礎動詞の意味の修飾64が実現すると考え
る。また Grewendorf (1990) や Wurmbrand (2000) においては、(43) の an- については、小
節 (small-clause) の付加がなされたことを想定する。以上、それぞれのアプローチにおける
解釈が反映された、不変化詞 an- が果たす意味的枠組みの定義を確認した。 
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される項なのか (etw. an etw.)、基礎動詞と結びついた項なのか (?etw. arbeiten)、あるいは両























理論的枠組みを検討する。また、これに関連して (5)「捉え方」の転換 (Umperspektivierung) 
という見方の説得性の問題を示す。 




詞との関係性を示すために修飾句 (Modifikator, Funktor) として定義されている。例えば
                                                   
65
 Felfe 2012: 27 
66
 ebd.: 28 
67
 Lüdeling 2001: 156 
30 
 
anlesen (to begin reading, to read partly), andiskutieren (to begin discussing, to discuss partly); 
aufschreien (to shriek), aufheulen (to give a howl), aufblitzen (to flash) などの動詞例が挙げられ








 XP                     V 
      semantic content with variable 




は項構造が異なるパターンがあることを示している。Felfe (2012) は「部分的行為」を表す 
an- を伴う 114の他動詞のうち、22の他動詞が基礎動詞とは項構造が異なることを指摘して
おり、それは項の内容が変わるもの (z.B. etwas antäuschen vs. jemanden antäuschen, Lied 
anstimmen vs. ein Instrument stimmen)、そして他動詞化が起こるもの (z.B. etwas anbrüten vs. 










う。Stiebels / Wunderlich (1994: 930, 953) は、以下の (46) のように、不変化詞は項の飽和 
(Argument saturation) によって位置や移動を表す基礎動詞の前置詞句機能を果たしていると
考える。この解釈は、不変化詞によって基礎動詞のヴァレンツが縮減されていると考える
Duden (1995: 439) とは対照的である。 
                                                   
68




(46)  a.  Sie setzt den Hut auf (den Kopf). 
           ‘She puts the hat on (the head).’ 
        b.  Sie laufen (in das Stadion) ein. 
           ‘They run in (the stadium).’ 
        c.  Sie läuft durch (den Park). 
           ‘She runs through (the park).’ 
        d.  Sie durch-läuft *(den Park). 
            (She through-runs the park.) 
  
他方で、不変化詞と基礎動詞の結びつきに関しては、以下の (47) – (48) のように Felfe (2012) 
は不変化詞動詞 anhängen を例に挙げ、Bierwisch (1983) などに代表される語彙分解モデル
による分析を検証している69。まず (47a) では統語領域におけるカテゴリーを示す。次に 
(47b) ではその意味的性質を表示する。ここでは意味的原子の述語タイプと変項の内容が表
される。(47c) の e は実体の意味タイプ (entity) を示し、t は真理値の意味タイプ (true 




(47)  lokale Partikel an: 
      a.  Kategorie: Partikel 
      b.  Semantik: ∃vλu (BECOME(LOC(u, EXT[v]&CONTACT(u,v)))) 
      c.  Type: <e,t> 
      d.  kategoriale Selektion: kausatives Positionsverb,  
Kontakthandlungsverben 
 
ここではまず不変化詞 an- の機能が関数で示されている。統語に投射される項 u が内包さ
れる項 vの表面 (EXT) に来る。例えば u = Bild (絵), v = Wand (壁) と考えると、変数要素で
ある  Bild が  Wand の外部の位置  (LOC) という規定的な位置に至るようにする 
(BECOME) ことを意味する。ここでは v は代入されない、つまり語として実際には現れな
い要素であるためλ演算子とはセットにされていない。また∃によって v の u との（言
語的ではなく）実体的な (existentiell) 結合が示される。 
                                                   
69
 Felfe 2012: 33 
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他方、動詞部分である hängen は、以下の (48) のような関数によって表される。ここで
の s は時制や態と結びついた状況的な変数要素である。 
 
    (48) häng-: 
       a.  Kategorie: Verb 
       b.  Semantik: λzλyλxλs (CAUSE(x)&BECOME(LOC(y,z))) (s) 
       c.  Type: <e, <e, <e, t>>> 
       d.  kategoriale Selektion: Akk-NP, direktionale PP/Partikel 
   
(49) で示すのは、不変化詞の項 u が動詞の項 y と一致するならば、不変化詞と動詞の結
合が実現するということである。また動詞の項 z が不変化詞に内包される項 v と一致する
ことにより、先述のような「飽和」が実現していると考える。 
 
(49) Partikel   u     v    
                   ||     ||    : Akk-NP, direkt 
        Verb       y     z     
 
これらの捉え方が示すのは、不変化詞が組み合わされてその項構造が実現するためには、
動詞の項構造に内在する性質による認可が必要であるという前提である。そこで das Bild 
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                  VP 
                    <e,t> 
                [das Bild anhäng-] 
      
            NP                   VA 
              <e>                <e,<e,t> > 
              [das Bild]             [anhäng-] 
 
                              PtP               V
0
 
                             <e,t>           <e,<e,<e,t>>> 
                              [an]            [häng-] 
                               | 
                              P
0
 
                             <e,t> 





(1996) によって余剰句 (pleonastische Direktionale) と呼ばれた現象の分析を見ていくと、そ
の問題が明らかとなる。これらのタイプの句は、対象物の到達点への固定を表す不変化詞
動詞にしばしば現れる。例えば、Felfe (2012) で考察されているように、(51) のような場所
を示す与格の前置詞句が付加されるケースを見ることにする71。 
  





表す対格の前置詞句が動詞の述部に付加される (52) のようなケースを指している。 
 
                                                   
71
 ebd.: 34 
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  (52)  Er bindet das Pferd an den Baum. 










  (53)  a.  Er bindet das Pferd an den Baum. 
        b.  *Er bindet das Pferd am Baum. 
 
 これらの構造理解とは別に、Ágel (1993) はヴァレンツ文法からのアプローチを試みてい
る。例えば先に挙げた不変化詞動詞 anbinden の場合、基礎動詞 binden が特定の項（動作
主 / 被動作主 / 方向規定句）を（これから）実現すると考える一方で、不変化詞動詞 
anbinden の述部に含まれる an- は（すでに）自身の項 (z.B. Baum) を内包的に備えている






詞述部が意味的に成立するために、目的語の das Pferd が、不変化詞の an- を介して到達
点である Baum に結び付けられる。 
以上のように、不変化詞に項内容が内包されているか、あるいは明示されるという機能
を想定する Olsen の分析や、動詞と不変化詞のヴァレンツ的特徴を中心に分析する Ágel 
の方法では、不変化詞動詞の形式および意味の関係を十分に説明することができないと思
われる。 
他方、これらの分析に関連して、不変化詞の特徴を機能的構造 (functional structure) の欠
如として考える Zeller (2001) の考察についても言及しておく72。以下の (54), (55) が示すよ
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 Zeller 2001: 4 
35 
 
うに、Zeller は不変化詞動詞 vorwerfen と「前置詞句 + 基礎動詞」の形式である in den 
Briefkasten ~ werfen の構造を対比させている。 
 
  (54) 
                   VP 
 
           PP               V
0
 
                            werf- 
 
           P
0
 
           vor   
 
     (55) 
                   VP 
 
           FP                V
0
 
                             werf- 






        NP    
 in        den Briefkasten 
 
Zeller の分析の特徴は、不変化詞自体は具体的な意味を持たず、組み合わされる動詞の意味
により、はじめてその意味が活性化されるとする点にある。例えば、先に挙げた das Bild 
anhängen の場合、hängen に含まれる「経路」の要素、また das Pferd anbinden の場合、binden 
に含まれる「結果」あるいは「接触」の要素が不変化詞の意味を活性化することになる。
Zeller は、これらの不変化詞と動詞の意味的関係は、「前置詞句 + 基礎動詞」構造における
前置詞と基礎動詞意味的関係よりも隣接的 (adjazent) であり、局所的 (more local) であると
している。 
 しかし Felfe (2012) は不変化詞 an- を伴う動詞の中から antanzenの例を挙げ、基礎動詞
tanzen からは実現しえない、様々な項構造を伴う用法が成立していることを示している73 
(z.B. beim Chef antanzen － jdn. antanzen－ gegen etw. tanzen － einen Ball antanzen － sich 
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(2012) は、不変化詞 an- を伴う動詞 anarbeiten, anatmen, anbrennen, anstechen を挙げ、各基
礎動詞の項構造および意味から、どのようにして不変化詞動詞が成立しているかについて
考察している74。 




















                                                   
74
 Felfe 2012: 36f 
37 
 










 このような基礎動詞と不変化詞の認可の関係については Felfe が言及するように、
Kaufmann (1995: 161) の結果構文に関する分析が示唆的であると思われる。例えば Der 
Jogger laufen den Rasen platt および *Die Jogger laufen das Publikum euphorisch の両文を比較
すると、前者が許容されるのに対し、後者は許容されない。Kaufmann によると、両者の許
容性の違いは、それぞれの目的語が自動詞の意味的制約に従うか否かによる。同じく 
Kaufmann が挙げた結果構文、例えば sich heiser schreien などに見られる疑似再帰代名詞 
(fake-Reflexivum)
76
 と上記の目的語との関連性を Felfe は検討しており、それらが疑似目的





   (56)  Er hatte das Haus angeatmet, was zu Atemnot führte. 
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   (57)  a.  Die Folie wurde angeatmet und führte zu Atemnot. 
        b.  Solche Folien atmen sich schnell an und führen zu Atemnot. 
        c.  die angeatmete Folie 
 

















 最後に小節構造 (small clause) の観点からこれらの不変化詞動詞の現象を分析する場合、
どのように目的語および不変化詞の主述関係が認可されるのかを説明する必要がある。




される点 (final time point) から不変化詞動詞を見ようとしている。しかしこの見方を適用で
きるのは、動詞意味が完結的な性質を持ちうるものだけであり、未完了的な性質の動詞を
説明することはできない。 
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 以上より、不変化詞がこれらの動詞タイプにおいてどのように認可 (Lizenzierung) される
かは、少なくとも基礎動詞の項構造からの派生だけでは説明できないことが示された。こ







について検討する。先述の不変化詞動詞 anlächeln の構造を表示する場合80、Stiebels (1996: 
164) の表記に従うと、不変化詞 an- は次の (58) のように表される。 
 
   (58)  an5:  λu λs DIRECTED_TOWARDS(s,u) 
       DIRECTED_TOWARDS(s,u) ist wahr gdw. der Referent von u ein nichtaffiziertes 
       Objekt ist, auf das die Aktivität in der Situation s ausgerichtet ist. 
 
他方、Felfe (2012) による不変化詞 an- の表記は、以下の (59) のように、この活動動詞に
より表される状況 (Situation) を表す s が、不変化詞 (Partikel) によって、その項である y 
に方向付けられることが示されている。 
 
 (59) an-: 
      a.  Kategorie: Partikel 
      b.  Semantik: λyλs DIRECTED TOWARDS (s, y) 
      c.  Typ: <e,s> 
      d.  kategoriale Selektion: intransitives, agentives Verb 
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    (60) lächel- 
      a.  Kategorie: Verb 
      b.  Semantik: λxλs (DO (x) SMILE) (s) 
      c.  Typ: <e,t> 
      d.  kategoriale Selektion: Ø 
 
しかし lächeln は自動詞であり、この時点では合成によって anlächeln が他動詞となること
を説明できない。この課題に対しては、まず Lüdeling (2001: 86) などが結果構文の分析に
用いた BECOME-Template を導入する。Lüdeling は、結果構文である daß Prinz Dornröschen 
wach küsst を、以下の (61) のように分析している。 
 
 (61)  a.  daß der Prinz Dornröschen wach küsst. 
          “that the Prince kisses Sleeping Beauty awake.” 
       b.  λyλxλe : KISS (e) & AGENT (x)(e) &THEME (y)(e) 
       c.  λz : AWAKE (z) 
       d.  λyλxλe :P (e) & AGENT (x) (e) & THEME (y) (e) 
          & BECOME (Q (y)) (e) 
       e.  λyλxλe :KISS (e) & AGENT (x) (e) & THEME (y) (e) 
          & BECOME (AWAKE (y)) (e) 
 
つまりこの動詞 küssen の分析は、動詞の意味形式が、状態変化 [BECOME] や、使役 
[CAUSE] などのテンプレートに埋め込まれうることを想定している82。それに対し、不変
化詞動詞 anlächeln のような対格目的語と組み合わされる動詞には、(62a) の左側のように、
ある任意の動詞の項構造が表す状況 s が、λsがあることによって、(62b) の左側のように、
述語の項 P の付加によって項が拡張され、(62c) の左側が示すような動詞述部へと至る操作
が想定されている (Wunderlich 2000: 253ff)。不変化詞動詞 anlächeln の動詞述部が実現する
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   (62)  a.  ... λs VERB (...) (s)                 λxλs (DO (x) SMILE) (s) 
          b.  → λP…                          → λP (DIRECTED TO (y) (s) 
          c.  … λs{VERB (…) (s) & P (s)} (s)      λyλxλs (DO (x) SMILE) & DIR  
TO (y) (s) 
  
ただしこの分析にはいくつかの課題が残されている。基礎動詞が donnernや funkeln とい
った音響動詞である場合、Stiebels らの機能的合成は、それらの動作主性のない動詞主語 
(es) にも適用されうるが、先述のように、基礎動詞が es を伴って「音響」などを表す用法
が不変化詞動詞では実現しない点については、この分析では説明することができない。ま
た  jdn. ansehen, anhören などの動詞の  an- に関しては、Stiebels らの分析では λP 
(DIRECTED TO (y) (s) のテンプレートの適用に対応するように見えるが、実際にはこれら
は（anlächeln の場合とは異なり）動詞項構造に対して強意化 (Intensivierung) の修飾的機能
を果たしている。最後に、例えば基礎動詞 rauchen と不変化詞動詞 anrauchen を比較する
と、目的語の交替が起こっていることが分かる。つまり、etw. rauchen の「煙草」を表す第
二項 (etw.) と、jdn. anrauchen の「（吹きかけられる）相手」を表す不変化詞の項の第二項 


























これらの現象が見られる典型例には接頭辞動詞のグループがあり、Stiebels / Wunderlich 
(1994) は、以下の (63) のような例を挙げている85。 
 
(63)  a.  Sie wandern durch den Park. 
           ‘They wander through the park.’ 
b.  Sie durch-wandern den Park. 
            (They through-wander the park.) 
c.  Er streut Salz auf den Bürgersteig. 
           ‘He puts salt on the pavement.’ 
        d.  Er be-streut den Bürgersteig mit Salz. 
            (He on-puts the pavement with salt.) 
 
この (63) の例に基づいて説明できる現象であるかどうかを確認するために、Felfe (2012) 
は次の (64) の streichenおよび anstreichen の用例を比べている86。 
 
(64)  a.  Er streicht Farbe an die Wand. 
b.  Er streicht die Wand (mit Farbe) an. 
 
先行する研究では、目的語の交替について様々な見方がされており、例えば Eroms (1980: 
41ff) や Wunderlich (1983: 462ff) は、それらの交替が起こっても、基本的な項の意味役割は
変更されないとしている。他方、Welke (1989: 163) や Goldberg (2006: 41ff) は、そのような
項にはそれぞれ別の意味役割があると考えており、例えば (64a) の前置詞目的語の die 
Wand に GOAL の意味役割を割り当てる一方、(64b) の直接目的語の  die Wand には
PATIENS の意味役割を割り当てている。そして元々の目的語である Farbe は、(64b) では
前置詞句となって付加されると考えられている。「捉え方の変化」を想定する両者は、基底
的な構造からの派生が行われると考える点において、Baker の見解とは共通性があるといえ
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移動構文、(65b) は an- によってある対象に方向付けられた活動を表す構文であるとしてお
り、つまりは同一の行為がそれぞれ異なる事態のタイプとして言語化されているとする。
また Felfe は、まず基礎動詞 streichen と不変化詞動詞 anstreichen が同じ項構造を持ちう
ることを指摘したうえで、不変化詞を介して基礎動詞の目的語交替が行われることによっ
て、上記の変化がもたらされるかどうかを検討している (Farbe an die Wand streichen – Farbe 
anstreichen / die Wand mit Farbe streichen – die Wand anstreichen)。Felfe は以下の (65) のよう
な基礎動詞 malen および不変化詞動詞 anmalen の関係を例に挙げて、上記の変化とは異な
る見方を示す88。 
 
(65)  a.  Er malt Farbe an die Wand. 
        b.  Er malt die Wand (mit Farbe) an. 
 





連を (65a,b) のように言語化する必要がない。まず (65a) の基礎動詞 malen は、先述の 
(64a) と同じ使役移動の構文で使われることにより、活動よりも到達点が焦点化されている。
基礎動詞 streichen のケースに比べると、この用法は、基礎動詞 malen が元々持っている
項構造から派生したものとは考えにくい。また (65b) も、不変化詞 an- を伴って、先述の 
(64b) と同じように、（対格化された）対象に方向付けられた活動を表す構文が用いられて




不変化詞動詞 anstreichen と anmalen の両者を比べるならば、すなわち前者は基礎動詞の基
本的用法と両構文が（偶然に）一致しているのに対し、後者は（jdn. anlächeln などと同様
に）基礎動詞が、その基本的用法とは異なる事態を表す構文に結び付けられているとする
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に出される。Stiebels (1996: 105) は、以下の (66) のように、不変化詞 an- を伴う動詞に関
しても同様に、前置詞句の編入が起こることを想定する。 
 
(66)  a.  an LOC fassen           > PAT anfassen 
        b.  etw. an LOC streichen     > PAT anstreichen  
 
Stiebels は、先述のように jdn. anlächeln のような自動詞である基礎動詞が他動詞化された
不変化詞動詞については、不変化詞を語彙的付加 (lexikalische Adjunkt) として扱う90一方、
上記のような、それぞれ前置詞句に含まれる「場所」(LOC) の目的語が対格目的語となる
不変化詞動詞については、不変化詞を語彙的項 (lexikalische Argument) として扱っている91。
そうなると、語彙的項の不変化詞と同じ機能が「編入」の想定される不変化詞にも見られ
るかどうかが問われるであろう。しかしその動詞項の形成過程の違いに目を向ける必要が
あることを Felfe (2012: 46) は述べている。まず語彙的項は、etw anbinden のケースが示す
ように、不変化詞 an- は基礎動詞の意味を完結させる役割があると想定され、逆に PAT 
anfassen および PAT anstreichen のケースでは、それとは反対に、不変化詞 an- は動詞述部
が直接的に示す場所との関連を担っている。つまり語彙的項における不変化詞の機能の成
り立ちのように、元々の前置詞句からの派生を想定する編入とは異なると考えるのである。
また前置詞句からの派生に関して、Felfe は 以下の (67) が示すように、不変化詞動詞 
anfassen においては許容される人称の対格目的語が、基礎動詞 fassen の前置詞句目的語に
通常は許容されないことから、基礎動詞 fassen と不変化詞動詞 anfassen との間に編入のプ
ロセスがあるとは認めにくいと考えている。 
 
(67)  a.  
??
Anna fasste / rührte / tippte an Paul. 
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実現するという見方では説明ができない。anstreichen および anmalen の項構造の違いを指
摘した Felfe (2012) で明らかになったように、実際には同じ状況を表す文であっても、基礎
動詞の基本的用法の項構造と不変化詞動詞の項構造が共通していると説明できるタイプ 
(streichen / anstreichen) だけでなく、基礎動詞の基本的用法の項構造からは不変化詞動詞の
項構造を説明できないもの (malen / anmalen) も考慮する必要がある。そして後者は、それ
ぞれ取り付けの活動の事態タイプ、そして方向付けられた活動の事態タイプの両構文に結
び付けられることが示された。 
 そこで、これらの解釈を反映して、Felfe は両動詞タイプ (streichen / malen) には、上位
の抽象的な x DO DIRECTED TOWARDS y および x ATTACH y という二つの事態を表す構
文の枠組みがあると考えている。前者は両不変化詞動詞が関連付けられる事態タイプであ
り、後者は両基礎動詞が関連付けられる事態タイプである。そしてそれらの内部を、以下
のように、それぞれ (68a), (69a) では、名詞句に付与される統語的形式が示され、それぞれ 
(68b), (69b) では、それらの名詞句に付与される意味役割が示される。そして不変化詞 an- 
はこれら構文の語彙的構成要素と見なされる。 
 
   (68)  x DO DIRECTED TOWARDS y 
      a.  [[NPNom _ ]    NPAkk _ an V _ ] 
               ｜       | 
        b.  [AGENS       PATIENS      ] 
 
   (69)  x ATTACH y 
        a.  [NPNom _ ]    NPAkk _ an V _ ]  
            |               | 









合」(fusion) と呼ぶが、その成立の背景を考えるうえで、Felfe は Goldberg (1995) の構文文
法において使用されている「義務性」、「参与者」等の概念を問い直しつつ、フレーム意味
論における空所のプロファイルに着目することが有効であるとしている。 
最後に Felfe の記述に依拠しながら、Goldberg の理論とその課題を指摘し、動詞の項構
造および不変化詞に固定的な意味を想定できるかどうかについて問うことにする。 
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(70)  Ditransitive Construction 
 
        Sem      CAUSE-RECEIVE     <   agt    rec    pat   > 
                         | R                |      ⋮    |           Fusion 
        R: instance,      PRED          <                      >     of roles 
         means                         
 
        Syn             V                SUBJ  OBJ   OBJ2 
 
 
    (71)    Composite Fused Structure: Ditransitive + hand 
 
        Sem      CAUSE-RECEIVE     <   agt    rec    pat    > 
                         | R                 |      |    |   
        R: instance,      HAND         <  hander handee handed  > 
         means                                              
 
        Syn              V               SUBJ  OBJ   OBJ2 
 
 
その他の Goldberg の考える合成プロセスとしては、例えば「移動使役構文 + put」の場
合、当該の構文がプロファイルしない goal の項が動詞の義務的な項 “put.place” であるこ







ニマルな項が想定されていると Felfe は考えている。Goldberg は動詞の基本的意味に着目
して No    ing occurred. という動名詞化による判定テストを行うことで、動詞の参与者
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 これに対し、同様に動詞の基本的意味に着目した  Felfe は、母語話者に向けて  „x 
verbt“ のパターンによる判定テストを行った結果について述べている98。まず bügeln や 
stellen といった動詞は、„x bügelt etwas“ あるいは „x stellt etwas wohin“ のように、二価な
いし三価がこれらの動詞の基本的構造であると判断された。これに対し「音響」を表す動
詞 tuckern の „x tuckert“ は、付加のなされない一価の動詞としての見方と、方向添加部が
付加される動詞としての見方に意見が分かれた。また動詞 tanzen に関して „x tanzt“ のテ
ストを行うと、例えば „X tanzt mit _“. (z.B. Paul tanzt mit Anna.) そして „X tanzt Adv_“. (z.B. 
Paul tanzt gerne / gut / viel.) あるいは „X tanzt zu _“. (Paul tanzt zu Rock / Pop.) のようなタイ
プが多数を占めた一方で、„X tanzt“. (z.B. Paul tanzt.) というミニマルな構造が維持されたケ
ースは少数にとどまった。Felfe は、このように参与者役割が基礎動詞に一定では組み合わ
されないケースを考慮して、参与者の義務性や、操作できる固定的でミニマルな項構造を















このような Hundsnurscher の見方は、Felfe が (51) – (53) で不変化詞を伴う項構造構文 
etw. anbinden と対応する基礎動詞の構文 etw. an etw. binden の関係について考察したこと
と共通している。すなわち、不変化詞は基礎動詞の項と関連があると解釈できたとしても、
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まず動詞意味が、「聴覚による把握」を前提とするものとして jemandem etwas vorächzen, 
-blasen, -blöken, -brummen, -dudeln, -fiedeln, -flöten, -geigen, -gellen, -grunzen, -heulen, -husten, 
-jammern, -jauchzen, -jubeln, -klagen, -klimpern, -krächzen, -kreischen, -lallen, -leiern, -murmeln, 
-niesen, -orgeln, -plappern, -plärren, -plaudern, -posaunen, -prahlen, -predigen, -schnattern, 
-schwärmen, -singen, -stöhnen, -stottern, -trillern, -trommeln, -trompeten, -weinen, -wimmern, 
-winseln, -zwitschern などが挙げられており、また「視覚による把握」を前提とするものとし
て jemandem etwas voressen, -gaukeln, -hinken, -humpeln, -klettern, -kritzeln, -rauchen, -reiten, 
-rudern, -tanzen, -zaubern などが挙げられている。 




用される für の一部が不変化詞 vor- に合流した通時的プロセスも考慮した動詞グループ
の区別が行われている。なお、いくつかの動詞に付された (1) や (2) といった記載は、複
数の vor- の意味と基礎動詞との組み合わせによって、動詞が多義になることを表している。
まず a) 「場所」に関する意味を持つ vor- : vorliegen, -sitzen, -stehen (1), -schweben, -haben, 
-finden, -gehen (1), -laufen, -tragen (1), -leuchten, -sagen, -sprechen (1), -beten, -jammern, -lesen, 
-lügen, -rechnen, -schwindeln, -singen, -spielen, -weinen, -winseln, -zählen, -schreiben, -zeichnen, 
-schneiden, -machen, -enthalten、「優先」に関連する vor- : vorherrschen, -walten、「時間」に関
する vor- : vorbereiten, -richten, -bilden, -greifen, -merken, -behalten, -geben、次に b) 「（自他を
含めた）対象の前に向かって」を表す für- : vorfahren, -fallen, -kommen (1.2), -sprechen (2), 
-binden, -führen, -geben (2), -halten, -hängen, -laden, -lassen, -legen, -nehmen, -rücken (2), 
-schieben (2), -schlagen, -setzen (2), -spannen, -spiegeln, -stecken, -tun (eine Schürze), -tragen (2), 
-werfen、「阻止のためにもたらす」を表す für- : vorkehren, -schützen, -wenden、「（もともと vor 
に依拠する語によって表記される）対象物が避けられるべきである」ことを表す  für- : 
vorbauen, -beugen, -kommen (4)、「前方」を表す für- : vordringen, -drängen, -rücken (1), -schieben 
(1), -setzen (1), -stoßen、「こちらの前へ」を表す für- : vorbringen, -geben (3), -springen (2), 
-stehen (3), -zeigen という分類を提示している。 
 
2. 2 形態論における分類記述 




 2.2.1 Fleischer / Barz (1992) 




動詞例として vorfahren が挙げられている (z.B. ein Stück vorfahren / das Auto vorfahren (vor 
das Haus))。これに属する動詞として、他に vorgreifen, sich vorlehnen, etw. vorsetzen, -springen, 
-stoßen, -stürmen, -treten, -ziehenのような、様々なタイプの前方への移動や位置変化に関する
動詞が挙げられている。またそれらに加えて、基礎動詞の表す出来事が、話者の正面で起
こることを示す „hinter der Gardine vorspringen“ のような動詞例が挙げられている。他方で、
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動詞として jmdm. etw. vorflunkern, -lügen, -machen, -schwindeln のような、発話内容が「虚偽」
であることを示す動詞例を挙げている。そしてこれらに加えて、vor- が場所的な「前」だ
けでなく、時間的な「前」としても解釈されうる動詞として、vordrucken, -leben, -machen, 
-malen, -sagen, -schaffen, -schreiben, -turnen のような、基礎動詞が「模範」や「教示」の意味
と関連付けられて組み合わされる動詞が挙げられている。ただし、以上のような前方への
方向性や対象との関係性を示す vor- だけでなく、時間的な意味を主に示す vor- について





者の方にある。前者の代表例として vorberaten、後者の代表例として vorschicken (z.B. das 
Gepäck vorschicken) の例が挙げられており、他にも vorfertigen, -fühlen, -greifen, -kochen, 
-merken, -notieren, -schließen (Geld) といった動詞がそれに含まれるとしている。そして両観
点の用法が成り立つものとして vorbedenken の例を挙げている。 
 
2.2.2 Kühnhold (1973) 




Fleischer / Barz と同様、Kühnhold も当該不変化詞を「空間」および「時間」のカテゴリー
区分によって大別している。 
まず「空間」に関連する vor- を (1)「対象からの前」(davor), (2)「移動の前方」(nach vorn)、
(3)「話者から見た前」(hervor)、(4)「優先」(vor anderen (hervor))、(5)「個人や観衆の前」、
(6)「手本」に分けている。またそれぞれに関連して、代表的な動詞タイプを挙げている。
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 これらの違いについては、後で取りあげる Eichinger (1989) において、更に詳しい分析
が行われていることを示す。 
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 Kühnhold 1973: 231ff, 272f 
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(1) を Kühnhold は (1a) 場所的意味 (vor etw. anderem)、および (1b) 方向的意味 (vor etw 
anderes hin) に分けており、前者の代表的な動詞タイプを (einem Gremium) vorsitzen とし、
後者の代表的な動詞タイプを、それぞれ自動詞では vortreten, 他動詞では etw. vorbinden と
している（前者の他の例は jmdm. vorliegen, vorstehen (= Vorsteher sein)、後者の他の例は etw. 
vorbauen, vorhängen, vorhalten, vorlegen, vorspannen および jmdn. vorladen を示す）。また、基
礎動詞との対応関係から不変化詞動詞のヴァレンツが記述されていることについては、例
えば (1) の場合、Taxis fuhren vor das Haus > Taxis fuhren vor; ich binde eine Maske vor das 
Gesicht > ich binde eine Maske vor; ich hänge den Vorhang vor das Fenster > ich hänge den Vorhang 
vor; ich schiebe den Riegel vor die Tür > ich schiebe den Riegel vor のように、不変化詞によって
前置詞句が省略されている (ersparen) という見方が示されている。また sitzen > einem 
Gremium vorsitzen; stehen > einer Schule vorstehen; etw. binden > einem Kind eine Schürze 
vorbindenのように、本来基礎動詞の述部には生起しない与格目的語が、不変化詞 vor- によ
って現れるという解釈が見られる。また移動における前方性を表す (2) については、代表
的な動詞として、自動詞は vordringen、他動詞は etw. vorstrecken、そして再帰動詞は sich 
vordrängen を挙げるとともに、自動詞の  vorlaufen, vorprellen, vorpreschen, vorrücken, 
vorrutschen, vorstürmen, vorstürzen、他動詞の etw. vorschieben, vorspreizen, jmdn. vorlassen, 
vorschicken、そして再帰動詞の sich vorbeugen, vorlehnen, vorneigen などの動詞がそれに含ま
れるとする。こちらは先述の (1) の空間的対象と関連するタイプとは異なり、基礎動詞の
ヴァレンツが変更されることはないとしている。そして話者からの「前」と関連する (3) に
ついては、代表的な動詞として、自動詞は vorgucken, 他動詞は vorkehren を挙げ、それに
属する自動詞に vorblicken, vorquellen, vorspringen、また他動詞に jmdn. vorlotsen があるとし
ている。そしてこちらも (2) と同様、基礎動詞のヴァレンツは変更されないとしている。
続いて、「優先」と関連する (4) については、代表的な動詞として、自動詞に vorherrschen、
そして他動詞に jmdn. vorziehen を挙げ、これに属する動詞として vorstechen, vorwalten, 
vorwiegen を挙げている。そしてこちらも、大半のケースで各不変化詞動詞に基礎動詞から
のヴァレンツ変更は起こらないとしている。次に、行為の対象となる相手と関連付けられ
る (5) のタイプについては、代表的な動詞として etw. vorspielen や etw. vorgaukeln の例が
挙げられている。そして (5) にはさらに 3 つの区分ができるとしている。まず発話や行動
に関する基礎動詞と組み合わされ、しばしば動詞全体では「披露」の意味を示す不変化詞
動詞のグループ (5a) がある。これに属する動詞には etw. vorführen, vorklagen, vorlallen, 
vorlesen, vorpredigen, (umg.) vorquatschen, vorreden, vorschwärmen, vorsingen, vortanzen, 
vortelefonieren, vortragen, vorweinen, vorwimmern があるとしている。これら不変化詞動詞の
ヴァレンツの特徴に関しては、上記の語の約半分が各基礎動詞には現れない与格の行為の
向けられる対象が現れるとしており、義務的なケースが多いことを指摘している (z.B. ich 
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rechne etw. > ich rechne ihm etw. vor; ich rede etw. > ich rede ihm etw. vor)。また多くの場合、こ
れら不変化詞動詞の与格が基幹動詞の前置詞句を代替しており (z.B. vor jmdm. etw. rechnen 
⇒ jm. etw. vorrechnen)、その他には、基礎動詞の前置詞句が不変化詞 vor- によって省略さ
れるケースもある (z.B. etw. vor das Plenum bringen ⇒ etw. vorbringen)。このような省略が同
様に起こる動詞には etw. vordemonstrieren を挙げており、また etw. vorführen, vorlesen, 
vorzählen のような動詞は、（それらの動詞とは違って）場合によって省略が起こるとしてい
る。他方、基礎動詞が虚偽内容の伝達に関連付けられる動詞グループ (5b) が存在しており、
etw. vorflunkern, (umg.) vorkohlen, vorlügen, vorschwindeln, vorspiegeln, vorgeben, vormachen, 
vorschützen, vorwenden の例が挙げられている。これらの動詞グループのヴァレンツは、(5a) 
の動詞グループと同様、その約半部が基礎動詞には現れない与格が現われており (z.B. etw. 
flunkern > jmdm. etw. vorflunkern; etw. heucheln > jmdm. etw. vorheucheln; etw. lügen > jmdm. 
etw. vorlügen)、また与格が基礎動詞の前置詞句を省略するケースを挙げている (z.B. vor 
jmdm. etw. heucheln ⇒ etw. vorheucheln)。また第三の動詞グループは、vor- が基礎動詞の表
す行為が単数ないし複数の人物に関係付けられることを示すタイプ (5c) であり、これらの
グループの代表的な動詞として vorsprechen, jmdn. / sich vorstellen が挙げられており、自動
詞 vorschweben あるいは他動詞 etw. vorweisen, vorzeigen のような動詞がそれに属すると
している。とりわけこのタイプを形成するのは、開始したり、現れたり、あるいは開始さ
せたり、知覚したりしているのを見る人物に関係づけられる出来事の動詞104であり、これ
に属する動詞に vorfallen, vorgehen, vorkommen (in Büchern); etw. vorfinden, vornehmen など
の例を示している。ヴァレンツに関しては、es schwebt (vor ihm) > es schwebt ihm vor usw. な
どのように多くの場合、基礎動詞には生じない人物の与格が現れる点を指摘している。ま
た (6) については、代表的な動詞例に自動詞 vorturnen そして他動詞 etw. vorzeichnen があ
り、これに属する動詞としては vormähen; etw. vorbilden, vordrucken, vorleben, vorsagen, 
vorschaffen, vorschreiben などがあるとしている。ヴァレンツに関しては上記の動詞の半数足
らずのものが ich turne vor den Schülern > ich turne vor. のように基礎動詞において組み合わ
される前置詞句が不変化詞において省略されていると分析する。また「時間」に関する不




詞 vorkeimen および他動詞 jmdn. vorbelasten、またこのタイプに含まれる動詞として etw. 
vorkosten, vorbedingen, vorbestimmen, vorgeben、それに加えて現在分詞のみで使われる 
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vorstehend を挙げており、また (b) の代表的な動詞に etw. vorordnen, そしてこのタイプに
属する動詞に  etw. vorbereiten, vorbraten, vorfeilen, vornormen, vorrichten, vorschneiden, 
vorsondieren; jmdn. vorschulen を挙げている。一方 voraus の意味を持つものは、基礎動詞が
本来よりも早くなされることを示しており、代表的な動詞として自動詞の vorgreifen (in der 
Erzählung) および他動詞の  etw. vorschicken (Gepäck) があり、これに属する動詞例に 
vorgehen (von der Uhr); etw. vordatieren を挙げている。そして im voraus の意味を持つものは、
基礎動詞によってまだ実際には起こっていないことを先取りすることを示すものであり、
代表的な動詞として etw. vorahnen を挙げ、これに属する動詞例として etw. vorbedenken, 
vorberechnen, vorbestellen, vormerken, vorsehen, vorstrecken を挙げている。 
 
2.2.3 DWDS-Wörterbuch 











て  vordringen, vorfallen, vorkriechen, vorlaufen, vormarschieren, vorpreschen, vorrennen, 
vorrutschen, vorschießen, vorschnellen, vorsinken, vorspringen, vorstoßen, vorstürmen, vorstürzen, 
vortraben、次に対格の再帰目的語をとるタイプとして sich vordrängen, vorlehnen, vorpirschen, 
vortasten, vorwagen、そして対格の再帰目的語および身体部位の対格目的語をとり、身体の
位置変化を表す動詞タイプとして etw., sich vorbeugen, vorneigen, vorrecken, vorschwingen, 
vorstemmen, vorstülpen, vorwölben、また前述の動詞タイプに属しつつも、対象物の対格目的
語のみをとる etw. vorspreizen, vorstrecken、最後に人や対象物の対格目的語をとる使役移動
の動詞タイプとして jmdn., etw. vorholen, vorschicken, vorschieben, vorschleudern の例を挙げ
ている。また (1b)「行為が特定の対象や対象物の前面に関連付けられる」タイプに関して
は、対象物の位置変化によって「取り付け」を表す行為動詞が中心となる etw. vorbauen, 
vorbinden, vorhängen, vorlegen, vornageln, vorschieben, vorschnallen, vorstecken, vorziehen、ある




確認ができることを示す vorgucken, vorkommen, vorpurzeln, vorquellen, vorragen, vorsehen, 
vorspringen、また対象物を話者の視野範囲に位置変化させる行為を表す  etw. vorholen, 
vorkramen, vorzeigen、そして後者の動詞タイプに属し、人や対象物を対格目的語にとるもの
として jmdn., etw. vorlocken, vorziehen が挙げられている。最後の (1d)「動作や移動が人や
場所に向けられるもの」として、移動意味を持つ動詞 vorfahren、「人」の直接・間接の使役
移動を示す jmdn. vorführen, vorladen, vorlassen、そしてこれら動詞に属し、「相手（動物も含
む）」に向けられた対象物の位置変化による行為の動詞タイプとして jmdm. etw. vorlegen, 
vorsetzen の例を挙げている105。その一方で、 (2) の時間的意味に関連する動詞に関しては 
(2a)「本来の行為に時間的に先行する未完遂の行為」を表すタイプに、行為の対象となる事
物を対格目的語にとる etw. vorberaten, vorbereiten, vorbohren, vorfertigen, vorformen, vorheizen, 
vorkeimen, vorkochen, vorkühlen, vormontieren, vorordnen, vorsortieren, vorstanzen, vorstechen, 
vorstemmen, vorstreichen, vortrocknen, vorverdichten, vorwärmen、それらの目的語に「人」も含
まれる jmdn., etw. vorbehandeln、また「人」および事物の与格目的語をとる jmdm., einer Sache 
vorarbeitenの例を挙げている。次に (2b)「行為が後の時点に関連していて、未来のことを先
取りすること」を表すタイプについて、上記と同様に目的語の有無や種類から、それぞれ [1] 
vorarbeiten, vorsorgen、[2] etw. vorahnen, vorbestellen, vorbuchen, vordatieren, vorplanen、[3] etw., 
jmdn. vormerken, vornotieren、[4] jmdm. etw. vorschießen, vorstrecken、[5] jmdm., einer Sache 
vorgreifen の動詞例を挙げている。最後には (2c)「未来に起こることのために決まっている
時点を現時点に向かって変更する」タイプを挙げ、予定を表す対格目的語をとる  etw. 
vordatieren, vorverlegen, vorziehen の例を挙げている106。次に (3) の「行為を見る側からの
“前”」については、Kühnholdに見られるような「手本」や「虚偽」といった区分は行って
いない。ここに含まれる動詞は、「人」の与格目的語と事物の対格目的語をとる。jmdm. etw. 
vorbeten, vorerzählen, vorexerzieren, vorflunkern, vorführen, vorheulen, vorjammern, vorlesen, 
vorlügen, vormachen, vorpfeifen, vorplappern, vorpredigen, vorrechnen, vorsagen, vorschwärmen, 
vorsingen, vorspiegeln, vorspielen, vorstöhnen, vortanzen, vorturnen, vorübersetzen, vorweinen, 
vorzaubern の例が挙げられている。また (4) の「戒め・叱責」を表す動詞を説明するに際
しては、それらの意味が不変化詞 vor- にあるのか、あるいは不変化詞動詞全体がそれらの
意味を表すのかについては記していない。(3) と同様、これらの動詞は、「人」の与格目的
語および対格目的語をとり、jmdm. etw. vorhalten, vorrechnen, vorwerfen の例が挙げられてい
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 現在分詞や過去分詞で使われる vorerwähnt, vorgenannt の記載項目も設けられているが、
ここでは基礎動詞との組み合わせで分類されているものを優先して挙げた。 
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る107。最後に (5) の「序列の上位」を表す動詞タイプに、自動詞の vorgehen, vorherrschen, 
vorwalten, vorwiegen、他動詞の jmd., etw. vorziehen を挙げている。ただし DWDS-Wörterbuch




2.3 Eichinger (1989) 
 
2.3.1 空間的カテゴリー 
 他方、Eichinger (1989) では、vor- の空間的意味と時間的意味に焦点を絞った分析が行わ
れている。まず前者については (1a) 話者に関連付けられる (sprecherbezogen – „hinvor“) タ
イプと (1b) 対象に関連付けられる (objektbezogen – „vor X“) タイプに大別しているが、外
部の対象に関連付けられうる動詞が基礎動詞の場合に、以下の図 (Abb. 1) のように、両方
の意味グループの形成ができることについて言及している108。 
 
     Abb. 1 
(1) vorgehen nach vorne gehen    ‚hinvor‘ 
(2)  vorlegen nach vorne legen     ‚hinvor‘ 
davor legen          ‚vor X‘ 
(3) vortun nach vorne tun       ‚hinvor‘ 
davor tun            ‚vor X‘ 
 
話者への関連付けの見られる動詞グループのなかで、「前方移動」(nach vorne) を表す動詞と
して挙げられているのは (1a) vorbringen, vorfahren, vorfallen109, vorgeben, vorgehen, vorgreifen, 
vorgucken, sich vorlegen, sich vorlehnen, vornehmen, vorprellen, vorpreschen, vorrücken, 
vorschieben, vorsetzen, vorspringen, vorstellen, vorstoßen, vorstrecken, vorstürmen, sich vortasten, 
vortragen, vortreten, vorverlegen, sich vorwagen, vorwerfen, vorwölben, vorziehen; vorkragen, 
vorspringen, vorstehen である110。他方で、「対象物との関連付け」を示す動詞には (1b) 
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 (4) の動詞グループに関しては、個々の動詞別に、「人」の与格目的語および事物の対格
目的語 (jmdm. etw.) が記載されている。 
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 Eichinger 1989: 228 
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 ここでは当該動詞の medizinisch: ‘prolabieren’ の意味用法を入れている。 
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vorblenden, vorfahren, vorfallen, vorhalten, vorhängen, vorlegen, vorrücken, vorschieben, 




の意味が ICH-HIER-JETZT112 を中心にした構造を持つことに起因するとしている。逆に 
vorlegen や vortun のタイプは方向性だけでなく対象への関連付けを含意しており、しかも
それは特定の対象に限定されることから、その用法は特定の意味用法に限定され、イディオ
ム化が起こっていることを指摘している。また、これらの動詞タイプのイディオム化には二
つの特徴があり、まず eine Decke vorhängen113 のように対象物の表面との接触によってそれ
を覆う機能に関連付けられるものがあり、vorblenden, vorziehen などがこれに類すると考え
ている。そしてもう一方で einen Stein vorlegen, damit das Auto nicht wegrollt、あるいは eine 




ず、前者の vor- の意味の特徴として、対象そのものからは規定されない「前」(vor etwas) の




他に  vorfallen, vorrücken, vorschieben, vorstellen, vorwerfen、またこれに関して特殊化 
(idiosynkratisch) した用法が見られる例として vorfahren, vorhalten, vorspannen, vorstecken な
どがあるとしている。また、これらの動詞パターンに共通の意味的な枠組みである「da + vor 
+ HANDLUNG / GESCHEHEN」の解釈が曖昧な点については、別の動詞タイプにもこれらの
曖昧な解釈の特徴が存在していることが指摘されている。例えば、(1a) の区分で話者の前方
への動き (nach vorne) として解釈される vortreten などを見るならば、ある対象の「前」
(davor) との関連付けからも解釈することが可能であり、例えば「（列の中から）話者の前に
出てくる」 (aus einer Reihe heraustreten) という見方がこれに当てはまる。このことに関して
は、(1b) の後半で挙げた vorblicken, vorgucken, vorquellen, vorsehen のような移動的な意味を
持たない動詞にもそれぞれ vorblicken – hervorblicken – nach vorne blicken, vorgucken – 
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 vorblicken以下の動詞については ‘hinter x vor’ の区分として表示されている。 
112
 これについては “Dexis am Phantasma” (Bühler 1934, S. 121ff.) を引き合いに出して言及
がなされている (Eichinger 1989: 229)。 
113
 Duden-WB: 2815 
114
 ebd.: 2817 
115
 Eichingerはこちらも “Dexis am Phantasma” に関連させている。 
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hervorgucken – nach vorne gucken, vorquellen – hervorquellen – 
? 
nach vorne quellen, vorsehen – 
hervorsehen – nach vorne sehen のように、話者の観点の違いから上記の解釈がなされると見て
いる116。 
ここまでは不変化詞 vor- の空間解釈が不透明な動詞パターンの存在が指摘された。しか
し Eichinger は (1a) の動詞の典型となるのは、第一に基礎動詞が移動意味を持つ動詞であ
ると考えており、これらが vor- (‚hinvor‘) に関連付けられる根拠として、「人間身体の前後構
造に基づいた行為」あるいは「移動の方向性」を指摘している117。そして不変化詞 vor- は、
上記の構造を背景にして、これらの動詞が本来的に示す前方への移動意味を明確化している
と解釈している118。これらに属する動詞には、先述の vorgehen の他に vorfahren, vorgucken, 
vorprellen, vorpreschen, vorschieben, vorspringen, vorstoßen, vorstrecken, vorstürmen といった移
動を表す自動詞, sich vortasten, vortreten, sich vorwagen, vorwölben といった再帰目的語を伴っ
て移動意味を表す動詞、そして vorkragen, vorspringen, vorstehen といった「形状」を表す動
詞も挙げている。他方、基礎動詞が必ずしも移動方向を示さない動詞タイプとしては、
vorbringen, vorfallen, vorgeben, vorgreifen, sich vorlegen, sich vorlehnen, vornehmen, vorrücken, 
vorsetzen, vorstellen, vortragen, vorverlegen, vorwerfen, vorziehen が挙げられており、これらの
動詞タイプは不変化詞 vor- によって前方への方向性が付与されるとしている。またこのよ
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 Eichinger 1989: 232 
117
 これに関して Eichingerは Bollnow 1976: 50ff に依拠している。 
118
 Eichinger 1989: 232 
119
 ebd.: 233 
120
 ebd.: 233f 
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   Abb. 2 
























vorholen × × ○ ○ 
vorrücken ○ / ? ○ ○ × 
vorspringen × × × ○ 
 
ここで vor- の解釈は、HINVOR 1 = 移動自体の前方方向、次の HINVOR 2 = 周囲の空間に
よる「前 / 後」 (vorne - hinten) 規定、また HERVOR = 観察者から見た「前」、そして 
HERAUS = 特定空間から出ることによる「前」に分けられており、これらの空間解釈が代表
的な基礎動詞といかに組み合わされるかが示されている。ここでは、基本的には移動自体の
意味を持つ動詞タイプは HERVOR 1 を中心に HINVOR の解釈までが適用され得るのに対
し、観察者への移動の意味 (her- Richtung) を持つ動詞タイプは HINVOR 1 や HINVOR 2 
の解釈とは結び付けられず、HERVOR あるいは HERAUS の解釈が当てはめられることが
明らかである。ただし、それらに関して考慮すべきこととして vorrücken の例が挙げられて
おり、移動「対象」自体の前後が関与することにより、vor- の HERVOR 1 の解釈との結び
つきに影響が生じることが指摘されている。例えば vorbringen や vorlegen のような「運搬」
や「位置移動」の動詞の場合には、対象の前後が組み合わせの成立に影響することはないが、
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最後にこれらの動詞のなかで vorspringen には HERAUS の空間解釈だけが適用されて、
「形状」に関する用法として熟語化していることにも触れられている123 (der Erker springt an 
der Fassade zu weit vor (Duden-WB: 2821) / der mittlere. etwas zurückspringende / tretende Teil der 
Fassade (Duden-WB: 2668f))。これらの動詞タイプにおいては、vor- / zurück- という反義語の
ペアの形成により、他の解釈として考えられる heraus- / hinein- の反義語のペアに含まれる
（上記の移動や運搬に関する基礎動詞の前提となる）垂直面に沿った空間意味は生じずに、
位置関係のみが表されているとする。そしてこれらの動詞ペアには、位置的意味が vor- / 
zurück- によって明確に現れているのに対し、基礎動詞が本来持っていた「移動」の意味が
希薄化し、動詞全体が統一的な意味を持つと理解されることから、同じ vorspringen の移動




は、同じ状況のなかで HERVOR- や HERAUS- との組み合わせに従って解釈の区別ができ
ることについて言及がなされている。 
また vor- によって対象の「前」と関連付けられる動詞タイプに関しては、davor- を伴う
動詞との違いについても言及されており、前者の動詞の特徴が、後者が示すコンテクストに
おける照応 (Anapher) の機能との比較から明らかにされている。これに関しては以下の (1) 
の文が挙げられている124。 
 
(1)  a.  Sie schob das Bild etwas zurück, um ein paar Blumen vorzustellen. 
      b.  Eine spanische Wand davorstellen. 
 
一見すると、両動詞ともに、「ある対象を他のもう一方の対象の前に置く」(etw. vor etw. 
stellen) という解釈ができるように思えるが、実際は (1a) には「対象を前方へ位置変化さ
せる」(etw. nach vorne stellen) 解釈のみが正当である。仮に前者の用法があると想定して、
絵の前に花が置かれることが適切であると考えられるコンテクスト (z.B. Auf dem Kamin 
                                                   
122
 Wunderlich 1981: 284f において、前者は指示的観点 (deictic perspective)、後者は内在的観
点 (intrinsic perspective) に関連付けられている。 
123
 Eichinger 1989: 235 
124
 ebd.: 236ff 
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stand ein Bild. Sie wollte ein paar Blumen vorstellen) における使用を想定しても、実際にはそれ
は非成立である125。つまりこの動詞はコンテクストとは関係なく、すでに単独で成立して








(2)  a.  Wenn das nicht besser wird, müssen wir eine spanische Wand davorstellen. 
      b.  Wenn das nicht besser wird, müssen wir eine spanische Wand vorstellen. 
 







他に davorlegen / vorlegen, davorhalten / vorhalten, davorschieben / vorschieben, davorspannen / 
vorspannen といった動詞ペアの比較をするならば126、vorlegen は対象物の「固定」を表すた
めに機能化され、vorhalten は「防護」のために行う対象の使役移動に関連付けられ、







これらの動詞タイプを Eichinger は前述の機能化のうち「意図化」(Intentionalisierung) にあ
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 Eichinger 1989: 239 
126





を説明するために、Eichinger は zurück- を伴う動詞がこれらの動詞と対立関係を表してい
ることに着目している。zurück- は vor- とは反対に、移動の出発点への戻る方向付けを表す。
これらの関係を示す動詞ペアとして vorbewegen / zurückbewegen, vorblicken / zurückblicken, 
vordrücken / zurückdrücken, vorkeilen / zurückkeilen, vorgreifen / zurückgreifen の例が挙げられ
ており、また同じ空間的位置を指示する hinterblicken と zurückblicken の違いが考察されて
いる。まず動詞 vorblicken だけを見るならば、それ自体は前方への視線という話者の身体を
基盤とする動作に過ぎない。しかし実際には不変化詞 vor- によって blicken が示す行為意
味の「機能化」が行われていることは、zurückblicken の存在によって初めて説明が可能とな







一方で Eichinger は、不変化詞 vor- の時間的意味に関して、従来から指摘されてきた空
間領域と時間領域の構造的関連に着目した分析を進めている。話者が占める空間的な位置と
それに基づいた事態への見方の違いから、二つに動詞グループを分けている。先述の 
Kühnhold (1973) で未来に関連した行為を表すとして vor- = voraus に分類された動詞タイプ
を VORAUS-Typ の表記で扱い、時間的に先に起こることを表すとして vor- = vorher に分類
された動詞タイプを VORHER-Typ の表記で扱っている128。以下の図 (Abb. 3) で示すよう
に、一方では VORAUS-Typ の持つ単一で非意図的な行為の意味と、話者自身の概念上の移
動 (moving-ego) を対応させ、他方で VORHER-Typ の持つ未来を志向した意図的な行為の
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 Eichinger 1989: 241f 
128
 ebd.: 347f 
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         VORAUS:  Heute koche ich für die kommenden Tage vor. 
          moving- 
          ego 
 
                     tn    tn+1  tn+2   tn+    …   ca.  tn+5 
 
          VORHER:  Zunächst brät man das Fleisch 5 Minuten vor. 
          moving-    Anschließend  … Dann brät man es fertig.  
time 
                     Vor-    Sachlich-zeitlich-     Haupt-Fer- 
                     braten   cher Zusammenhang  tigbraten 
             
 
                     tn  tn+1  tn+2 … tn+x   tn+x+1  …   
                                                                
  
また Kühnhold が動詞 vorberechnen を vor- = im voraus という分類で解釈したことにつ
いては、基礎動詞が心的行為を表す点が異なる分類につながっていることを指摘し、むし
ろそれらの動詞が上の図の vorbraten と同じく、到達志向的意味が明白でない点から見ると 
VORHER-Typ とするべきではないかと考えている。そしてまた、上記の二つのタイプ分け
と vor- の 2つの空間タイプとの関連についての仮説を提示しており、一方では、先述の前
方への移動  (nach vorn) に関連付けられる移動動詞と上記の話者移動性をもつ
VORAUS-Typ、そしてもう一方で、対象の前の位置 (vor etw.) に関連付けられる対象移動の
行為動詞と上記の時間移動性をもつ VORHER-Typ が対応するとしている。 
また、時間軸における両時間タイプの違いを比べるならば、上の VORAUS-Typ は話者の
移動と時間の移動が並行しており、vor- は未来の事態である特定の点を指示するよりは、
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可能な動詞 vordatieren（1. ～より後の日付を記入する (= vorausdatieren)、2. ～より前の日
付を記入する  (= zurückdatieren)）の例を挙げている。先述の  Kühnhold の分類では、
vordatieren
1 は vor- = voraus の区分で扱われており、対義語に nachdatieren が置かれている。
この場合の vor- を上記の VORAUS-Typ の時間および空間の構造との関連で考えれば、時
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 Eichinger 1989: 349 
132
 ebd.: 351 
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         Abb. 4 
 
              vordatieren 
          
                                            Zeitachse 
            1.  2.  3.  4.  5.  6.  .....         Daten 
       
    Abb. 5 
 
              nachdatieren 
 
                                            Zeitachse 






        Abb. 6 
                      Spre- 
          nachdatieren     cher-      vordatieren 
                          zeit 
 
                                                  Zeitachse 




「後方」(hinten) に位置するのは VORAUS-Typ の特徴である。 
しかし先に述べた vordatieren2 の解釈134は、上で見たような時間および空間の構造からは
                                                   
133
 Eichinger 1989: 352 
134





成立しない。この zurückdatieren と同じ意味で解釈される vordatieren2 の用法は、下記の図 
(Abb. 7) のような VORHER-Typ135 の構造に基づいている。ここでは VORAUS-Typ の構造
に基づくことにより、同じ解釈を成立させる zurückdatieren についての図 (Abb. 8) も合わせ
て示す。 
 
         Abb. 7 
    
                                                  VORHER 
              vordatieren 
                                                      Zeitachse 
            Tx-n             Tx 
 
         Abb. 8 
                       VORAUS 
           zurückdatieren 
               
                                                      Zeitachse 




のなかで時点 Txが奥側 (hinten) にあり、Tn-1という時点がそれより前 (davor) に位置してい
るとされるのである136。 
Eichinger は上記のような VORHER / NACHHER という時間的な前後の解釈によって動
詞ペアとなっている動詞を含め、VORHER-Typ に属する動詞として vorahnen, vorarbeiten, 
voraufführen, vorbedenken, vorbehandeln, vorberaten, vorbereiten, vorbestellen, vorbilden, 
vorbohren, vordrucken, vorfabrizieren, vorfertigen, vorfinanzieren, vorformen, vorheizen, vorkauen, 
vorkeimen, vorkochen, vorkosten, vorschneiden, vorstreichen, vorwählen, vorwärmen, vorwaschen 
を挙げている。これに対し VORAUS-Typ に属する動詞として vorarbeiten, vorbestimmen, 
                                                                                                                                                     
く、また nachdatierenに関しては通常の用例とは見なされないとしている。 
135
 Eichinger 1989: 352f 
136













がもう一つの後続する事態の前に想定されるケースでは  VORHER-Typ に該当する138。
Eichinger は vordatieren2 を典型例に挙げることにより、後者の VORHER-Typ の選択には、
どのような動詞特性が関与しているのかを分析している139。第一に、この動詞の持つ完了相 
(punktuell) の意味特徴、そして第二に vorziehen のような共通の時間解釈を示す動詞の存在






する（VORAUS-Typと同じ）対象移動の解釈がなされ (z.B. während des Umbaus ist der Eingang 
22 m vorverlegt worden
141
)、他方で時間的用法には VORHER-Typ の解釈がなされることに言
及している (z.B. die Abfahrt vorverlegen142)。 





Eichinger は、このように時間的用法において VORHER-Typ が規範的なパターンとして
広範囲にわたって確立されていることを示すために、vorhandeln / nachhandeln という動詞ペ
                                                   
137




 ebd.: 356f 
140
 einen Termin vorziehen vs. einen Brief vordatieren 
141




 Eichinger 1989: 357 
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アを例に挙げて、「パラフレーズ的な解釈」(z.B. vorhandeln: „jmd. bereitet etwas vor indem / da er 
es vor der (eigentlichen) Behandlung (mit entsprechenden Mitteln) behandelt“) と「全体的な解釈」
（先述の時間および空間的構造の適用）を対比させている。前者の解釈では、通常の辞書的






そしてそのような未来 (nach-) と過去 (vor-) に拡がりを持つ行為的な枠組み (Schema) 
があることを示すために、以下の図 (Abb. 9) のような Pottier (1980) の時間モデルを参照し
ている146。ここではその一部を示す。 
 
            Abb. 9 
            
           Le déroulement  
           Nous nous limitons au schéma suivant, qui donne les principales 
           positions remarquables dans ce movement 
     
                         6    5    4    
           9    8    7                  3    2    1    
            
                                                        
 
ここでは 1 から 9 の順に行為の開始と終結に至る一連の流れが表されている。そのなかで
4, 5, 6 の段階によって、主要行為の前の行為 (Vorhandlung)、主要行為 (Haupthandlung)、主
要行為の後の行為 (Nachhandlung) がそれぞれ強調されている。 
このような全体の枠組みのなかで、Eichinger は VORHER-Typ との共通性を示すために
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 Duden-WB: 2810: 下線部は和田による。 
145
 Eichinger 1989: 358 
146
 Pottier 1980: 39f 
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           Abb. 10 
 
postériorité         B              antériorité 
 
                        contem- 
                        porané- 
                        ité 
A3              A2               A1 
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        Abb. 11 
      
         passé         JE         futur 
       
   postériorité    B          antériorité 
 
                        contem- 
                        porané- 
                        ité 




ーにおいては、先述のように VORAUS-Typ ではなく、VORHER-Typ の解釈が支配的であ
ることを Eichinger は示そうとしている。したがって、例えば VORAUS-Typ の区分におけ
る典型的な動詞とされる vorgreifen に関して後者の解釈が適用される例を挙げている151。一
方では、動詞の話者移動の意味への「変更」(Modifikation) が行われる上記の枠組みに埋め






基礎動詞と時間的用法に関連する各種の不変化詞 (vor- / voraus- / vorher-) がそれぞれどのよ
うな動詞意味を形成するのかという点についても考察されている153。ここでは主に、これら
の動詞グループのなかで不変化詞  vor- を伴った動詞が示す特徴に目を向けていく。 
まず基礎動詞 ahnen には「ぼんやりとしか分からない」(undeutlich wissen) という時間に
は直接関与しない中心的意味があり、一方で「何かが起こることを予感する」という時間
に関連する意味用法が成立しており、他方で「推測する」という時間とは関連のない意味
用法が成立している。それに対して不変化詞動詞 vorahnen は、基礎動詞 ahnen よりも時
                                                   
151
 Eichinger 1989: 361 […] daß meine Phantasie den Ereignissen vorgegriffen […] hätte. (Mann 
109) 
152
 ebd.: 361 
153





感に苦しむ」(an Vorahnung leiden) という意味が、当該動詞の意味に直接影響しており、(3) 
のように当該不変化詞の分離が容認されにくい背景になっているとする。また（当該不変
化詞動詞には対象となる目的語 (z.B. Unglück) がすでに含意されていることから）基礎動詞
の目的語 das Unglück を当該動詞において省略しようとする場合、(4b.*Er ahnt vor.) のよう
に不変化詞動詞  vorahnen において目的語を省いた用法ではなく、(4c) のように名詞 
Vorahnung を含む機能動詞的な表現が適切であるとしている155。対比的に (4d) で挙げた 
vorausahnen には、これらの両タイプの動詞とは違い、時間的意味における用法の制限や否
定的意味を帯びた用法の特定化は見られない。 
   
(3)  a.  *ich ahne ein Unglück vor usw. 
    b.  ?Er hat das Unglück vorgeahnt. 
        c.  
?
Er ist groß darin, Unglücke vorzuahnen. 
 
(4)  a.  Er ahnt das Unglück. 
       b.  *Er ahnt das Unglück vor. / *Er ahnt vor. 
       c.  Er leidet unter Vorahnung (
?
von Unglücken). 
       d.  Er ahnt das Unglück voraus. 
 
vorausahnen は（その形式面とは別に）意味用法の点では VORHER-typ に含まれるが、先述
の Kühnhold では「未来の事柄に関する想定」を表す動詞グループ、つまり vor = ‚im 
voraus‘ の動詞カテゴリーに属するとされていた。一見すると、これら 3つの動詞タイプ（基
礎動詞 / 不変化詞動詞 / 二重不変化詞動詞）の関係は、それぞれ各動詞に現れる個別的現
象であり、上述のように当該不変化詞動詞も独自に用法が特定化されたように見える。
Eichinger はこれらの関係を明らかにするために、次の図 (Abb. 12) のように、関連する動詞
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 ebd.: 364 
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ここでは、まず voraus- を伴う各二重不変化詞動詞には基礎動詞が VORHER-Typ に組み合
わされることによる並行的な意味の変更があり、前者は後者の持つ意味的枠組み „(nicht) 
genau wissen“ の範囲において解釈される一方、vor- を伴う動詞はそれぞれに機能動詞的表
現が対応表現として示され、そこでは動詞部分が名詞化することによる（想定上の）動詞
目的語の省略がなされている。またそれに伴って特定の用法上の意味  (‚bedrohlich‘、
‚allgemeine Kenntnisse‘) を帯びるという共通の特徴が見られる。 
 上記の vor- および voraus- を伴う動詞ペアには、（用法の特定化の違いはありつつも）
ともに VORHER-Typ の解釈が適用されたが、他方で VORAUS-Typ の解釈に適用に際して、
これとは異なる現象が見られる動詞ペアとして vordatieren および vorausdatieren にも言及
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 Eichinger 1989: 367 
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 さらに vorberechnen / vorausberechnen, vorplanen / vorausplanen のような基礎動詞自体が
未来の事態についての想定を表している場合、当該行為が対象となる事態をどう捉えるか
に関する違いがあることが指摘されている。この場合、vor- を伴う動詞に VORHER-Typ








        Abb. 13 
        Er hat das Semester vorgeplant. 
         VORHER               Semester 
  
          T    
          tn   tn+1 …………………  tn+x 
 
 
        Abb. 14 
        Er hat das Semester vorausgeplant. 
         VORAUS 
                
               T      Semester 
           tn  tn+1 …………………   tn+x 
          
 
この図では、それぞれ話者の立ち位置が T として、未来の事態である Semester に対応する
時点あるいは開始点である tn+x が示されている。そうすると vor- を伴う動詞の場合は、動
詞行為と直接対応する事態が一つの時点 tn として全体的に捉えられているが、voraus- を伴
う動詞の場合は、tn+1 から tn+x に至るそれらの事態が持続的な時間範囲、つまり持続的な時
点の連続として捉えられている159。また時間軸上の話者の位置付けもそれぞれに異なってお
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 Eichinger 1989: 367ff 
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為を表す vorbezahlen / vorausbezahlen, vordenken / vorausdenken, vorschauen / vorausschauen, 





(5)  Sie können die Miete auch schon vor(be)zahlen / voraus(be)zahlen. 
        Wenn man nur bis zum 1. April vordenkt / vorausdenkt. 
        Wenn man nur zum 1. April vorschaut / vorausschaut. 
 










(6)  Wenn man auf das / zum Jahr 2000 vorausdenkt / *vordenkt. 
        Wenn man (bis) zum Jahr 2000 vorausdenkt / *vordenkt. 
 








 ebd. : 369: (…) so ist eine vorgeplante Koalition „gewollter“ als eine vorausgeplante.  
162
 ただしこの例文における vor- を伴う動詞に関しては、その成立自体が確実ではないもの
が含まれているという内容の付言がなされている。 
163
 ebd.: 369f 
164
 ebd.: 370 
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上記の不変化詞動詞と二重不変化詞動詞の違いに関しては、Sprengel (1977) の vor- , 
voraus- および vorher- を伴う動詞のそれぞれの意味説明を手がかりに、それらが原則的に
















foretell, predict, prophesy 








つまり vor- を伴う動詞は Sprengel の想定する意味の規則性からは外れている事例が多く
見られることから、空間的意味の vor- を伴う動詞に関して指摘したように、これら時間的
意味の vor- を伴う動詞においても、イディオム化が進んでいることが明らかである。この
ことは先述のように、基本的に voraus- を伴う動詞が VORAUS-Typ に分類され、vorher- を
伴う動詞が VORHER-Typ に分類される一方で、vor- を伴う動詞はそれらの区分に関しては
一義的に決定されないこととも対応している。 
これら 3 つの不変化詞動詞グループの分布状況において vor- を伴う動詞のグループは他
の二つの二重不変化詞動詞のグループに比べて大きく、またその大半に VORHER-Typ の解
釈が適用される。よって基礎動詞との組み合わせにおいてこれら動詞が古くなったり、イデ
ィオム化したり、あるいはすでに存在しないことから生じる語彙的な穴 (lexikalische Lücke) 
を埋める役割を vorher- を伴う動詞が果たしており、そしてまた小規模ではあるものの、
voraus- を伴う動詞もそれらの役割を果たしているという仮説が提示されている166。 
 以上の Eichinger (1989) の考察を見ることにより、不変化詞 vor- を伴う動詞に対しては、
基礎動詞に関連付けられた「機能化」あるいは「イディオム化」の想定がなされていること
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 Eichinger 1989: 372 
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り化されることで、形式節約的に「凝縮」されることがある」(Erben 2006: 86) と説明して
いる。 
これに関して、Erben は以下のような例を挙げている (ebd.)167。 
 
 
(7)  a.  Taxis fahren vor das Haus. 
b.  Taxis fahren vor. 
 
(8)  a.  Ich hänge die Decke vor das Fenster.  
b.  Ich hänge die Decke vor. 
 
(9)  a.  Es regnet durch das Dach.  
b.  Es regnet durch. 
 
(10) a.  Der Kognak schwappt über den Rand.  
b.  Der Kognak schwappt über. 
                                                   
167
 Erbenは a. と b. の文を同時に並べて記載しているが、ここではそれぞれ「前置詞句 +
動詞」の形式と、「不変化詞 + 基礎動詞」の形式に分けて示した。 
78 
 
(11) a.  Er schreibt das Wort an die Tafel. 
b.  Er schreibt das Wort an. 
 
 (7) から (11) の a. の文は前置詞句を伴うものであり、具体的には、(7a) では Haus,  
(8a) では Fenster,  (9a) では Dach,  (10a) ではRand, そして (11a) では Tafel が前置詞句




化詞 vor- を伴う 3つの動詞 (vorbauen, vortanzen, vorfahren) のコーパスの用例に基づいて基
礎動詞と不変化詞動詞の違いを示している。「前置詞句 + 基礎動詞」形式と不変化詞動詞
の用法を対比するために、まず例として「vor + 名詞句 + fahren」と vorfahren のペアを取
り上げる。その一例が (12) である。 
 
(12) a.  Direktorin Plank sieht kein größeres Problem, wenn die Kinder nicht mehr direkt vor 
die  Schule gefahren werden. Sie meint, die Kinder könnten bereits auf der 
Wegscheide aus den Bussen steigen und den kurzen Anstieg zur Schule zu Fuß gehen. 




       b.  Zu Fuß zur Schule Das Auto war tabu 
Jeden Morgen parken die Autos in zwei Reihen vor der Max-Brauer-Grundschule in 
Bahrenfeld: Von 245 Grundschülern werden bis zu 50 Kinder mit dem Auto vorgefahren 
- obwohl fast niemand mehr als zwei Kilometer entfernt wohnt. Heute, am 
"Zu-Fuß-zur-Schule-Tag", ist alles anders: Nur drei Kinder kommen im Wagen, die 
anderen zu Fuß, auf Rad oder Roller.
169
 
   
(12a) の用例では、バスが学校の正面に停められないので、代わりに道の分かれ目のところ
で児童らがバスを降りて学校に向かう状況が述べられている。ここではまず「前置詞句 + 
基礎動詞」形式の vor die Schule gefahren werden が現れて、次に auf der Wegscheide aus den 
Bussen steigen（道の分かれ目でバスから降りて）、そして den kurzen Anstieg zur Schule zu Fuß 
gehen（学校への短い登り坂を徒歩で行く）という表現が出てくる。この空間の記述を見る
と、具体的な移動の道筋が描かれており、その出発点と到達点が示されている。したがっ
                                                   
168
 Kleine Zeitung, 02.04.2000 
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次に動詞 vorbauen に関して両形式がどのような文脈において用いられているかを見る。 
 
(13) a.  Nun hatten die Jugendlichen die Idee, eine Art Veranda vor den Wagen zu bauen, und 
genau das stand am Samstag auf dem Programm. Die Fundamente für diesen Vorbau 
wurden schon vor vier Wochen gelegt, nun ging es darum, den Podest aus Holz 




b.  In den mächtigen Wehrturm baute man eine Wendeltreppe ein. „Auf der 
Ostseite“ wurde – wie der Architekturkritiker Nagel es formulierte – „eine große 
hässliche zweigeschossige Veranda vorgebaut und auf der Südseite ein 
zweigeschossiger Balkon aus Gusseisen“. Den Weiher um die Burg legte man 











起しにくい場所が a. の前置詞句に現れている一方、そのような行為の想起が可能な場所が 
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これは先述の Olsen による「余剰句」(Pleonastische Direktionale) に該当するものである。 
 
(14)  Die Ursache des Brandes blieb unklar. Ein Beobachter aus Stahlhofen will eine      














まず「前置詞句 + 基礎動詞」形式は、vor das Haus fahren を例にすると、「方向の規定」
の vor das Haus と、「移動」の fahren の二つに分けて考えることができる。当該の形式に
おいて、空間性が意味の中心であることは、次のような用例を考えることで明らかになる。 
 
(15)  Dort stand ein Gebäude. Er ist vor das Gebäude gefahren. 
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次の vorfahren の用例 (16) を見てみよう。 
 
(16)  Dort stand ein Gebäude. Er ist vorgefahren. 
 
前述の方法に倣えば、Wohin ist er gefahren? の答えの文として、当該の動詞を用いることが
できるかどうかが、空間性の指標になる。しかし次のようにこの疑問文に対して、不変化
詞動詞 vorfahren で答えることは不可能である。 
 
(17)  Wohin ist er gefahren? *Er ist vorgefahren.  
 
これは不変化詞 vor- を介して、具体的に das Gebäude（建物）が参照されることはないた
めだといえる。 
以上から、不変化詞動詞 vorfahren は「空間性」が意味の中心ではないと考えられる。 
また vorbauen, vortanzen の両不変化詞動詞に関しても同様のことがいえる。 
 
(18)  Wovor wurde die Veranda gebaut? *Die Veranda wurde vorgebaut. 
(19)  Wovor müssen die Mädchen tanzen? *Sie müssen vortanzen. 
 
(18) の vorbauen の vor- は、そこに含まれるはずの対象を直接に参照することはできず、
















(20)  a.  Die Jugendlichen hatten die Idee, eine Art Veranda vor den Wagen zu bauen, und sie 
wurde vor den Wagen in der Tat gebaut. 
b.  Die Jugendlichen hatten die Idee, eine Art Veranda vor den Wagen zu bauen, und *sie 
wurde in der Tat vorgebaut. 
 
(20a) の「前置詞句 + 基礎動詞」形式では、当該の行為が vor den Wagen と組み合わされ
ている。しかし (20b) の不変化詞動詞は、同じ文脈では許容されない。このことから、
vorbauen では、当該の行為が起こる場所が限定されていることがわかる。 
次に vor etw. fahren と vorfahren のペアに着目して、vorfahren が「前置詞句 + 基礎動詞」
形式と同じ移動先を許容するかどうかを見てみたい。 
 
(21)  a.  Da gibt es einen freien Raum vor jenem Auto. Fahren Sie bitte vor das Auto! 
b.  Da gibt es einen freien Raum vor jenem Auto.*Fahren Sie bitte vor! 
 
(21a) では、運転手に対して、ある車の前にある空きスペースに乗っている車を動かすよう
要請がなされている。vorbauen の例と同様、(21b) の不変化詞動詞は、(21a) のような「方
向」が問題となる文と組み合わせることはできない。このことから、不変化詞動詞 vorfahren 
は、移動先が限定されていると考えられる。 
最後に vor etw. / jm. tanzen と vortanzen のペアについて、当該の行為が起こる場所が限
定されているかどうか確認する。例えば次のように vor の後の名詞句が der Spiegel（鏡）
である場合はどうだろうか。 
 
(22)  a.  Im Tanzstudio gibt es einen großen Spiegel. Die Studentinnen tanzen vor dem 
Spiegel. 
      b.  Im Tanzstudio gibt es einen großen Spiegel. *Die Studentinnen tanzen vor. 
 










ているかを見ていく。まず vorbauen と vortanzen の用例にしばしば見られるパターンを挙
げる。 
 
(23)  Die alte Halle des Textilwerks soll ein neue Fassade bekommen, sechs Rampen werden 




(24)  Beim Standardturniertanz der Jugendlichen staunte so mancher Zuschauer, wie toll sich 
die Paare weiterentwickelt haben. Langsamer Walzer, Tango und Quick-Step wurden 
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(25)  Eine gut organisierte Verbrecherbande ist in der Nacht zum Donnerstag in ein 
siebengeschossiges Bürogebäude in der Wilhelm-Theodor-Römheld-Straße 
eingebrochen und hat dort jede Menge Laptops und Flachbildschirme entwendet. (…) 









(26)  Jan fährt zum Turnier, jeden Sonntag an einen anderen Wettkampfort. Geduldig         









(27)  Am Zentrum der evangelischen Rut-Gemeinde in Dietzenbach steht seit gestern ein 8,60 
Meter hoher Glockenturm - bestehend auf einem Stahlgerüst mit Holzverkleidung. Ein 
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   (28)  Ich hefte einen Zettel an die Tür an. 
(29)  Ich hefte einen Zettel an der Tür an. 
    





が当てられていると考えられることから、行為の行われる場所を明示する vor dem Hotel と
いう与格の場所規定が組み込まれることは矛盾なく理解されるだろう。また Grewendorf 
(1989) においては、同一の動詞 tanzen において「行為」動詞から「移動」動詞への移行が
あることが指摘されており、以下の例で見るような助動詞 sein および haben の選択にも
関連していることが論じられている178。 
 
(30)  a.  Das Mädchen tanzte im Saal. > Das Mädchen hat im Saal getanzt. 
          Sie hat (im Saal) getanzt. 
        b.  Das Mädchen tanzte in den Saal. > Das Mädchen ist in den Saal getanzt. 




(31) = (14) …Es seien auch einige Notarztwagen vor dem Hotel vorgefahren. 
 
前述のように、不変化詞動詞 vorfahren は「行為」性を帯びた現象として捉えられる。これ
は Grewendorf の指摘した tanzen のケースとは逆に、「移動」から「行為」へ移行した事例
であると考えることができる。とはいえ、vorfahren は tanzen の場合とは異なり、「行為」
への移行のなかにありながらも、なお「移動」性が保持されて、基礎動詞の fahren と同じ
く、(31) のように完了助動詞に sein を選択する。 
この二点を踏まえると、不変化詞動詞 vorfahren は、「移動」性を残しつつも「行為」に
                                                   






















れまで見たように、不変化詞動詞 vordringen の動詞タイプを説明する際には、nach vorn と
いう副詞が使用されていた。この動詞の用例 (32) を見ると明らかなように、主語 Nachricht  
の移動意味にあたる dringen に、nach vorn という方向規定が「付加」されるとは考えにく
く、特定の到達点への移動を含む「統一的」な動詞意味が示されている考えるべきであろ
う。ここでは到達点である Deutschland が前置詞 nach により明示されている。移動の方向





(32)  Die Nachrichten waren natürlich auch nach Deutschland vorgedrungen.
179
 
(33)  Anschließend waren sie in die Räume vorgedrungen und hatten alles gegriffen, was 
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 HMP12/MAI.00036 Hamburger Morgenpost, 02.05.2012, S. 22, 23; 50 Jahre Rolling Stones Der 
Urknall des Rock Von der Kellerclub-Gruppe zur größten Band der Welt Vor 50 Jahren begann der 
Mythos Rolling Stones 
87 
 




他方で基礎動詞 dringen および前方規定句 nach vorn が組み合わされる場合には、その




り、不変化詞動詞 vordringen のような特定の到達点への志向は見られない。 
 




(35)  In der Malerei lässt Michael Danner durch lineare Oberflächenverletzungen in den 








(36)  Zu dem Unfall ist es nach Einschätzung der Polizei gekommen, weil der mit Chemikalien 
beladene Lastwagen ein Stück zu weit vorgefahren war, um noch in Richtung 









らの移動意味そのものは維持されて、これらの副詞句 ein Stück zu weit により修飾がなされ
ている。 
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 WPD11/M21.39327: Michael Danner, In: Wikipedia - 
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 RHZ99/JUL.13402 Rhein-Zeitung, 22.07.1999; Salto mit Auto: - Frau schwer verletzt 
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(37) Der Mann habe seinen Van waschen wollen und dafür ein Stück nach 

























ここでは、体の位置移動が前提とされない状況からの位置移動が、前置詞句 nach vorn によ
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 RHZ04/SEP.07940 Rhein-Zeitung, 09.09.2004; Die Rheinland-Pfalz-Zahl 
185
 NKU01/NOV.08622 Nordkurier, 24.11.2001; Der Kleine für zwei Leute 
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る構文的単位を、不変化詞 vor- を伴う項構造構文の観点から再考察する。 
 
 




て ● を話者によって動かされる対象とする。3.1 では前者が、そして 3.2で扱う「対象へ
の方向性を表す動詞グループ」においては後者が中心的要素となる。 
ここでは通常移動を表す自動詞は ○ の「話者自体の移動」を表し、「対象移動」を表す












vorne                  
                        






と考えられるいくつかの動詞事例  (vordringen, vorstoßen, vorstürmen, vorrücken, 
vormarschieren) を取り上げる。これらの動詞にはいくつかの共通する用法上の特徴が指摘




(1)  Die polnisch-litauische Koalitionstruppen sind bis nach Moskau vorgedrungen und 
regieren mit eiserner Hand die besetzten Gebiete.
187
 
(2)   Oren Ambarchi, der australische Gitarrist, verkabelt und erfindet sein Instrument immer 
wieder neu, um so in den abstraktesten Bereich des Instrumentes vorzudringen.
188
 





(4)  Um einen durchschlagenden Erfolg gegen die Terroristen zu erzielen, hätte die 
türkische Armee also weiter vorstoßen und länger präsent sein müssen.
190
 
(5)   Wir werden als Amateurfußballer niemals bis in den bezahlten Bereich vorstoßen, unser 
Sport sollte in erster Linie als Hobby und Freizeitbeschäftigung angesehen werden.
191
 
(6)   „Ich will unter die Top Ten der Weltrangliste vorstoßen und meine tolle Serie bei den 
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 WPD11/152.69712:1612 – Angriff der Kreuzritter, In: Wikipedia - 
URL:http://de.wikipedia.org/wiki/1612_–_Angriff_der_Kreuzritter: Wikipedia, 2011 
188
 NZZ02/OKT.01063 Neue Zürcher Zeitung, 05.10.2002, S. 42; ohne Titel 
189
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190
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(7)   Zu dieser Zeit aber waren die deutschen Armeen schon weit in Frankreich vorgestürmt, 
und der Zusammenbruch der alliierten Front zeichnete sich ab.
193
 
(8)  Keine Woche vergeht, in der nicht ein Internetdienstleister mit einem neuen 
Angebot vorstürmt, das von der Konkurrenz gekontert wird.
194
 
(9)   Die Stimmung erinnerte an die Tage des Sommermärchens 2006, als die deutschen 




        vorrücken 
(10)  Als französische Spezialeinheiten Ende Jänner auf die Wüstenstadt vorrückten, fackelten 




(11)  (…) und wie häufig, wenn es gilt, die Grenzen der Trivialität weiter vorzurücken in 
den Bereichmenschlicher Schamzonen, ist auch der Illustriertenstoff-Lieferant Josef von 
Ferenczy dabei.
197 










(14)  Schließlich haben die Gastgeber lediglich zum Auftakt der Spielzeit zwei Mal verloren 




まず (1), (4), (7), (10), (13) においては、各動詞は、主語が前進している状態や、ある領域へ
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 NON10/DEZ.14294 Niederösterreichische Nachrichten, 21.12.2010; Melzers bestes Jahr 
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 U07/NOV.05254 Süddeutsche Zeitung, 30.11.2007, S. 21; Treiber und Getriebene 
195
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196
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 S75/AUG.00323 Der Spiegel, 25.08.1975, S. 55; Ein Drittel Sex 
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199
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200
 RHZ01/NOV.01502 Rhein-Zeitung, 03.11.2001; Meffert vermisst noch zehn Prozent 
93 
 




空間的な移動を表す用法も並行して可能であり、動詞事例ごとに (2), (5), (8), (11) の用例を




達先の例として、vordringen の用例 (3) では「上位の試合」、その他の動詞事例の用例 (6), (9), 
(12), (14) では「上位の順位」が表されている。 
もっとも上記の動詞事例に共通した「上位への移動」の意味が実現するのは、前方への
移動の意味を持つ動詞タイプに限らない。以下の各用例 (15), (16), (17) が示すように、基





(15)  Dezember 2013 sei Planten un Blomen in Hamburg auf Rang zehn vorgezogen worden, 





(16)  Beim Freimarktsturnier schafften es die Amateurtänzer, in der Klasse Senioren C III mit 




        vorwählen 





順位である一方、vorziehen あるいは vorwählen は競技以外における順位を表している。つ
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 U14/AUG.02308 Süddeutsche Zeitung, 09.08.2014, S. 42; Wunsch und Wurstigkeit 
202
 BRZ08/OKT.14376 Braunschweiger Zeitung, 29.10.2008; Henschels ertanzen Podiumsplatz 
203
 NUN02/MAR.00584 Nürnberger Nachrichten, 06.03.2002, S. 10; Von den amtierenden 








– (20) で扱う vorlaufen や vorfahren などが挙げられる。 
 
      vorlaufen 
(18)  Birgit blieb am Zugfahrplan stehen. Wolfgang und ich waren rund zehn Meter 
vorgelaufen. Wir haben uns umgedreht und geschaut, wo sie bleibt.
204
 
(19)  Annika Schmitt, die schnellste dieses Trios, könnte mit ihren gemeldeten 11,90 Sekunden 




      vorfahren 
   (20)  Den Rennverlauf beschreibt Thomas Grindel so: "Ich hatte einen sehr guten Start und 




まず (18) の vorlaufen に関しては、特定の距離を前方に向かって（曲がらずに）移動する
意味が表されている。この動詞にも (19) が示すように「順位」に関する用法が可能である。
しかしその用法の大半は競技における移動の到達先、すなわち特定の空間的な位置への移





次に以下の用例 (21) – (26) においては、基礎動詞が突発的な動作を示す vorschnellen, 
vorschießen, vorspringen の動詞事例を挙げる。 
 
      vorschnellen 
(21)  Zehn Kameras gleichzeitig filmten, wie ein Hai mit rasender Geschwindigkeit vorschnellt 
                                                   
204
 S94/H07.00762 Der Spiegel, 14.02.1994, Ressort: INTERVIEW; "Die haben mich gelinkt" [S. 
58]  
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 RHZ04/JUL.28354 Rhein-Zeitung, 31.07.2004; LG-Staffeln wollen viele Akzente setzen 
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 RHZ05/MAI.00789 Rhein-Zeitung, 02.05.2005; Grindel ohne Glück 
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und den Arm eines Wissenschaftlers verspeist.
207
 





        vorschießen 
(23)  einer der Rennfahrer schießt plötzlich vor (DWDS) 
(24)  Sein Sieg hat ihm Auftrieb gegeben. Er ist von Rang 52 auf Platz 21 der Weltrangliste 






(25)  der Hund ist ans Tor vorgesprungen (DWDS) 
(26) Dass das Team von Sheldon Sawatzky noch einmal von Platz vier 






は主語に典型的な動き、つまり (21) の Hai, (23) の Rennfahrer, (25) の Hund のそれぞれ




しては、以下の用例 (27) – (32) を見ることにする。 
 
vorschieben 
(27)  sie schob sich in der Menge langsam immer weiter vor (DUDEN) 
(28)  Die EM-Amateur-Meisterschaft ist damit beendet. Katja Zünd konnte sich mit diesem 
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Gummifischchen mit Biss 
208
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        vortasten 
(29)  Als erster Feuerwehrmann drang der 21jährige Andreas Schaberl aus Leoben mit 
schwerem Atemschutz in die verqualmte Parterrewohnung ein: "Ich habe mich 





   (30)  Der gastgebende FVE II (9.) liegt derzeit zwei Punkte hinter dem Tabellensechsten vom 
Westerwald. Die Gäste-Elf um Trainer Hartmut Idelberger könnte sich durch einen Sieg 
bis auf Platz drei vortasten.
213
 
      
    vorwagen 
(31)  "Nur mit schwerem Atemschutz konnten wir uns vorwagen. Alles war verqualmt, es 




(32)  Zwei deutsche Veteranen, deren Filme außer Konkurrenz laufen, haben sich auf neues 
Terrain vorgewagt – Werner Herzogs „Cave of Forgotten Dreams“ und Wim Wenders’ 
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214
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215














(33)  Die Hoffnungen ruhen vor allem auf Stürmer Erdusch Gubetini, der sich mit seinem 









(34)  Die Rettungsmannschaften mußten sich mühsam zum Unglücksort vorarbeiten.
217
 




(36)  Im internationalen Pokalwettbewerb haben sich die Handballfrauen des 1. FC Nürnberg 





(37)  Schließlich schaffte es die Mannschaft des TGV Rosengarten-Lampertheim, sich in den 
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                     vorne                  vorne 
                        
                                   
 
                         




的語を伴っている。用例 (38) – (42) で示す当該構文の各動詞事例を見てみよう。 
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 M11/JUN.07622 Mannheimer Morgen, 28.06.2011, S. 11; Tänzerinnen bleiben in der ersten Liga 
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        vordrängeln 
(38)  Das Herz der Testpersonen schlug in langen Warteschlangen rund zehn Prozent schneller, 




(39) So neigt die Lufthansa, die für drei "Concorde"-Jets optierte (auf relativ späten 
Lieferpositionen), vorerst zum Abwarten. Lufthansa-Direktor Professor Gerhard Höltje 





(40)  An der Kasse eines Einkaufsmarktes in Koblenz-Lützel: Zwei Jugendlichen geht es an der 
Kasse zu langsam und sie versuchen sich vorzudrängen. Eine 56-jährige Kundin will das 
nicht hinnehmen, weist sie zurecht.
223
 
(41)  Doch eine Finanzspezialistin ist sie nicht, und im Gespräch mit Experten ist sie klug 




        vorsetzen 
(42)  nach der Pause haben wir uns [ein paar Reihen] vorgesetzt (DUDEN) 
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vorne                  
              









使用されることである。これらのカテゴリーの典型であるそれぞれの動詞  (vorneigen, 
vorstrecken, vorlehnen, vorschieben, vorsetzen, vorrecken, vorwölben) を見ることにする。 
 
        vorneigen 
(43)  Und obwohl Mrs. Holman (der schwarze Knopf) sich vorneigte und ihr erzählte, daß ihr 
Ältester sich beim Laufen das Herz überanstrengt hatte, konnte sie sie ebenso ganz 
losgelöst in dem Spiegel sehen,(…)
225
 





        vorstrecken 
(45)  München, 27. Juni – Vieles an Monika Hohlmeier erinnert unwillkürlich an ihren Vater 
Franz Josef Strauß. Die Stimme, die Eigenart, auf den Zehenspitzen zu wippen oder 
den Kopf vorzustrecken, wenn sie etwas besonders betonen will.
227
 
(46)  Anders Hamm: Joachim Neumann spielt, mit einer verdunkelten Skibrille, den Blinden, 
der angstvoll durch den Raum irrt, die Hände tastend vorgestreckt, nach Halt suchend.
228
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        vorlehnen 
(47)  Die Knöpfe wollten springen, als er sich vorlehnte, um einen Aschenbecher auf dem 
Tisch zu sich heranzuziehen.
229
 
(48)  „Ich werde dann bis morgen früh so viel Material wie möglich zusammenschaffen“, sagt 






(49)  Frau Obst hatte misstrauisch die Unterlippe vorgeschoben.
231
 
(50) Miss Marple hat ihren typischen, mürrischen Gesichtsausdruck, das Kinn 




        vorsetzen  
(51)  Sie würde mit kräftigem Schritt einen Fuß vorsetzen, aber den zweiten erst nachziehen, 
wenn der erste wieder sicheren Halt gefunden hat. Und so ihr Ziel erreichen.
233
 
(52)  Sie stellt ein bekleidetes Mädchen dar, das in der Regel mit geschlossenen Beinen (oder 




        vorrecken 
(53)  Vielleicht hat er in den hängenden Geranien auf den Fensterbänken gegenüber schon die 
alten Urverwandten entdeckt und ihnen ein griechisches «géranos, géranos» zugekrächzt; 
und wenn er den Hals weit vorreckt, kann er griechische Landsleute begrüssen: (…)
235
 
(54)  Männer und Frauen liegen mit dem Rücken auf den Bodenmatten, während ihre Hände 
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     vorwölben 
(55)  Jung ist niemand von diesen Westenträgern und Krawattenbindern, diesen Herren, die 
versuchen, so etwas wie Bauch vorzuwölben, ihre glatten Gesichter in Falten zu legen, als 




各動詞の用例が示すように、身体部位を膨らませることを表す vorwölben (55) や、身体部位
が主語となるケースのある vorrecken (53), (54) を除く全ての動詞に、過去分詞化の特徴が
現れている。vorneigen に関しては (43), (44) が示すように、話をする際、あるいは指揮を
する際にとる身体部位を前傾する姿勢が表されている。vorstrecken においては (45), (46) 
が示すように、何かを強調する際、あるいは目隠しをしたまま移動を確保するために必要
な身体部位を前方へ伸ばす姿勢が表されている。次の vorlehnen に関しては (47), (48) の用
例が示すように、使用の対象物を自分に引き寄せるためにとる姿勢、あるいは話をする際
にとる前方に乗り出す姿勢が表現されている。また vorschieben においては (49), (50) が示
すように、不信感を表す際に表れる下唇を突き出す表情、あるいは不機嫌さとともに表れ
る顎を突き出す癖が表されている。vorsetzen については (51), (52) の用例のように、体操
をする際にとる脚の位置、あるいは彫像の脚の位置を表している。 
上記の身体部位の位置変化に関する当該構文の動詞事例には、基礎動詞が機能動詞的な
役割を果たすものや、瞬間的な動作を表すものも含まれる。これに関しては、以下の (56) – 
(61) の動詞およびその用例を挙げた。 
 
        vorstellen 
(56)  Beispiel: Fußreflexzonenmassage, man kann sich den Körper auf den Fuß vorstellen, also 




        vorlegen 
(57)  der Reiter legt sich im Sattel vor (DWDS) 
 
        vornehmen 
(58)  er nahm die Schultern vor (DWDS) 
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        vorstoßen 
(59)  er stieß plötzlich die Faust vor (DWDS) 
      
        vorschnellen 
(60)  ließ er seine Faust vorschnellen (DWDS) 
  
        vorwerfen 
(61)  den Kopf vorwerfen (DUDEN) 
 
これらの用例には各動詞の口語的な使用の特徴が現れている。マッサージに関するコンテ
クストで体を倒す姿勢を表している vorstellen の用例 (56)、あるいは、乗馬の際に見られ
る前傾姿勢を表す vorlegen の用例 (57) は別にして、vornehmen, vorstoßen, vorschnellen, 













                         vorne                   vorne 
                    
                              
 
                        








あるのではないかと考えられる。そこで、以下の (62) – (69) において、この構文の事例と




        vorschieben  
(62)  Laut Polizei stieß er mit seinem Fahrzeug gegen einen geparkten Geländewagen neben der 
Fahrbahn, der dadurch mehrere Meter vorgeschoben wurde.
239
 
(63)  Alexis Argüello, dreifacher Boxweltmeister, der als populärer Kandidat vorgeschoben 




       vorrücken 
(64)  den Sessel, einen Tisch (ein Stück) vorrücken (DWDS) 
    
vorziehen 
(65)  den Schrank [einen Meter] vorziehen (DUDEN) 
(66)  er hat mich am Arm an die, bis zur Brüstung vorgezogen (DUDEN) 
 
       vorstoßen 
(67)  der Junge stößt den Ball mit dem Fuß vor (DWDS) 
(68)  im Gedränge wurde er bis zur Absperrung vorgestoßen (DWDS) 
 
        vorwerfen 
(69)  den Ball weit vorwerfen (DWDS) 
 
まずこれらの動詞事例には対象物に何らかの力が加えられて、様々な移動様態が示される
点が共通している。代表的な動詞 vorschieben の用例 (62) では、他の移動物が衝突するこ
とにより起こる移動が表され、あるいは非空間的な意味用法と考えられる用例 (63) では、
対象の使役移動を基盤にして人を特定の立場に置こうとする行為が表されている。他のそ
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とともに行われる対象移動を表す例 (66), (68) が見られる。 
一方、対象の移動様態ではなく、移動後に特定の状態に至らせる対象移動を表す動詞事
例として vorsetzen, vorstellen, vorlegen が挙げられる。これらの動詞に関しては、以下の (70) 
– (72) の用例を示す。 
 
        vorsetzen 
(70)  kannst du diese Kiste nicht noch ein Stück vorsetzen? (DWDS) 
   
        vorstellen  
(71)  sie stellt den Koffer ein Stück vor, hat den Stuhl zu weit vorgestellt (DWDS) 
 
        vorlegen 




うに、vorlegen の用例 (72) がそれに該当すると考えられる。 
また基礎動詞が示す移動のプロセスが、上記の基礎動詞と比較すると長く継続される動
詞事例には、vornehmen, vortragen, vorbringen, vorgeben などが挙げられる。以下の用例 (73) 
– (80) を見てみよう。 
 
        vornehmen 
(73)  kannst du diesen Tisch (zu dir, in dein Zimmer) vornehmen? (DWDS) 
(74)  er nimmt den Besucher mit zum Ausgang vor (DWDS) 
 
        vortragen 
(75)  kannst du den Tisch mit vortragen? (DWDS) 
(76)  der Schüler trug die Hefte (zum Lehrer) vor (DWDS) 
(77)  der Kranke wurde ins andere Zimmer vorgetragen (DWDS) 
 
        vorbringen 
(78)  der Schüler sollte dem Lehrer das Heft vorbringen (DWDS) 
106 
 
(79)  Munition (Nachschub) vorbringen 
 
       vorgeben 
(80)  gib (mir) bitte mal die Tasche vor, die dort in der Ecke steht! (DWDS) 
 
これらの動詞には、対象移動の到達点や関連付けられる相手が明示されることがしばしば
ある。vornehmen の用例 (73), (74) および vortragen の用例 (76), (77) では、共にそれらが
前置詞句により明示されている。また vorbringen の用例 (78) および vorgeben の用例 (80) 
では、ともに対象移動が関連付けられる相手が与格目的語により表されている。 
最後に対象移動に話者の移動が伴わない動詞事例としては、以下の (81) – (85) のような
用例における vorsetzen, vorgeben, vorschicken が挙げられる。 
   
        vorsetzen  
(81)  der Schüler wurde vom Lehrer in die erste Bank vorgesetzt (DWDS) 
 
        vorgeben 
(82)  dem Redner einen Zettel, dem Lehrer die fertige Arbeit vorgeben (DWDS) 
      
        vorschicken 
(83)  er hat ihn ans Tor, in das andere Zimmer vorgeschickt (DWDS) 
(84)  Truppen an die Front vorschicken (DWDS) 


















          1c (1) Hervor-Typ               1c (2) Heraus-Typ    
               Beobachter                                                          
                         
                                    SPACE 




当該構文の動詞事例に共通する特徴は、以降に挙げる (91) の die Kinder sprangen aus ihrem 




をコーパスの用例 (86), (87) によって示す。 
 
vortreten 




(87)  Heiraten, tanzen und feiern in der größten Eisburg der Welt - "Lumi Linna" öffnet im 
Februar Kerzen flackern im Dämmerlicht, wenn das Brautpaar vortritt und Priester Pertti 





において使用される vortreten の用例 (86), (87) が用法として定着しているのとは対照的に、
他のそれぞれの動詞は、その都度の発話状況における移動解釈が適用される。 
上記の vortretenと同じく自動詞の動詞事例としては用例 (88) – (93) で扱う vorkommen, 
vorspringen, vorschießen, vorquellen が挙げられる。 
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 PBE/W15.00003 Protokoll der Sitzung des Parlaments Abgeordnetenhaus Berlin am 17.01.2002. 
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(88)  der Schüler sollte (zum Lehrer, an die Tafel) vorkommen (DWDS) 
(89)  wer bestellte Karten abholen will, kann gleich (an die Kasse) vorkommen (DWDS) 
(90)  das Kind kommt hinter dem Baum, unter dem Tisch vor (DWDS) 
 
        vorspringen 
(91)  die Kinder sprangen aus ihrem Versteck vor (DWDS) 
 
        vorschießen 
(92)  der Junge schoss aus seinem Versteck vor (DWDS) 
     
        vorquellen 
(93)  eine Menschenmenge quoll aus der Seitenstraße vor (DWDS) 
 






詞が瞬間的な動きを表す vorspringen, vorschießen の用例 (91), (92)、あるいは、観察者への






は vorholen, vorziehen, vorzaubern, vorlocken などの事例が挙げられる。上記の動詞グループ
と同様に、対象物の観察者への移動の解釈と、対象物を特定の空間から出す移動の解釈が
可能となるが、後者の空間規定が必ず伴うという特徴がある243。以下の用例をこれら動詞
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 対象物を特定の空間から出す移動が想定されないケースとして、vorholen の用例 der 






        vorziehen 
(94)  er zog ein Schriftstück vor und zeigte es mir (DWDS) 




(96)  er holte seine alten Schulbücher vor (DWDS) 
(97)  etw. aus einem Versteck vorholen (DWDS) 
 
       vorzaubern 
(98)  die Schwester zauberte unter ihrer weiten Schürze eine Puppe vor und legte sie dem Kind 
in den Arm (DUDEN) 
 
        vorlocken 
(99)  Da aber nicht einmal dieser köstliche Duft der Kekse das Geburtstagskind unter dem Tisch 
vorlocken konnte, bekam sie den Teller vor die Nase gesetzt.
244
 
(100) Der lange Winter scheint so manchen Kriminellen hinter dem Ofen vorzulocken.
245
 
     
これらの動詞の使役移動の対象となるものは、特定の「取り出し行為」との関連があるも
のであり、例えば vorziehen の用例 (94), (95) のように「文書」、「子供」、vorholen の用例 (96), 
(97) のように「古い教科書」、「隠し場所にあるもの」、vorzaubern の用例 (98) のように「人
形」がそれぞれ対格目的語に現れている。このような主語が移動に直接関わるタイプとは










 BRZ11/MAR.13287 Braunschweiger Zeitung, 26.03.2011; Willi will Würstchen, Irma ihre Ruhe 
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1c (2) HERAUS-Typ 1              
                         
                                     
                                
                         
                                                 
これらの動詞グループは大別して「身体部位」、「地形」、「建築」のそれぞれの形状を表
している。そして現在分詞および過去分詞形での使用が多く見られるのも特徴である。基
礎動詞の意味特徴で分類すると、以下の vortreten, vorspringen のような自動詞で移動の始動
を表すもの、vorziehen や vorbauen などの他動詞で移動の性質や被成の性質を持つもの、




        vortreten  
(101) jmds. Augen, Backenknochen treten vor (DWDS) 
(102) Ein Mann mit Backenbart, vortretenden Augen und immer besorgter Stirn, der 
lungenkrank drei Jahre später tot sein sollte; (…)
247
 
(103) am Ende des Tales tritt ein Felsen vor (DWDS) 




        vorspringen 
(105) er hat eine (scharf) vorspringende Nase, ein vorspringendes Kinn,  
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 das obere Geschoss kragt [ein Stück] vor (DUDEN) / Die vorkragenden 
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einen vorspringenden Unterkiefer (DWDS) 
(106) der Felsen springt weit ins Meer vor (DWDS) 




(108) das Dach, Gesims sprang (ein Stück) vor (DWDS) 
(109) Das vorspringende Fundament, dessen Steine in Mörtel gesetzt worden waren, wurde mit 









「地形」((103), (106), (107))、「建築」((104), (108), (109)) のそれぞれの領域に関する形状が
表され得ることが分かる。 
上記の動詞グループとは対照的に、(110) – (114) で見る各動詞事例は、他動詞の基礎動詞
が含まれる動詞グループである。 
    
        vorziehen 
(110) die erste Etage des Gebäudes ist vorgezogen (= springt vor) (DWDS)  




        vorbauen 
(112) ein vorgebautes Kinn (DWDS) 
(113) Die Vögel wirken im Flugbild schlank, besitzen nach außen breit aufgefächerte Flügel und 
haben außerdem einen stark vorgebauten Kopf und einen Hakenschnabel.
252
 
(114) ein Einfamilienhaus mit vorgebauter Veranda (DWDS) 
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        vorstehen 
(115) ihre Zähne stehen ein wenig vor, er hat vorstehende Backenknochen, Augen (DWDS) 




(117) dieses Haus steht weiter vor als die anderen (DWDS) 
(118) ein Bauteil, Träger, das Dach steht vor (DWDS) 





        vorragen 




(121) eine Landzunge ragt weit ins Meer vor (DWDS) 
(122) Einmal erlebte Inmann, wie ein holländisches Ehepaar sich unter einer vorragenden   
Felsnase des Lerch-Wegs herumplagte und beinahe in die Tiefe gestürzt wäre.
257
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(123) ein Mauervorsprung, das Dach ragt vor (DWDS) 
(124) Der Wehrgang des größten Turmes wird vom vorragenden Dach geschützt.
258
 
     
        vorquellen 
(125) vor Anstrengung quellen ihm die Augen vor (DWDS) 





実現する形状に関する表現が部分的に一致している。また vorstehen は (117) の用例が示
すように、他の建築物との位置関係における「突出」を表すケースがある。 







1c (2) HERAUS-Typ 2                                 
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        vorherrschen 




        vorwalten 





        vorwiegen 
(129) Für die Strassenschäden ist vorwiegend der Gütertransport verantwortlich, Personenwagen 




ここでの vorherrschen の用例 (127) における「保育所の不足」、vorwalten の用例 (128) に





い動詞事例としては vorfahren, vorschmecken, vorziehen などが挙げられる。これらに関して
は以下の用例を挙げておく。 
 
    vorfahren 
(130) Natürlich ist er davon ausgegangen, dass der Linksabbieger ihn vorfahren lassen muss.
263
 
            
vorschmecken 
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        vorziehen 
(132) Also hatte ich damals keine wirkliche Karriere. Aber ich würde noch immer eine 




まず vorfahren に関しては、用例 (130) が示すように、交通規則において相手の車が通る
のを優先させるという状況が表されている。また次の vorschmecken は基礎動詞が味覚領域
に関して使用される動詞であるが、用例 (131) が示すように、特定の要素 (Gerbstoffe) が
味覚に著しい影響をもたらすことを表している。他方で vorziehen は他動詞であり、用例 
(132) が示すように、まず優先されるべき事柄 (Ehe / Familie) が対格で表され、それに比べ










 Objekt                
 
             
                    




 まず前章で考察を行った動詞事例 vorfahren は、用例 (133) が示すような自動詞の構文
に加えて、(134), (135) のような使役移動の対象を表す対格目的語をとる構文も可能である。 
 
      vorfahren 
(133) Ein Pensionist (68) wunderte sich, als im Mai `96 ein Einsatzkommando der 
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 NEW03/JAN.00332 NEWS, 23.01.2003, S. 120; Probe für den Oscar 
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Gendarmerie bei ihm vorfuhr und sein Haus durchsuchte.
266
 
(134) Jeder Autofahrer ist gezwungen, seinen Pkw beim TÜV vorzufahren – (…)
267
 














        vorstellen 
(136) Er habe mit der jungen Mutter vereinbart, sie solle ihr Kind bei einem Arzt vorstellen.
268
 




(138) Sie sollten die Hautveränderungen aber einem Arzt vorstellen.
270
 




      vorführen 
(140) Der überwältigte Einbrecher wird heute dem Haftrichter vorgeführt.
272
 
(141) Auf Anordnung der Staatsanwaltschaft Korneuburg wurde der 36-Jährige einem Arzt 
vorgeführt und anschließend in das Landesklinikum Hollabrunn eingeliefert.
273
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まず vorstellen の用例 (136) – (138) が示すように、基礎動詞の表す方向付けは、「検診」と
いう特定のコンテクストにおいて、「医師」というコンテクストから想定される相手に関連
付けられることが多い。ここでは、自他あるいは「症状」のような部分的対象が対格目的






は、以下の用例で挙げた vorlassen, vorladen においてより明確に確認することができる。 
 
        vorlassen 
(142) Winston Churchill lag bisweilen im Bett, als seine Staatsgäste vorgelassen wurden.
274
 





        vorladen 









れるという特徴が指摘される。例えば vorlassen の最初の用例 (142) では対象を前に通す
「首相」(Winston Churchill) に、 二つ目の用例 (143) では対象を診断のために来させる「医
師」(Hautarzt) に、vorladen の最初の用例 (144) では対象から証言を聞き出す「裁判所」
(Gericht) に、二つ目の用例 (145) では対象への検閲を行う「警察」に方向付けられている。 
他方、上記の動詞事例とは異なり、以下の動詞事例は、対象物の使役移動が方向付けら
れる相手がしばしば与格で現れる。以下の vorlegen, vorsetzen, vorwerfen の用例は、「食事（餌）
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        vorlegen 
(146) "Dann muss der junge Mann zeigen, dass er den Tisch decken kann, dass er weiß, wie 
man Speisen vorlegt und Wein einschenkt."
278
 
(147) Warum ist bei den in der BRD aufgetretenen Fällen immer nur ein Tier in der Herde 




        vorsetzen 
(148) Aber auch Bürgermeister waren gestern da, um zu diskutieren, was man Schulkindern 
vorsetzt. Bio-Essen sollte es sein, aber das ist nicht so einfach.
280
 
   (149) Die Natur hat vorgesehen, daß die schwächeren Tiere den Winter nicht überleben, 




   (150) "Warum habt Ihr zugesehen bei all den Brutalitäten, die uns aus der Flimmerkiste 








        vorwerfen 




まず vorlegen, vorsetzen に共通しているのは、対象物が方向付けられる相手が「人」および
「動物」への拡がりを持つ点である。また用例  (147), (149) が示すように、しばしば 
bekommenを伴う受動的表現が現れる点も似ている。また後者の vorsetzen に関しては、用
例 (150) , (151) が示すように、使役対象が「情報」であることも可能である。他方 vorwerfen 
                                                   
278
 S16/JUL.00106 Der Spiegel, 09.07.2016, S. 12; Ausweitung der Angstzone 
279
 NUZ04/NOV.00683 Nürnberger Zeitung, 06.11.2004; Tiermehl darf - nicht ins Rinderfutter 
280
 NUZ11/FEB.01730 Nürnberger Zeitung, 18.02.2011, S. 1; Finanztrends 17.2.2011 - Heute lesen 
Sie: 
281
 V98/MAR.13887 Vorarlberger Nachrichten, 28.03.1998, S. C10, Ressort: Leserbrief; Die 
natürliche Auslese fehlt 
282
 K98/FEB.08610 Kleine Zeitung, 02.02.1998, Ressort: Leserbriefe 
283
 T14/MAI.03525 die tageszeitung, 31.05.2014, S. 30-31; "Ich wurde bezichtigt, geistesgestört zu 
sein" 
284

















             Objekt 
 
             
                    
          
  
特定の対象物との空間的接点をつくる動詞事例の代表には vorhängen, vorlegen などの位
置変化に関する動詞が挙げられる。これらの動詞に関して、以下の用例を見てみよう。 
 
        vorhängen 
(153) Das heimische Büro Söhne & Partner hat der hellen Außenhaut des Baukörpers eine 




(154) Um keine religiösen Gefühle zu verletzen und ein Kriegsschiff nach dem „Leib Christi“ zu 
benennen, wurde dem Schiffsnamen „City of“ vorgehängt.
286
 
(155) "Es ist für die Besucher und für die anderen Aussteller, die sich an die Öffnungszeiten 
halten, schlecht, wenn einige Stände, vorzeitig die Kette vorhängen und geschlossen 
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        vorlegen 
(156) An der linken Ecke der alten Villa befand sich ein Eckrisalit, dem ein durch beide 
Stockwerke durchgehender polygonaler Balkon vorgelegt war.
288
 
(157) Wer allein in einem Hause wohnt, muß eben die Sicherheitskette vorlegen.
289
 





これらの動詞事例に共通するのは、用例 (153), (156) の「ファサードと建物の外壁」、「バル
コニーと建物」のように、位置変化のなされる対象物が、増築のなされる特定の対象物の
ために必要な事物に限定されているという点である。また両動詞には用例 (155), (157) のよ
うに、「チェーンと門」、「チェーンとドア」のように他の対象物による限定が行われるケー
スも表すことが可能である。ただし vorhängen の用例 (154) における「ある語句を別の語
句の前に付けて表現する」場合や、vorlegen の用例 (158) における「抗議を阻止する」場
合に現れているように、両動詞の非空間的用法における拡張の仕方は異なっている。 
特定の対象からの規定がなされるケースには、以下の用例で扱う vorschieben, vorbauen 
のような、基礎動詞が事物の「位置変化」および「生成」を表す事例も挙げられる。 
 
        vorschieben 
(159) Das kann nicht gutgehen, nicht mit diesem Mann, der zunehmend ratlos und doch immer 
gutwillig heimlich ein bisschen Lebensspaß sucht, während seine Frau vor allem darauf 
achtet, dass auch daheim in der Mietshauswohnung immer schön die Kette 
vorgeschoben ist, damit kein Einbrecher hereinkommt.
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        vorbauen 
(161) Diese Wohn- und Bürobauten werden seit dem Ende des Kommunismus einfach 
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これらの動詞には、用例 (159), (161) の「チェーンを掛ける」、「ファサードを増設する」と
いうそれぞれの事態が示すように、上記の動詞タイプよりも対格目的語に現れる対象物が




vormachen や（移動後の）位置を表す vorliegen の用例に「チェーン」(die Kette) が現れる
ことから考えるならば、構文単位の慣習的な限定があると想定することもできるであろう。 
 
        vormachen 
(162) Sie hat die Kette vorgemacht und die Tür einen Spaltbreit geöffnet und da stand ein 






(163) Keiner hatte mich beschworen, das Hotelzimmer zu verschließen, das obere und das untere 
Schloß, dann die Kette(n) vorliegen, Wertgegenstände unverzüglich im Safe zu 
deponieren, Geld im Brustbeutel zu verstecken oder dem Geheimnis eines raffinierten 






の例も挙げられる。以下の用例 (164) が示すように、移動されるべき「荷車」(Wagen) が
その対象物であり、それらは与格で現れる。そして移動を担う対象 (Ochsen) は対格目的語
となる。この動詞には (165) のような比喩的な用法も可能であり、達成されるべき「目標」 
(seine Ziele) が前置詞句で現れ、必要な「人」(uns) は同じく対格目的語として現れる。 
 
        vorspannen 
(164) Einem Wagen mit einem riesigen Fass waren nach altem Brauch zwei Ochsen 
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vorsetzen, vorziehen が挙げられる。ここで扱う両動詞の用法については、以下の用例 (166), 
(168) を見てみよう。 
 
        vorsetzen 
(166) Gerade abgeschlossen sind die Arbeiten an der Fassade des Containerbaus auf dem 
Schießplatz. "Wir haben dort eine Blende vorgesetzt", erläutert Fred Just.
297
 
(167) (…) allerdings behagt ihnen die Erkenntnis nicht, daß solch ein Gesetz der Einwanderung 





        vorziehen 
(168) Wer sich vor entsprechenden Einblicken schützen wollte, müsste schon einen 
dichten Vorhang vorziehen und verlöre damit alles Sonnenlicht.
299
 
(169) Das Vergnügen, mit dem diese Liebestölpel vorgeführt werden, währt jeweils nur bis zum 
Ende einer Szene, wenn Green mit einem lakonischen Satz den Vorhang vorzieht: „Sie 




        vorstellen 
(170) als Schutz gegen das Licht, die Hitze, Zugluft einen Schirm vorstellen (DWDS) 
(171) wo die Tapete schadhaft ist, kannst du doch das Regal vorstellen (DWDS) 
 
それぞれ「（新しい建物を保護する）ブラインド」、「（室内を見られないようにする）カー
テン」がそれら対象物に該当する。これら動詞は、用例 (167), (169) の「移民に関する法律
が“博愛的なフィルターを置かない”」および「文章の“幕を引く”」の表現に見られるよ
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ず vorbinden, vorhängen が挙げられる。ここでは、両動詞が使用される以下の用例を見るこ
とにする。 
 
        vorbinden 
(172) Moderne Mütter und auch Väter binden sich fröhlich eine große Schürze vor und machen 
sich mit Nudelholz und Ausstech-Förmchen über duftende Teigmassen her.
301
 








        vorhängen 
(175) der Bettler hatte sich ein Schild vorgehängt (DUDEN) 
(176) 2. Als das Regime anfangs noch sehr schwach und gefährdet war, hat es nicht ohne Erfolg 
an den politischen Realverstand einer öffentlichen Meinung appelliert, die zwar auf 
Freiheit erpicht war, es aber dennoch um der nationalen Selbsterhaltung willen akzeptieren 
mußte, daß ihr erneut ein Maulkorb vorgehängt wurde.
304
 
         





えられる。また vorhängen に関する用例 (175) は、特定のタイプの行為者 (Bettler) に限定
されて使われる用法であり、コーパスの用例が確認できなかった。その一方で両動詞には
用例 (173), (176) のような「口輪」(Maulkorb) を対格目的語に持つ表現が共通しており、こ
                                                   
301
 U97/DEZ.85743 Süddeutsche Zeitung, 22.12.1997, S. 33, Ressort: M; Plätzchen backen – von 
wegen out! 
302
 S58/SEP.00145 Der Spiegel, 17.09.1958, S. 44; GOTT IST BESCHEIDENER ALS DER 
GENERAL 
303
 HMP12/JUL.04470 Hamburger Morgenpost, 18.07.2012, S. 48; Weisheit des Tages 
304












(177) nimm doch die Serviette vor! (DWDS) 
(178) eine Maske vornehmen (DWDS) 
      
vorhaben 
(179) sie hat eine Schürze, Serviette vor (DWDS) 
 
(177), (179) においては「ナプキン」や「エプロン」、(178) においては比喩的な意味での「仮
面」が装着される対象物である。     
他の身体の前部への対象物の移動を表す事例としては vorhalten が挙げられる。 
   
     vorhalten 
(180) Wichtig sei es, häufig die Hände zu waschen und Händeschütteln zu vermeiden, beim 
Husten und Niesen ein Taschentuch vorzuhalten, sich von Personen mit 




       vornehmen 





特定の身体位置への「固定」を表す動詞事例としては vorstecken, vorschnallen の例が挙げ
られる。 
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(182) sie hatte (sich) [Dativ] eine Nadel, ein Sträußchen vorgesteckt (DWDS) 
(183) er steckte dem Kind eine Serviette vor (DWDS) 
  
        vorschnallen 
(184) Da aber menschliche Nacktheit niemandem gleichgültiger ist als Tieren und Pflanzen, 
wurden Adam und Eva zur Strafe für den Biss vom Apfel der Erkenntnis dazu verdonnert, 














                        Objekt A 
 
                                Objekt B  
             
HERAUS-Typ の動詞が「形状」を表す一方、こちらの動詞タイプにおいては、まず特定の
対象物 (Objekt A) が話者の視界内に存在することが前提であり、その対象物内部から別の
対象物 (Objekt B) が出ている状態が表されている。これらの動詞タイプは、HERAUS-Typ 
同様、基礎動詞の意味が希薄化され、位置・状態を表すことが特徴に挙げられる。ただし
このグループに含まれるのは自動詞のみである。 
以下の用例に見る vorquellen および vorkommen は、元来基礎動詞は話者に向かう方向
性を表している動詞事例である。 
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(185) dichtes Haar quillt unter dem Hut vor (DWDS) 
(186)Wohingegen die ebensfalls aus Vancouver stammende Vorband „Removal” mit 
T-Shirt-Aufdrucken wie „Mad Cow Disease Experience” und mit einem unterm 





        vorkommen 
(187) bei diesem Kopftuch kommen immer wieder einzelne Haarsträhnen vor (DWDS) 
(188) unter dem Schnee kommen schon die ersten Schneeglöckchen vor (DWDS) 
 
まず vorquellen においては、用例 (185) における「帽子から見えている髪」、(186) におけ
る「ワイシャツの袖から見えているタトゥー」など、そして口語的用法であるここでの 
vorkommen においては、用例 (187) における「スカーフから見えている髪」、(188) におけ
る「雪の中から姿を現している植物」(Schneeglöckchen) などがそれぞれ主語の例として表
されている。 
他方で基礎動詞が視線を向けることを表す動詞である vorgucken, vorsehen, vorschauen の
ような事例も当該の項構造構文に含まれる。 
 
        vorgucken 
(189) Jedesmal wenn sie in die Kammer musste, um etwas zu holen, sah sie ein Stück von ihm 
hinter dem Regal vorgucken.
308
 
    
        vorsehen 
(190) der Unterrock sieht vor (DWDS) 
(191) das Kleid sieht unter dem Mantel vor (DWDS) 




        vorschauen 
(193) Das Haar kann wuschelig darunter vorschauen – so einfach kann Style sein.
310
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前章でこれらの動詞に対する Eichinger (1989: 232) の考察を取りあげたが、つまりは上述の
基礎動詞の特徴を起点にすれば、主語が前方を向いているという解釈がなされるとともに、
同時にそれらの動詞は前提とされる対象物 (Objekt A) を起点とする前方規定の枠組みのな
かに埋め込まれている。vorgucken の用例 (189) における「棚の後ろから見えている物」 (ein 
Stück von ihm)、vorsehen の用例 (190), (191), (192) における「スリップ」、「コートの中から
















の内部の事態を表す動詞事例として、vorahnen や vorfühlen などの「予感・予知」を表す
ものが挙げられる。以下の (194) – (196) において両動詞事例の用例を挙げた。 
 
        vorahnen 
(194) Die Fröhlichkeit am Anfang ließ die Traurigkeit der letzten Sätze vorahnen, so wie in 




        vorfühlen 
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(196) „Es wird mit den Schulen Kontakt aufgenommen, um vorzufühlen, wie es im kommenden 





先述の Eichinger (1989) が指摘するように、不変化詞動詞 vorahnen は二重不変化詞動詞
vorausahnen とは異なり、不変化詞の分離が成立しにくく、特定化された用法のみに使用が
限定されるなどの特徴がある。例えば、(194) の用例が示すように、ある物語の結末に関す










        vorbedenken 
(197) Der Ex-Polizist betonte vor Gericht, daß die Tat nicht vorbedacht war: "Wenn wir das 




        vorplanen 
(198) Damit alle einen Sitzplatz bekommen und Kaffee und Kuchen ausreichen, möchten wir 
vorplanen. Alle Mitglieder bitten wir sich, entweder in unseren Übungsstunden oder 




        vorzeichnen 
(199) Was in dem Brüsseler EU-Reformpapier den europäischen Bauern jetzt als Weg in die 
Zukunft vorgezeichnet wird, hat der 48jährige auf seinem Hof in Sielenbach schon vor 
Jahren in die Tat umgesetzt: Abschied von Subventionen und staatlichen Fördermitteln, 
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Orientierung hin zum Markt.
316
 
        
        vorverurteilen 





(201) Nachdem das Land Rheinland-Pfalz das Ziel vorgegeben hat, bis 2030 die regenerativen 





している。このことは、例えば (197) の vorbedenken の用例では、犯行に関する「計画」、
(198) の vorplanen の用例では、出席者数に関する「予測」、(199) の vorzeichnen の用例で





また未来の活動に関する構文の動詞事例 vornotieren, vormerken, vorbestellen, vorbuchen 
においては、「記憶」や「予約」に関係する基礎動詞のパターンが見られる。以下の (234) – 
(238) においてこれらの動詞事例の用例を挙げた。 
 
        vornotieren 
(202) Im Oktober gibt es zwei spannende Events, die man schon mal vornotieren sollte: Vom 9. 





(203) Diesen Termin sollte man sich unbedingt vormerken: Am Mittwoch, 18. Mai, lädt die 
evangelische Kirchengemeinde Niederlahnstein zu einem Abend unter dem Titel "Lesung 
                                                   
316
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        vorbestellen 





        vorbuchen 
(206) Der touristische Erfolg des Konzepts ist so groß, dass jetzt schon Besucher für das nächste 




これらの基礎動詞はそれぞれが未来の事態を前提した行為である。まず vornotieren の用例 
(202) または vormerken の用例 (203) では、今後に行われる催しのための「覚え書き」が
表されている。また後者の用例 (204) では、これから特定の施設に入るための「申し込み」、
次の動詞事例 vorbestellen の用例 (205) そして最後の動詞事例 vorbuchen の用例 (206) で
は、獲得すべき未来の状態のための「予約」がそれぞれ表されている。 
同じく未来の事態に関係する基礎動詞がこれらの構文に組み合わされるものとして、「警
告」を表す動詞事例 vorwarnen が挙げられる。ここでは以下の用例 (207), (208) によって
当該動詞の用法の特徴が確認される。 
 
        vorwarnen 
(207) Während Israel Minuten vor der Attacke die Bewohner der Häuser per Anruf oder 
Flugblätter vorwarnt, (…) feuert die Hamas wahllos auf israelisches Territorium.
324
 
(208) Die europäischen Parteien seien vorgewarnt, daß man mit Koalitionen wie der 
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 T00/AUG.37312 die tageszeitung, 14.08.2000, S. 7, Ressort: Wirtschaft und Umwelt; Trittin auf 
der Insel 
324
 P14/JUL.01127 Die Presse, 10.07.2014, S. 2; Der Friede liegt fern, die Visionäre haben 
ausgeträumt 
325




一方、他方では (208) のような警告によって取るべき行動が dass 節で現れる用法が見られ
るのである。 
またこれらの時間的用法の構文のなかには、ある事態が形成される「段階」を表す動詞
事例も見られる。以下の (209) – (211) の用例で見る vorformen, vorbilden のような動詞は、
それぞれ形成の初期段階における事態を表す。 
 
        vorformen 
(209) Im Mittelalter wurde vieles vorgeformt, was unser Leben noch heute bestimmt, wie etwa 




        vorbilden 
(210) Viele in späterer Zeit bei den verschiedensten Völkern wiederkehrende Muster und Motive 
finden sich schon in der altägyptischen Überlieferung vorgebildet, (…)
327
 
(211) Nachdem er auf einem Gymnasium in Hamburg vorgebildet wurde, bezog er zunächst die 




例えば (209) においては、法制度や行動様式、また (210) においては、表現のパターンと
モチーフの形成の開始が表されている。これらの動詞によって、それぞれのコンテクスト





どの領域のプロセスに関連した動詞グループの存在が指摘できる。以下の (212) – (219) の
用例において、各動詞の成り立ちを見ることにする。 
 
        vorschneiden 
(212) Das Brot wird vorgeschnitten, aber schmieren und belegen sollen es sich die Kinder 
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 NUZ08/JUN.02913 Nürnberger Zeitung, 27.06.2008, S. 18; Das Fremde, das uns doch so nah ist 
- Warum sich das Mittelalter so großer Beliebtheit erfreut, erklärt Prof 
327
 Z64/MAR.00192 Die Zeit, 13.03.1964, S. 18; Neue alte Märchen 
328
 WPD11/P54.39440: Philipp Friedrich Hane, In: Wikipedia - 







        vorkühlen 
(213) "Die Kunden trinken so viel, dass wir die Getränke mit Eis-Akkus vorkühlen müssen.
330 
   (214)Daimlers Luxuskarosse Maybach schließlich kann auf Wunsch mit Solarmodulen 





        vorheizen 
(215) Wichtig ist, dass man eine Steinplatte in den Ofen legt und mit Oberhitze vorheizt. So 
bekommt das Brot beim Hereinlegen sofort extreme Unterhitze.
332
 





(217) Im Trend liegen Multifunktionsgeräte wie Einbaubacköfen, mit denen man auch auftauen, 
vorwärmen, dampfgaren und grillen kann.
334
 




(219) Die Kölner Premieren-Population hat die Botschaft verstanden und die Halle Kalk bei 




例えば動詞事例 vorschneiden によって、用例 (212) が示すように、準備の過程で必要な「切
る」という段階が表されている。また中心となる調理過程や食事に至るまでに必要な、特
定の温度状態への移行に関連する vorkühlen, vorheizen, vorwärmen などの動詞事例が挙げ
られる。それぞれの用例が示すように (213) では飲料を飲むために必要とされる「温度の
                                                   
329
 BRZ12/APR.11991 Braunschweiger Zeitung, 25.04.2012; Zwischen Tiefkühlkost und 
Selbstgekochtem 
330
 L99/AUG.49695 Berliner Morgenpost, 06.08.1999, S. 33, Ressort: REGION; Tropische Tage im 
Norden 
331
 Z03/309.06172 Die Zeit (Online-Ausgabe), 11.09.2003; Kühler Kopf [S. 43] 
332
 HMP16/MAR.02326 Hamburger Morgenpost, 27.03.2016, S. 4; Das Comeback der Back-Kunst 
333
 M06/JAN.04039 Mannheimer Morgen, 18.01.2006; Events vorläufig auf Eis gelegt 
334
 U07/FEB.01739 Süddeutsche Zeitung, 09.02.2007, S. V2/2; Interview 
335
 SBL14/NOV.00307 Sonntagsblick, 16.11.2014, S. s39; Dario cool 
336
 R99/SEP.73425 Frankfurter Rundschau, 13.09.1999, S. 12, Ressort: FEUILLETON; 
Musical-Erstaufführung "Hedwig and the Angry Inch" 
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低下」、(215) では対象物を焼くために必要な機材への「加熱」、そして (217) では焼けた状
態の前段階の「温度の上昇」が表されている。もっともこれらの温度変化に関する動詞事
例は、調理過程や食事に至る過程を表すだけではなく、次に挙げた (214), (216), (218) の各
用例が示すように、車の関する温度低下、そして部屋や身体の温度上昇のように、各動詞




用例 (220) で扱う vorkosten が挙げられる。 
 
vorkosten 






用に関しては、先述の動詞事例 vorwärmen と同じく可能である。 
一方、これまで見た動詞事例とは対照的に、基礎動詞が特定の行為の領域への限定が確
認できなかった例としては vorschlafenが挙げられる。以下の (221) の用例は、そのような
使用特徴を表す一例であると考えられる。 
 
        vorschlafen 
(221) Barbara Schweitzer hat noch ein paar Stunden Zeit, ehe sie zur Schicht muss. Vielleicht 








下の用例 (222) および (223) で扱う vorbohren のような動詞事例が挙げられる。 
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 NUN13/JUL.02173 Nürnberger Nachrichten, 18.07.2013, S. 27; &#8222;Das Essen wurde zum 
Mörder&#8220; Schulspeisen sind in Indien oft verunreinigt, jetzt sind wieder Kinder gestorben 
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 T07/JUL.02640 die tageszeitung, 17.07.2007, S. 5; Für ein paar richtig gute Jahre 
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        vorbohren 
(222) Nur das Bauholz es stammt aus den Tropenwäldern war extrem hart. Für jeden Nagel 
mußte ein kleines Loch vorgebohrt werden.
339
 
(223) wir müssen bei ihm vorbohren, ob er zu dieser Aufgabe bereit wäre (DWDS) 
 
用例 (222) が示すように、対象物に釘を打つために必要とされる行為が当該動詞によって





て使用される場合、例えば動詞事例 vorquellen, vorziehen のように、特定の行為の領域、例
えば「栽培」を表す動詞として成立する。以下の (224), (225) がそれらの用例である。 
 
vorquellen 
(224) Erheblich verbessern lässt sich das Keimergebnis, wenn die Samen vor der Aussaat einige 





(225)„Wir haben heuer Kohlrabi selbst aus Samen der Sorte Superschmelz im Topf 










        vorzählen 
(226) »Eins, zwei, drei, vier!« Der Combo-Leiter muss vorzählen, damit die Rhythmus Boys 
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 I96/JUL.29307 Tiroler Tageszeitung, 30.07.1996, Ressort: Regional Innsbruck und Umgebung; 
Dorf Tirol jubelt: Spital fertig 
340
 NUN05/MAR.02167 Nürnberger Nachrichten, 19.03.2005; Hilfe beim Keimen - Möhrensaat 
vorquellen 
341
 NON16/OKT.03727 Niederösterreichische Nachrichten, 14.10.2016; Ihr Spaziergänger 
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        vorwählen 










為との関連を表す用法を挙げた。この用例では、対象 (der Tee) の濃度、つまり対象の特定
の状態に至らせるために行われる段階的な行為が表されている。しかし、次の用例 (228) が
示すように、対象 (Telefonnummer) を押すことを表す場合には、基礎動詞 wählen は行為全
体を表す概念であり、当該動詞はその一部分を担っていることが明らかである。 
他方、以下の用例 (229), (230) で示す vorkeimen, vorlegen のような動詞事例は、









(230) ehe wir den Wein probieren, solltest du erst einmal kräftig vorlegen (DWDS) 
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 NUZ03/APR.01865 Nürnberger Zeitung, 22.04.2003; Ulrich Tukur und die Rhythmus Boys in 
Nürnberg - Rausch ohne Morphium 
343
 E96/DEZ.29721 Zürcher Tagesanzeiger, 06.12.1996, S. 67, Ressort: Markt; Michelin 
budgetbewusst 
344
 RHZ01/JAN.07747 Rhein-Zeitung, 12.01.2001; Vergessene Null - nervt Telefondamen 
345
 M04/FEB.13770 Mannheimer Morgen, 28.02.2004; Schnipp, schnapp - Zweige ab 
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(231) – (233) の用例で示す vorberaten, vorverhandeln, vorfinanzieren の動詞事例が挙げられ
る。 
 
        vorberaten 
(231) Zwischen der Ankündigung von Maßnahmen und der Gesetzwerdung liegt jedoch ein 
zeitraubender Weg: Die konkreten Entwürfe für ein Gesetz sind auszuformulieren, im 




        vorverhandeln 
(232)Christiana Fugueres, Chefin des Weltklimasekretariats, eröffnete am Montag die Konferenz. 





        vorfinanzieren 
(233) Baden-Württemberg will nach den Worten von Ministerpräsident Erwin Teufel (CDU) die 
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 K00/JUN.44088 Kleine Zeitung, 08.06.2000, Ressort: Hintergrund; Probelauf zum Schärfen des 
blau-schwarzen Profils 
347
 VDI14/DEZ.00071 VDI nachrichten, 05.12.2014, S. 2; Klimaschutz ist ein 
Gerechtigkeitsproblem 
348








        vorfertigen 
(235) Die nötigen Teile für die Reparatur, also ein neuer Stahlbetondeckel, ein Stahlrahmen 





      vorbehandeln 





        vorformulieren 




(234), (235) のような建設行為に関して使われる vorfabrizieren や vorfertigen、また (236) 






        vorspülen 
(238) Benutzen Sie eine Geschirrspülmaschine, empfiehlt es sich, Geschirr und Bestecke kurz 
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 U93/APR.00022 Süddeutsche Zeitung, 01.04.1993, S. 0; 'Das ist doch Quatsch - die Masse 
macht's' 
350
 RHZ12/MAR.19127 Rhein-Zeitung, 16.03.2012, S. 21; Setzungen der B 49 am Cochemer Pegel 
351
 RHZ14/OKT.02985 Rhein-Zeitung, 04.10.2014, S. 18; Rock am Ring ist Herkulesaufgabe für 
Mendig 
352
 U96/OKT.69327 Süddeutsche Zeitung, 22.10.1996, S. 25, Ressort: WIRTSCHAFT; An der 
Gesundheit spart man nicht 
353
 NKU09/AUG.00416 Nordkurier, 03.08.2009; Nach dem Einkauf in die Kühltasche 
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        vorwaschen 
(239) Wer sein Auto trotzdem in die Waschanlage fährt, sollte vorher Schnee- und Eisreste 
beseitigen und den Wagen manuell oder maschinell vorwaschen. Trockener Schmutz oder 




        vorkauen 
(240) Die Antwort ist so naheliegend wie sensationell: Da der homo georgicus nur ein halb so 
großes Gehirn wie heutige Menschen hatte, da er weder Messer noch Mixer besaß, müssen 
seine Artgenossen ihm das Essen vorgekaut haben.
355
 
(241) Ich verstehe unter Neutralität eines Lexikons, dem Leser nicht alles vorzukauen, sondern 




例えば (238), (239) の用例に見る vorspülen および vorwaschen のような例が挙げられる。
これらは洗浄行為に関する動詞事例である。またそれらに加えて、食事行為に段階性を想
定する動詞事例 vorkauen には、具体的状況における特殊な行為の用法 (240) が見られると
ともに、(241) のような理解の過程を表す一般的な用法が確認される。 
 また「準備行為」自体に関連する基礎動詞であっても、これらの構文における動詞事例




(242) Die Koordinationsstelle hat die Aufgabe, diese Bewerbungen vorzusortieren und die 




        vorordnen 
(243) In einem ersten Arbeitsgang wurden die Briefe, Manuskripte und sonstigen Materialien des 
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 NUN97/JAN.01287 Nürnberger Nachrichten, 18.01.1997, S. 34; Vorsicht beim Autowaschen 
355
 U05/APR.01989 Süddeutsche Zeitung, 12.04.2005, S. 11; Ur-Ahnen der Pflegeversicherung 
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 WDD11/P08.71445: Diskussion:Projekt: Peacemaker, In: Wikipedia - 
URL:http://de.wikipedia.org/wiki/Diskussion:Projekt:_Peacemaker: Wikipedia, 2011 
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 M06/OKT.82709 Mannheimer Morgen, 25.10.2006; Siemens prüft Bewerbungen 
358









       vorsingen 
(244) ich singe die Strophen vor, und beim Refrain singt ihr dann alle mit (einen Teil von etwas) 





上記の動詞とは逆の特徴を基礎動詞が持つ動詞事例として、以下の (245), (246) の用例で
見る動詞事例 vorarbeiten, vorkochen が挙げられる。 
 
vorarbeiten 
(245)"Die Stadt hat gut vorgearbeitet, und deswegen läuft die Baumaßnahme in der 




     vorkochen 
(246) Äpfel schälen, Erdäpfel vorkochen, Schnitzel klopfen - viel muss vorbereitet werden, 




これらは VORAUS-Typ に属する用法も可能である。確かに (245) は建設の措置のために
事前に行われる行為、(246) は料理に関する準備行為を表しており、それぞれの動詞事例は




いた。他方で以下の用例 (247), (248) で見る動詞事例 vorbereiten は「準備行為（自体）」を
表すが、基礎動詞も同じくそれを表していることから、つまりは中心的行為との関係にお
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 RHZ04/MAR.10378 Rhein-Zeitung, 10.03.2004; Nastätten im Fokus der Politik 
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(247) Seine Frau habe sich zunächst versöhnlich gezeigt und Essen für alle vorbereitet.
361
 
(248) Nadel sagte nach der Niederlage, er wolle sich nun nach den Strapazen der letzten Wochen 








用例 (249) で挙げる。 
 
       vordatieren 
(249) So war man bisher davon ausgegangen, dass der grosse Turm um 1020 erbaut wurde, nun 
wurde seine Bauzeit auf den Beginn des 13. Jahrhunderts geschätzt. Der kleine Turm 





Eichinger (1989) がすでに指摘したように、「日程」との関連を表す動詞 vordatieren は、
VORHER-Typ および VORAUS-Typ の用法がともに可能である。従来、建設の行われたと
されていた時点がさらに過去の時点に変更されたことが用例では表されている。 
最後に VORHER-Typ の「構造」が共通する動詞グループについて触れておく。これに関
しては、未来に行われるべき行為の時点が変更されることを表す vorverlegen, vorziehen, 
vordatieren
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 NUZ04/AUG.00670 Nürnberger Zeitung, 07.08.2004; Deutscher angeklagt - Liebe und Tod - in 
Kenias - Tauchparadies 
362
 NZZ05/JUN.01538 Neue Zürcher Zeitung, 09.06.2005, S. 64; Der Rasen von Halle 
363
 WPD11/H00.34647: Habsburg (Burg), In: Wikipedia - 
URL:http://de.wikipedia.org/wiki/Habsburg_(Burg): Wikipedia, 2011 
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    vorverlegen 
(250) Und es gibt noch zwei Neuerungen. Zum einen soll die Schulöffnungszeit von 7.20 Uhr 




        vorziehen 
(251) Darin wird nicht nur der Baubeginn von November auf Anfang August vorgezogen, 




        vordatieren 
(252) die Buchung der Reise vordatieren (DUDEN) 
 
(250) における vorverlegen は「学校の開始時間」、(251) における vorziehen は「建設の開
始」、そして (252) における vordatieren  は「旅行の予約」をそれぞれ早めることを表して
いる。つまり上述のように、構造的には話者側の未来の時点が参照される VORHER-Typ の
特徴が共通しているが、「行為の遂行」が話者側の未来に行われる点に着目するならば、意









まず VORHER-Typ に属する動詞としても指摘した vorarbeiten, vorkochen  の以下の用例 
(253), (254) を見てみたい。 
 
 
        vorarbeiten 
(253) sie will für die Weihnachtszeit einen Tag vorarbeiten (DUDEN) 
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 NKU07/NOV.01909 Nordkurier, 07.11.2007; Zirchow legt nun Schulkonzept vor 
365












次の (255) – (257) の用例で挙げる vorsorgen, vorbeugen, vorbauen は、それぞれ将来に起
こる可能性のある問題を回避するための準備行為を表しており、上記の動詞事例に比べて、
基礎動詞の示す内容自体はより具体性が少ないと言えるであろう。 
     
 
        vorsorgen 
(255) Das Kreisverwaltungsreferat (KVR) und die Polizei hatten vorgesorgt, um einen so 





        vorbeugen 





        vorbauen 





クストが明示する中心的事態（抗議行動 / 転倒 / 戦争）に対し、基礎動詞自体はそれらの
「回避」を目的とする行為として解釈されるのである。 
一方で、すでに指摘したように、行為が直接的で全般的な影響を対格目的語である対象
に及ぼす基礎動詞の場合、これらの時間的用法の構文が実現しうる。以下の用例 (258) – 
(261) で示す「事態の決定」に関連する動詞 vorbestimmen, vorentscheiden、vorprogrammieren 
                                                   
366
 Sparschuh, Jens: Der Zimmerspringbrunnen, Köln: Kiepenheuer & Witsch 1995, S. 52 
367
 U14/JUN.02737 Süddeutsche Zeitung, 23.06.2014, S. 38; Skandieren statt kampieren 
368
 M07/OKT.00980 Mannheimer Morgen, 05.10.2007; Möbel sollen mitwachsen 
369
 NUN10/DEZ.00421 Nürnberger Nachrichten, 04.12.2010, S. 20; Euro braucht Führung - 





        vorbestimmen 
(258) Ist die Geschichte ein ewig sich drehendes Rad wie bei Shakespeare? Ist sie schicksalhaft 




        vorentscheiden 
(259) Gunkel hätte kurz nach der Halbzeit das Spiel vorentscheiden können, sein Schuss aus 






(260) Bei freiem Eintritt sind Spaß und Erholung für die ganze Familie vorprogrammiert. 
Neben Unterhaltung und Animation für Kids und Teens gibt es auch wichtige 




(261) "Seelische und körperliche Dauerbelastung macht krank, Burn-out und Depressionen sind 









また空間的前方への身体的な位置変化を表す動詞 vorgreifen は、以下の用例 (262) が示
すように、これらの時間的用法の構文における動詞事例としても実現している。 
 
     vorgreifen 
(262) Über die Konsequenzen vermag ich nichts Genaueres zu sagen, weil ich der Diskussion 
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 WWO13/APR.00132 Weltwoche, 18.04.2013, S. 46 - 48; Die Eule der Minerva 
371
 RHZ07/NOV.27783 Rhein-Zeitung, 30.11.2007; Gunkel hat Pech vor Stielikes Augen 
372
 NON08/JUL.03954 Niederösterreichische Nachrichten, 08.07.2008, S. 31; Helmi beim 
Familienfest 
373









同様に基礎動詞が空間前方への身体の位置変化を表す場合としては、以下の用例 (263) – 
(265) で示す動詞事例 vorschießen, vorstrecken, vorlegen が挙げられる。 
 
 vorschießen 
(263) Der Bund verlangt Geld zurück, das er den Ländern vorgeschossen hatte, weil die EU für 




        vorstrecken 
(264) Das Geld für diese Studie will Umwelt-Landesrätin Sickl als Vorschuß auf Förderungen 




        vorlegen 





 行為が関連する領域は異なるが、次の (266) の用例で示す動詞事例 vorschicken の場合
も、基礎動詞が一度で完結する行為を表している。 
 
        vorschicken 





                                                   
374
 NZS02/APR.00392 NZZ am Sonntag, 14.04.2002, S. 11; Ringier-Chef spricht von Fehlleistung 
375
 U06/JUL.00549 Süddeutsche Zeitung, 04.07.2006, S. 5; Karlsruhe verhandelt über 
EU-Subventionen 
376
 K98/FEB.14745 Kleine Zeitung, 24.02.1998, Ressort: Lokal; "Die Regierung zwingt weiter zu 
Kanalbau" 
377
 NUN91/JAN.01185 Nürnberger Nachrichten, 19.01.1991, S. 4; Als Vorbeugung gegen 






他方、動詞事例 vorkeimen および vorgehen は形状および位置の変化を表す自動詞である。
両動詞に関しては以下の用例を挙げた。 
      
vorkeimen 





     vorgehen 








(269) Freuds Jahrhundertbuch "Die Traumdeutung" erscheint 1899 in einer Auflage von 600 
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 RHZ08/MAR.24512 Rhein-Zeitung, 29.03.2008; Dem Bärlauch auf der Spur 
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 まず以下の (270) – (273) の用例が示すように、先述の「伝達」に関連する動詞タイプの




        vorschwärmen 
(270) Aber je länger er ihr davon vorschwärmte, vom Grün, von der Ruhe, von allen Vorteilen 
der Lage ihres neuen Zuhauses am See, desto mehr erwärmte sie sich dafür.
380
 
(271) "Bei der Anmeldung zur Krippe wurde uns noch vorgeschwärmt, dass wir die Kinder bis 
zum Eintritt ins Gymnasium dort lassen können. Jetzt ist die ganze Planung hinüber", sagt 




(272) "Die Arbeitslosen haben eben verinnerlicht, was ihnen so lange vorgeschwatzt wurde: Sie 




       vorbeten 
(273) Es wird die These vorgebetet, daß alles gut werde, wenn wir eine Steuerreform bekommen, 




まず vorschwärmen においては (270) のように、動詞意味において説明対象となる「新居
の周辺状況」が「von + 与格目的語」の形で表されるタイプと、(271) のように「保育園に
                                                   
380
 HAZ09/MAR.05442 Hannoversche Allgemeine, 30.03.2009, S. 11; Seeblick 
381
 P13/APR.01660 Die Presse, 13.04.2013, S. 22; Kindergarten neben Schule muss weg 
382
 E98/FEB.03027 Zürcher Tagesanzeiger, 06.02.1998, S. 7, Ressort: Ausland; Deutsche 
Arbeitslose gehen an die Börse 
383
 PSH/W14.00016 Protokoll der Sitzung des Parlaments Landtag Schleswig-Holstein am 












また伝達の相手を伴う動詞の典型的なものとして、以下の (274), (275) の用例が示す
vorjammern, vorheulen, vorweinen のような伝達様態によって相手への訴えかけを表す動詞
事例が挙げられる。 
 
        vorjammern 
(274) Eine Frau - angeblich eine Bosnierin - hatte die beiden angesprochen und ihnen 




        vorheulen 
(275) Wir hassen Sänger, die einem vorheulen, wie gerade ihre letzte Beziehung in die Brüche 













ープの中心となるのは、(276) – (278) の用例が示すように、「虚偽」や「誇張」の伝達内容
が伴う動詞である。 
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 O98/FEB.16940 Neue Kronen-Zeitung, 20.02.1998, S. 12; "Arme" Frau war Betrügerin 
385




        vorerzählen 
(276) So ist es denn auch für den anonymen Verfasser des "Katechismus der Münsterländer" von 
1835 ein Werk von Barmherzigkeit: "den Fremden so lange vorerzählen, wie gut es in 





(277) Es ist mir scheißegal, ob uns irgendwelche Macher vorreden wollen, daß das alles noch in 




(278) Statt dem aktuellen Arbeitgeber ewige Treue vorzuheucheln, wie es in der Branche üblich 
ist, sagt er über das kommende Jahr lediglich: „Man wird sehen.”
388 
 









 先に述べた vorheulen や vorjammern に関する用例 (274), (275) においては、それぞれの
基礎動詞には想定されない他動詞化が起こっていることを指摘したが、以下の用例 (279) – 
(281) が示す動詞例 vorgaukeln や vorflunkern においても、同様のことは生じている。 
 
        vorgaukeln 
(279) Wenn die Preise uns vorgaukeln, die Natur sei unendlich, rennen der technische 
Fortschritt und die Zivilisation in den Abgrund.
389
 
                                                   
386
 NZZ05/JAN.02883 Neue Zürcher Zeitung, 20.01.2005, S. 11; Lebenswertes Münster 
387
 U98/OKT.78171 Süddeutsche Zeitung, 29.10.1998, S. 20, Ressort: M;  Ein Schweizer ist kein 
Indianer 
388
 U08/APR.04813 Süddeutsche Zeitung, 26.04.2008, S. 42; Pontifex in Nöten 
389
 NUZ10/MAI.01274 Nürnberger Zeitung, 15.05.2010, S. 2; ust auf...??? 
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(280) Da es sich zum großen Teil um Laubwald handelt, muss eine Flussfahrt im Herbst einen 




        vorflunkern 
(281) Vor Jahren hat mal der Redakteur einer Satire-Zeitschrift bedeutende Schriftsteller von 
Hera Lind über Peter Handke bis Ulrich Wickert angerufen und ihnen vorgeflunkert, sie 










偽の情報がそれぞれ表されている。また vorgaukeln に関しては、(280) の用例のように、
現実そのものとは異なる印象を与える「風景」を表す場合に使用されている例も挙げた。 




(282) "Wir kamen deshalb zu dem Ergebnis, dass der von der Verbandsgemeindeverwaltung 
Braubach angeordnete Fußgängerüberweg den Fußgängern eine Scheinsicherheit 




        vorzaubern 
(283) Vollbusige Arbeiterinnen und kräftige Männer waren damals Vorbilder, die den weniger 






                                                   
390
 M00/JUN.26427 Mannheimer Morgen, 03.06.2000; Ein Schwätzchen an den Schleusen ist stets 
willkommen 
391
 U08/SEP.02811 Süddeutsche Zeitung, 17.09.2008, S. 1; Das Streiflicht 
392
 RHZ09/MAI.02377 Rhein-Zeitung, 04.05.2009; Braubach: Sicherheit steht im Vordergrund 
393
 U93/DEZ.02732 Süddeutsche Zeitung, 11.12.1993, S. 904; Neuchinesische Heldenverehrung 
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        vorspielen 
(284) Obwohl sie aus gesundheitlichen Gründen keine Kinder mehr bekommen konnte, habe sie 






して考えられる vorspiegeln の用例 (282) では「横断歩道の偽りの安全性」、vorzaubern の








        vorlügen 
(285) Nun kommen sie also wieder aus ihren Löchern, die Befürworter der Atomenergie, und 





        vorschwindeln 
(286) Die Angeklagte hatte ihrem Partner vorgeschwindelt, sie stamme aus einer 
Industriellenfamilie und sei wohlhabend. Tatsächlich hatte sie kaum Geld und fürchtete 






また次に示す vortäuschen の場合、まず基礎動詞 täuschen が対格目的語にとることが可
能なのは、虚偽の「内容」ではなく、動詞行為の影響が及ぼされる「人物」およびその考
えなどである。しかし以下の (287), (288) の用例が示すように、当該の不変化詞動詞におい
                                                   
394
 NUN95/APR.00556 Nürnberger Nachrichten, 08.04.1995, S. 12; 36jährige hatte ihrem Mann 
neue Schwangerschaft vorgegaukelt 
395
 NUN08/JUL.01135 Nürnberger Nachrichten, 10.07.2008, S. 29; Kernkraft &#8212; Energie 
ohne Zukunft? 
396






        vortäuschen 
(287) Es handelt sich um eine organisierte Gruppe, welche die Taubstummensprache beherrscht, 













持たないと同時に機能的な意味を持つ動詞事例として vorgeben, vormachen が挙げられる。
以下の用例で示されるように、両動詞には特定の統語的傾向が現れる。 
 
        vorgeben 
(289) Wer sagen kann «Ich habe mich geirrt», zeigt Stärke. Ich bin skeptisch gegenüber 




        vormachen 
(290) Fatalerweise war ich eine schlechte Schauspielerin und so flog diese Farce schnell auf. 




前者は (289) のように虚偽内容を示す対格目的語の名詞や zu 不定詞句を伴うことが多い
一方で、(290) のように、後者は与格目的語および対格目的語の組み合わせで現れることが
                                                   
397
 V98/AUG.34750 Vorarlberger Nachrichten, 07.08.1998, S. B1, Ressort: Lokal; Illegale 
"Taubstumme" 
398
 NUN15/JUN.00199 Nürnberger Nachrichten, 02.06.2015, S. 33; Analoge Welten - Michael 
Lassels Arbeiten in der Galerie Tiny Griffon 
399
 NZZ13/SEP.03844 Neue Zürcher Zeitung, 28.09.2013, S. 67; «Ich brauche ab und zu einen 
schönen, lautstarken Streit» 
400
 DIV/AKU.00001 Krahl, Anne: "Und was gibt's noch?". - Föritz, 2004 [S. 142] 
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 まずこれらの動詞タイプの典型として考えられる動詞事例  vorlesen, vorsingen, 
vorsprechen を用例 (291) – (298) において分析する。 
 
        vorlesen 
(291) Es ist schon zur Tradition geworden, dass Schüler den Kindergartenkindern in der 
Vorweihnachtszeit an jeden Tag in der großen Mittagspause vorlesen.
401
 
(292) Das Staatsoberhaupt der Niederlande, Königin Beatrix, hat am Dienstag, am traditionellen 




(293) Sie müssen vor einer Jury den Eröffnungsprolog vorlesen, ein Gedicht ihrer Wahl 





(294) Doch sie war müde, und nachdem ich ihr leise „Stern über Bethlehem” und „Lauf, Jäger, 
lauf!” vorgesungen hatte, schlief sie ein.
404
 
(295) Melanie hatte sich mit einer Gesangsaufnahme auf CD beworben und wurde eingeladen, 
zusammen mit vier anderen Mädchen zwischen 8 und 10 Jahren aus Darmstadt, 
Mannheim, Marburg und Elmshorn beim Finale vorzusingen.
405
 
                                                   
401
 NKU11/DEZ.10153 Nordkurier, 27.12.2011; Geschichte vom Bären begeistert alle 
Kindergartenkinder 
402
 NZZ03/SEP.02710 Neue Zürcher Zeitung, 17.09.2003, S. 3; Die Niederlande vor sozialen 
Einschnitten 
403
 NUN97/OKT.00962 Nürnberger Nachrichten, 11.10.1997, S. 17; Leser können über das 
Nürnberger Christkind mitentscheiden 
404
 U06/JUN.04845 Süddeutsche Zeitung, 24.06.2006, S. ROM7; Rehe am Meer 
405




(296) ich singe euch die erste Strophe vor (zuerst singen, sodass es jemand wiederholen kann) 
(DUDEN) 
 
        vorsprechen 




(298) Tradition hat hier der Frontalunterricht. Aus den Klassenzimmern kann man hören, wie der 









vorsingen および vorsprechen も、行為が向けられる相手の種類による用法分化が想定され、
例えば前者においては (294) のように「子供」に関連付けられた歌唱行為だけでなく、(295) 
のように「審査や録音を行う人々」、あるいは (296) のように「（行為者の次に）歌の節を
繰り返し歌うことになる相手」との関連付けによる各行為の用法が成立している。同様に











        vorspielen 
(299) Die Jungscharkinder unter der Leitung von Dorothea Hoffelner und Angelika Eberand 
freuten sich, dem zahlreich erschienenen Publikum ihr Stück vorzuspielen und alle 
                                                   
406
 SOZ07/DEZ.03481 Die Südostschweiz, 17.12.2007; Einen Sommer lang Heidi sein 
407
 Z09/FEB.00007 Die Zeit (Online-Ausgabe), 05.02.2009; Im blauen Licht der Zukunft 
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Besucher an ihrer Freude teilhaben zu lassen.
408
 
(300) Sie müssen bei der Prüfung auf ihrem Instrument vorspielen.
409
 
(301) (…) sie hängen an den Lippen von Michael Martin Kofler, der gerade einer jungen 
Japanerin einige Takte auf der Flöte vorspielt. Sie wiederholt, er korrigiert, beschwichtigt 




        vortanzen 
(302) Jedes Jahr am 1. Advent findet ein großes Fest in der Stadthalle statt, bei dem alle 
Tanzgruppen in tollen Kostümen vortanzen.
411
 
(303) Rund 50 Tänzer aus ganz Deutschland kamen zum Wochenende in die Stadt, um für ein 
Engagement bei der Kibbutz Contemporary Dance Company vorzutanzen.
412
 
(304) Als die typische arabische Musik erklingt, stehen wir zu zwölft vor einer großen 




        vorturnen 
(305) Im Finaldurchgang der besten sechs Turnerinnen hatte Neu als Dritte auf dem zehn 
Zentimeter schmalen Schwebebalken vorturnen müssen.
414
 
(306) Diese Turnergemeinde hat vor allem das Turnen in den Schulen geprägt, wo die 





 あるいは vortanzen の用法のように基礎動詞の行為に「観衆」が関連付けられる
動詞タイプに関しては、それぞれ (299), (302) のように「行為を見る人々」、(300), (303) の
ように「行為に対する選考審査を行う者」、そして (301), (304) のように「行為を模倣する
者」が関連付けられる。また次の vorturnen の中心的用法には (305) が示すような「審査
する存在」との関連、あるいは (306) が示すような「手本の行為に従う者」との関連付け
が指摘される。 
                                                   
408
 NON16/DEZ.15067 Niederösterreichische Nachrichten, 30.12.2016; Viel Applaus für die 
Jungschar 
409
 RHZ13/JAN.08726 Rhein-Zeitung, 10.01.2013, S. 25; Schulangebot kennenlernen 
410
 K96/AUG.00169 Kleine Zeitung, 01.08.1996, Ressort: Kultur; Viktringer Virtuosen 
411
 BRZ10/NOV.13429 Braunschweiger Zeitung, 26.11.2010; Schautanzfest am 1.Advent in der 
Stadthalle 
412
 BRZ06/MAI.07792 Braunschweiger Zeitung, 15.05.2006; 
413
 BRZ13/MAI.04929 Braunschweiger Zeitung, 14.05.2013, Ressort: 1SZ-Lok; Der mit dem 
Hüfttuch tanzt 
414
 RHZ05/MAI.21017 Rhein-Zeitung, 18.05.2005; Saskia Neu gewinnt die Bronzemedaille 
415
 BRZ08/MAI.05112 Braunschweiger Zeitung, 10.05.2008; „Damen turnten in Schnürleibchen“ 
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一方で次の vorzaubern, vorreiten, vorkochen といった動詞事例においては、用例 (307) – 
(310) が示すように、行為と関連付けられる相手の範囲が限定されていることが指摘される。 
 
        vorzaubern 
(307) Er wollte immer Zauberer werden und wurde einer der besten, trotz seiner Blindheit. Die 




        vorreiten 
(308) Heute, am letzten Tag der Schnupperwoche für Kinder auf dem Gut Conow, werden die 
kleinen Reiterinnen ihren Eltern zeigen, was sie in den vergangenen fünf Tagen gelernt 
haben. "Ziel war es, sie so weit zu schulen, dass die Mädchen ihren Eltern selbständig 
etwas vorreiten können", sagt Nicole Berg.
417
 
(309) Reiter müssen darüber hinaus eine kurze Abteilungsaufgabe vorreiten und dabei zeigen, 
dass sie ihr Pferd in allen drei Grundgangarten (Schritt, Trab und Galopp) beherrschen.
418 
 
        vorkochen 
(310) Heute muss der 42-Jährige in einem Hamburger Hotel bei der Endrunde einer Jury 





vorzaubern の用例 (307) のように、「観衆」が行為に関連付けられることが典型であると考
えられる場合や、vorreiten の用例 (308), (309) のように「行為を見る保護者や審査員」が想
定されるタイプ、あるいは vorkochen の用例 (310) のように「審査員」が行為に関連付け
られるのが典型と考えられるケースがある。 
他方で基礎動詞の行為にはそれを模倣する相手を伴うことがより適切であると考えられ





                                                   
416
 U10/SEP.00743 Süddeutsche Zeitung, 04.09.2010, S. V2/8; Jane Goodall über 
417
 NKU07/AUG.02642 Nordkurier, 10.08.2007; Ferienglück auf wiehernden Vierbeinern 
418
 WPD11/K06.63574: Kleines Hufeisen, In: Wikipedia - 
URL:http://de.wikipedia.org/wiki/Kleines_Hufeisen: Wikipedia, 2011 
419
 RHZ03/OKT.14320 Rhein-Zeitung, 20.10.2003; Hausarbeit macht ihm Spaß 
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        vorleben 
(311) "Die Eltern müssen ihren Kindern ein gesundes Essverhalten vorleben.
420
 
(312) Nach Ansicht von Reinhold Messner hat Anderl Heckmair „immer wieder vorgelebt, daß 










それぞれ用例 (311) の「食生活のあり方」、あるいは用例 (312) の「登山におけるスタンス」
のような習慣的な動詞意味、あるいは用例 (313) の「試合展開のさせ方」のような規範的
な動詞意味のなかで上記の関連付けがなされている。 
上記の動詞タイプと比べるならば、以下の  (314) – (319) で用例を挙げた動詞事例
vorzählen, vorsagen, vorzeichnen の関連付けにも目を向ける必要がある。 
 
        vorzählen 
(314) "Ich habe immer eine Frau Krämer bewundert, weil sie mir beim Abholen immer so 
schnell das Geld vorgezählt hat", berichtete der Templiner Klaus Behm (…)
423
   
(315) der Lehrer zählte den Kindern vor (vor jemandem, in jemandes Gegenwart eine 
Zahlenfolge nennen, hersagen, damit er sie wiederholen kann) (DUDEN) 
 
        vorsagen 
(316) Ich habe mir immer vorgesagt: Du musst in deiner Qualität so gut werden, dass andere 
Leute dich nicht vom Tisch schieben können. Dass du entscheiden kannst, welches 
Angebot du annimmst.
424 
(317) Nach der zehnten Frage muß der Kandidat in einen auf der Bühne aufgebauten Glaskasten 




                                                   
420
 RHZ07/APR.01507 Rhein-Zeitung, 03.04.2007; Landfrauen sind für gesunde Ernährung 
421
 U99/MAI.39445 Süddeutsche Zeitung, 21.05.1999, S. 45, Ressort: BERG;  Ein 
&#8222;Bergvagabund&#8221; im Unruhestand 
422
 HMP07/DEZ.01101 Hamburger Morgenpost, 11.12.2007, S. 32; Pagel entsetzt - und Hansa unter 
Druck! 
423
 NKU12/APR.01467 Nordkurier, 05.04.2012; "Bankfrau zählte Geld beim Abholen zügig vor" 
424
 NEW06/SEP.00412 NEWS, 28.09.2006, S. 122; Dacapo für Gert Voss 
425





(318) "Ich habe meinen Entwurf zunächst mit Bleistift vorgezeichnet und dann mit Buntstiften 
ausgemalt," erzählt der 14-jährige Junge türkischer Abstammung stolz.
426
 
(319) der Lehrer hat uns das Pferd an der Tafel vorgezeichnet (zum Nachzeichnen vor jemandem 
etwas zeichnen) (DUDEN) 
 










vorschreiben を挙げることにする。以下の用例 (320), (321) ではそれぞれ異なる規定関係が
表されている。 
 
        vorschreiben 
(320) "Ihre Mutter hat die Buchstaben mit Bleistift vorgeschrieben. Esther hat sie dann mit dem 
Stift nachgefahren und die Bleistiftspuren einfach wieder ausradiert."
427
 
(321) Aber ich kann keine Partei wählen wie die CDU, die mir vorschreibt, wie ich zu leben 
habe. Die mir sagt, Pflegekinder können bei homosexuellen Paaren aufwachsen, aber 







                                                   
426
 RHZ06/MAI.04006 Rhein-Zeitung, 05.05.2006; Schüler gestaltet das Jubiläumslogo 
427
 M05/MAI.43426 Mannheimer Morgen, 28.05.2005; Bei Schreibübungen schummelt Esther 
schon mal 
428











プに目を向けていく。具体的には、次の vorrechnen, vorhalten, vorwerfen の事例にそのよう
な解釈が適用されると考えられる。ここではこれらの動詞に関して、以下の (322) – (324) の
用例を挙げた。 
 
        vorrechnen
 
 
(322) Peter Mitterbauer, Präsident der Industriellenvereinigung, sprang ihm bei: "Europa ist nicht 




        vorhalten 





        vorwerfen 
(324) Während ihm seine Kritiker vorwerfen, die Auslandsschulden in zehn Jahren auf weit über 
100 Milliarden Euro verdoppelt zu haben, erhoffen sich Anhänger eine Wiederholung der 




まず vorrechnen に関しては「数え上げる」という行為自体ではなく、(322) に見られるよ
うに、行為により示される「（歴史的過ちの）事実」を表すことが実現している。他方で 




                                                   
429
 T14/MAI.02820 die tageszeitung, 24.05.2014, S. 40; Benutzt und erniedrigt 
430
 T05/SEP.02108 die tageszeitung, 13.09.2005, S. 4; "Freunde? Nein" 
431






詞タイプとして vorschieben や vorschützen の事例を挙げることも可能である。これらの動
詞に関しては以下の (325), (326) の用例を挙げる。 
 
        vorschieben 
(325) Tatsächlich, so haben die Befragungen ergeben, kam die Frau verspätet zu ihrem Nebenjob 





        vorschützen 
(326) Schlimm genug, dass am Vortag in Kairo Ägyptens Präsident Hosni Mubarak eine Grippe 
















られるタイプである。そこで (327), (328) に挙げた vorrechnen, vorexerzieren の各用例に目
を向けてみる。 
 
     vorrechnen 
(327) Der UN-Klimarat IPCC hat in einer internen Analyse vorgerechnet, dass der Klimawandel 
                                                   
432
 U01/MAR.05523 Süddeutsche Zeitung, 26.03.2001, S. 47; Schülerin erfindet 
433
 PRF05/FEB.00143 profil, 14.02.2005, S. 24; Charmeoffensive in Rosa 
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schneller als gedacht voranschreitet und das Ziel, die Erwärmung auf zwei Grad zu 
begrenzen, kaum noch zu erreichen ist.
434
 
     
vorexerzieren 
(328)  Ein großes deutsches Versicherungsunternehmen hat 
am Beispiel Brillenschäden vorexerziert, daß sich Betrugsbekämpfung lohnt. In 1500 





確かに、前者の (327) における「温暖化の進捗と抑制」、あるいは後者の (328) における「眼
鏡の破損に対する不正請求」という内容が示すように、両動詞の行為は特定の相手に限定
された行為でないことが表されている。 
他方、この構文において vortragen あるいは vorführen のような基礎動詞が機能的特徴を
持つものにも着目する。先述の動詞事例で確認した「行為中心性」あるいは「内容中心性」
の観点で見るならば、これらの動詞には両タイプの述部形成が可能である。以下の用例 
(329) – (332) においてその具体的内容が表されている。 
 
        vortragen 









       vorführen 
(331) Ihr Film soll Anfang August zuerst in drei Düsseldorfer Kinos vorgeführt werden.
438
 
(332) Über 30 Keramiker aus allen Teilen Deutschlands und einer aus Ungarn wollen 
                                                   
434
 T12/NOV.03442 die tageszeitung, 26.11.2012, S. 09; In die Wüste geschickt 
435
 NUN97/AUG.00215 Nürnberger Nachrichten, 02.08.1997, S. 11; Herr Biedermann ist ein 
Betrüger - Versicherungen: Schummeleien der Kunden richten pro Jahr etwa fünf Milliarden Mark 
Schaden an 
436
 WPD11/S02.90098: Sanremo-Festival, In: Wikipedia - 
URL:http://de.wikipedia.org/wiki/Sanremo-Festival: Wikipedia, 2011 
437
 PSL/W14.00007 Protokoll der Sitzung des Parlaments Landtag des Saarlandes am 10.02.2010. 7. 
Sitzung der 14. Wahlperiode 2009-2012. Plenarprotokoll, Saarbrücken, 2010 
438
 Z68/JUL.00232 Die Zeit, 19.07.1968, S. 34; Ein Film soll die Sexualität „entteufeln“ 
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vortragen の用例 (329) における「アレンジされた歌曲の演奏」、あるいは vorführen の用例 
(331) における「映画作品の上映」が示すように、両動詞においては「披露」と関係する行
為が表されることが可能である。またもう一方で、前者の (330) における「建築法の違反」、
および後者の (332) における「ろくろによる陶器製作」が示すように、先述の動詞事例 












(333) Wichtig: Wer Schmuck, Uhren, neuwertige Technik oder andere Wertsachen mit in den 









このような事態を表す構文に属する動詞事例として vorzeigen, vorweisen, vorlegen を挙
げることができる。これらの動詞については、以下の (334) – (343) の用例によって考察を
行う。 
 
     vorzeigen 
(334) Die Grenzwächter haben die Order erhalten, bei den Einreisenden nach Waffen oder 
                                                   
439
 NKU10/JUN.02633 Nordkurier, 08.06.2010; Sonnabend soll der dritte Markttag sein 
440
 HMP13/JUN.02270 Hamburger Morgenpost, 25.06.2013, S. 22, 23; Was Sie aus dem Urlaub 
mitbringen dürfen Zölle und Steuern können Schnäppchen aus dem Ausland teuer machen 
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(335) Auch schätzt der 34-Jährige, dass der virtuelle Trainer die zwölfwöchigen 




(336) Sie gewann ein Duell und verlor zweimal. Ihre Teamkollegin und gleichzeitig dritte 
Spielerin im Bunde, Susanne Grimmberger, konnte eine ausgeglichene Bilanz vorzeigen: 
Ein Sieg und eine Niederlage.
443
 
(337) Dabei taugt das ab Ende März erhältliche Stück anders als das so erfolgreiche iPhone 
kaum zum Angeben. Mit seiner Größe lässt es sich nicht mal eben aus der Hosentasche 




        vorweisen 
(338) Bei Fehlbaren, die beispielsweise via Flughafen Kloten in die Schweiz einreisen und am 
Zoll den Pass vorweisen, schlägt das System Alarm.
445
 
(339) Wie Kultusminister Zehetmair nach der Auswertung der Prüfungsergebnisse mitteilte, 
hatten die Abiturientinnen auch bessere Gesamtergebnisse vorzuweisen als die 
männlichen Kollegiaten, lag die Durchschnittsnote der Männerbei 2,44, so erreichten die 
Mädchen eine Durchschnittsnote von 2,36.
446
 
(340)"Historiker, die sich mit Griechenland auseinandersetzen, müssen heutzutage 





        vorlegen 
(341) Weil die Frau am Grenzübergang Ahlbeck keinen Ausweis vorlegen konnte, wurde ihr 
logischerweise die Ausreise verweigert.
448
 
                                                   
441
 NZS03/JAN.00362 NZZ am Sonntag, 19.01.2003, S. 11; Sondereinsatz an den Grenzen 
442
 P06/JAN.00805 Die Presse, 09.01.2006, S. 29; Mit Fernseher und Spielkonsole im Kampf gegen 
den Weihnachtsspeck 
443
 NKU01/DEZ.05661 Nordkurier, 18.12.2001; Pommernlands Frauen-Teams fahren Siege ein 
444
 M10/JAN.07643 Mannheimer Morgen, 29.01.2010, S. 7; iPad taugt nicht zum Angeben 
445
 SOZ15/AUG.00298 Die Südostschweiz, 08.08.2015; 
446
 U93/JAN.03599 Süddeutsche Zeitung, 19.01.1993, S. 0; Mädchen hängen junge Männer ab 
447
 NZZ06/FEB.03550 Neue Zürcher Zeitung, 20.02.2006, S. 25; Eine Stadt des Intellekts 
448




(342) Wir erwarten, dass General Motors schnell ein verlässliches Konzept vorlegt, das Opel 
Europa und den deutschen Standorten die Chance auf eine gute Zukunft bietet.
449
 









関連付けである。まず vorzeigen は、例えば (335) の（トレイナーとして示す）トレーニ
ングの具体的なやり方、(336) のスポーツチームの試合結果、そして (337) の新しい製品の
誇示といった各コンテクストにおける用法として実現している。このような動詞の用法特
徴は他の二つの動詞事例にも共通しており、vorweisen においては (339) のコンテクストで
はアビトゥーアの結果、そして vorlegen においては (342) のようにコンセプトの提示を表
すために使われている。ただし両動詞事例は、以降の用例で示すように、これらの行為タ




上記の vorweisen と vorlegen に関しては、同じ「認定」という枠組みのなかで、「所有・
存在」あるいは「生成」といった中心的意味の違いがあることが示唆された。別の動詞事
例 vorliegen については、用例 (344) – (346) を見るならば、前者の動詞意味が中心である
ことが確認できる。 
 
        vorliegen 
(344) Die Identifizierung gelang, da der Kieler Kriminalpolizei DNA-Material der Vermissten 
zum Abgleich mit DNA der Toten vorlag.
451
 
(345) Die Ermittlungsrichterin des Amtsgerichts Tiergarten ordnete gestern die Fortdauer der 
Untersuchungshaft an, da dringender Tatverdacht und Fluchtgefahr vorliegen.
452
 
                                                   
449
 PBT/W17.00003 Protokoll der Sitzung des Parlaments Deutscher Bundestag am 10.11.2009. 3. 
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 NUZ16/AUG.02731 Nürnberger Zeitung, 23.08.2016, S. 4; Sarkozy bereitet Comeback vor - Am 
Ende heißt die Gegnerin Marine Le Pen 
451
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452
 M05/MAR.20329 Mannheimer Morgen, 11.03.2005; Wettskandal: Marks in U-Haft 
164 
 
(346) Laut Autor Otmar Elsener wurde der Nachdruck bereits in Arbeit gegeben, damit weitere 




例えば (344) の警察のもとにある行方不明者の DNA、あるいは (345) の犯行の疑惑と逃亡
の可能性が示すように、事物や事実の所有や存在に関する用法が実現している。また (346) 
で表されている出版の状態に関しては、先述の他動詞 vorlegen の用例 (343) との関係から
見るならば、他動詞 vorlegen の示す事物の生成と自動詞 vorliegen の示す結果状態には関
連が想定される。 
このように基礎動詞の意味が構文内でのバリエーションにつながる動詞事例としては、
次の vorbringen, vorschlagen の例も挙げられる。用例 (347) – (349) を見るならば、上記の
動詞タイプとは異なった「認定」に関する用法が現れている。 
                
        vorbringen 
(347) Es ist kein Problem konstruktive Kritik vorzubringen, da die Meinung vorherrscht, dass 




        vorschlagen 
(348) Die Finanzminister haben am Dienstag die Zuschüsse aus dem EU-Haushalt mit 20 
Prozent limitiert. Brüssel hatte dagegen eine 30prozentige Förderung vorgeschlagen.
455
 




(347) に示されている批判の提案、あるいは (348) に示されている助成金増額の提案といっ
た事柄は、それぞれの動詞事例における「申し立て」の用法タイプの現れとして考えられ、
当該の行為内容が認定されるうえで必要な他者への関連付けが前提とされている。また 
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れる。これらの違いを示すために、以下の (350), (351) の用例を挙げた。 
 
        vorstellen 
(350) Dort wollen rund 25 000 Teilnehmer eine Woche lang über den aktuellen Stand im Kampf 
gegen Aids diskutieren und neue Studien vorstellen.
457
 




        vorsprechen 
(352) Abbruch, Fachwechsel oder Durchhalten - wenn die Studierenden bei den Beratern 
vorsprechen, geht es manchmal um Alles.
459 
 
(350) の新しい研究、あるいは (351) の新しい同僚の「紹介」が示すように、ここでの基礎
動詞は、周知されていない状態から周知の状態への移行、すなわち状態移行に関わる機能
的要素として見なすことができるだろう。また Kühnhold (1973) が記述したように460、次の 




語の既存の状態に対しても起こりうると考えられる。そこで動詞事例  vorstellen, 




        vorstellen 
(353) »Bisher ist es so geworden, wie wir uns das vorgestellt haben«, freut sich Peter, der wartet, 
dass ein Platz an der Schleifmaschine frei wird.
461
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        vorschweben 




        vorkommen 




(356) Er betont: "Vieles, was uns befremdlich und provokativ vorkommt, besitzt in der 
Heimatkultur von Einwanderern aber einen wichtigen Wert."
464
 
(357) In vielen Veranstaltungen erklären sie den Kindern, welche Tierarten bei uns 
vorkommen oder bereits gefährdet sind.
465
 




(359) Überall dort, wo das Wort CIA vorkommt, ist der entsprechende Paragraph gelöscht.
467
 
(360) Der Türkischrot-Farbstoff war das Alizarin, welches in der Wurzel des Färberkrapps 




まず vorstellen の場合、(353) のような「状況の想定」が示すように、認知的な関連付けに
関して、話者は主体的な立場にあると言える。他方、自動詞である vorschweben において
は、(354) の「計画の浮上」という事態が示すように、認知的な関連付けは非主体的に解釈
                                                                                                                                                     
Herstellung - In Oliver Kargus' Hobby-Goldschmiede können Heiratswillige ihre Trauringe selbst 
schmieden 
462
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これに対し、次の用例 (361), (362) で扱う動詞事例 vorfallen および vorgehen は、前述
の vorkommen のような用法の拡がりを示さない。 
 
vorfallen 
(361) Die Schwestern der Nachtschicht auf der Station der Inneren Medizin übergeben um sechs 
Uhr an die Frühschicht und berichten den Kolleginnen, ob nachts und in den frühen 




        vorgehen 
(362) Das Stück ist geschrieben aus dem Gefühl einer großen Beunruhigung über das, was in 











        vorfinden 
(363) Die Polizisten hatten ihn auf seinem Bett liegend vorgefunden.
471
 
(364) Lediglich 2 bis 4 % der Studierenden fällt die Finanzierung des Studiums leicht. Das sind 
                                                   
469
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470
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471
 R98/OKT.79692 Frankfurter Rundschau, 06.10.1998, S. 30, Ressort: RHEIN-MAIN 
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die realen Zahlen, die wir in NordrheinWestfalen vorfinden.
472
 
(365) Eine in dem betreffenden Haus vorgenommene Durchsuchung hat jedoch herausgestellt, 




(366) Dass Menschen starke Iche seien, Subjekte, autonome Individuen, ist kein 
Anthropologicum, sondern eine gesellschaftliche und kulturelle Konvention – aus der es 
im Übrigen kein Entrinnen gibt. Denn exakt das ist die Welt, in der 




前者の統語形式を示す (363), (364) の用例において、特定の物理的状態にある具体的対象
（ここでは「人」）の「発見」や、抽象的対象（ここでは「データ」）の「確認」が示すよ
うに、話者の認知に関する用法が実現しているのに対し、後者の統語形式を示す (365), (366) 
の用例に見られるように、特定の生物や人間の「存在」に関する用法も実現している。 
上に挙げたそれぞれの「認知」に関わる構文タイプに属する動詞事例として、以下の
vorhaben, vorsehen, vornehmen のような話者の「計画」に関する動詞も挙げることにする。
これらの動詞に関しては (367) – (373) の各用例を挙げた。 
 
        vorhaben 
(367) Kaufinteressenten, die in den kommenden Monaten vorhaben ein Haus zu kaufen, sollten 




        vorsehen 
(368) Im Haushaltsplan der Stadt Mainz ist vorgesehen, dass im Bürgeramt und 
Ortsverwaltungen bis Ende 2008 insgesamt 150 000 Euro eingespart werden, davon 50 
000 Euro bis zum Ende 2007.
476
 
(369) "Die Post-Jobs-Ära sollte sich vorsehen, dass Samsung mit seiner ausgeklügelten 
Patentstrategie Apple nicht entscheidende Marktanteile verlieren lässt."
477
 
(370) Die Stadtverwaltung weist darauf hin, dass die gesetzlichen Bestimmungen vorsehen, 
                                                   
472
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        vornehmen 
(371) Ansonsten dient diese Konferenz vor allem der Blattkritik, das heißt ein Redakteur hat sich 
die aktuelle Zeitung vorgenommen und verteilt Lob und Tadel.
479
 
(372) Der Verein der „Musei Spontanei“ hat sich vorgenommen, alle möglichen 
Privatsammlungen zu katalogisieren und diese bekannt zu machen.
480
 
(373) Im Folgegespräch wird eine diagnostische Untersuchung vorgenommen, um 



















したい。vorsehen の (370)、あるいは vornehmen の (373) が当該用法の用例として挙げら
れる。ここでは両動詞とも話者領域への認知的関連付けが、直接「未来」に関する意味用
法としては実現していないことが指摘できる。例えば、前者においては、基礎動詞の静止
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に分けることを試みる。また 2 章で考察したように、時間的用法の VORAUS-Typ は 1. の
話者の前方移動の構造が時間領域に適用されたものと考える一方、時間的用法の




1. 話者の前方移動    2. 対象への方向付け・到達 
 
                           Objekt 
                                           















示的 (deictic) なカテゴリーに分けられる。 
 
            
  1.   a)    vorne             b)     vorne              
      
     
          
 
 
              (hinten)                     (hinten)  
 












1 a:  [[NPNom_] sichAkk / NPAkk_vorV_]: x (body part) MOVE FORWARD 
Beispiel: vorneigen, vorstrecken, vorlehnen, vorschieben, vorsetzen, vorrecken, vorwölben;  
              vornehmen, vorstoßen, vorschnellen, vorwerfen 





     [[NPNom_] _vorV_]: x MOVE FORWARD 
      Beispiel: vordringen, vorstoßen, vorstürmen, vorrücken, vormarschieren;  
              vorlaufen, vorfahren; 
              vorschnellen, vorschießen, vorspringen 
              
     [[NPNom_] sichAkk_vorV_]: x MOVE FORWARD 
 Beispiel: vorschieben, vortasten, vorwagen 
         (+ vorne - hinten) vordrängeln, vordrängen, vorsetzen 
 
1 b:  [[NPNom_] (NPDat)_NPAkk_vorV_]: x MOVE FORWARD with y (to Z) 
      Beispiel: vorschieben, vorrücken, vorziehen, vorstoßen, vorwerfen 
               (+ vorne - hinten) vorsetzen, vorstellen, vorlegen 
           (+ vorne - hinten) vornehmen, vortragen, vorbringen, vorgeben  
 
[[NPNom_] (NPDat)_NPAkk_vorV_]: x CAUSE y MOVE FORWARD 
  Beispiel: (+ vorne - hinten) vorsetzen, vorgeben, vorschicken 
 
これらの動詞グループには全て [x MOVE FORWARD] という事態タイプが共通しており、





が存在している。また先述の Felfe (2012) が考察した不変化詞 an- を伴う項構造構文の場
合、特定の事態タイプには特定の対象への方向性が前提となっていた。つまり何らかの構
文単位を想定する場合、事態タイプと空間解釈には一対一の対応関係があるとされていた。










         1c (1)  HERVOR-Typ          1c (2)  HERAUS-Typ 
                Beobachter                                                          
                         
                                   SPACE 







1c (1 / 2) [[NPNom_] _vorV_]: x MOVE (COME FORWARD) 
              Beispiel: vortreten, vorkommen, vorspringen, vorschießen, vorquellen 
 
[[NPNom_] (NPDat)_NPAkk_vorV_]: x BRING OUT y 
              Beispiel: vorholen, vorziehen, vorzaubern 
[[NPNom_] NPAkk_vorV_]: x CAUSE y MOVE (COME FORWARD) 
              Beispiel: vorlocken 
            




1c (2) HERAUS-Typ 1              
                         
                                     
                                                        
                                                 
 
             [[NPNom_] _vorV_]: x PROTRUDE  







1c (2) HERAUS-Typ 2                                
                         
                                     
                               
                         
                                              
 
              [[NPNom_] _vorV_]:  x PREVAIL 
Beispiel: vorherrschen, vorwalten, vorwiegen; vorfahren; vorschmecken 
 
              [[NPNom_] NPDat_NPAkk_vorV_]: x FAVOUR y OVER z 
              Beispiel: vorziehen 
 
上記のイメージスキーマを伴う構文には、1c (1) HERVOR-Typ / 1c (2) HERAUS-Typ の自
動詞タイプの動詞に見られる指示性と、1c (2) HERAUS-Typ 1 および 1c (2) HERAUS-Typ 2








のことから、ここまで考察してきた前方への移動意味を共有する動詞グループ 1a – 1cには、
移動に関する身体構造的な知識が、動詞述部全体の包括的な意味、つまり構文タイプを決
定するうえで何らかの影響性を持つことが想定される。 









      2a        Objekt              2b      Objekt 
                  
             
                    
          
 
 
   2c 
                        Objekt A 
 
                                Objekt B  







  2a:  [[NPNom_] _vorV_]: x DRIVE UP BEFORE / TO OBJECT 
         Beispiel: vorfahren 
[[NPNom_] (NPDat)_NPAkk_vorV_]: x BRING / LET y IN BEFORE / TO OBJECT 
         Beispiel: vorfahren; vorstellen, vorführen; vorlassen, vorladen; vorspannen 
 
        [[NPNom_] NPDat_NPAkk_vorV_]: x SERVE / THROW y TO OBJECT 
         Bespiel: vorlegen, vorsetzen, vorwerfen 
 
    2b: [[NPNom_] NPDat_NPAkk_vorV_]: x PUT / CONSTRUCT y TO / BEFORE 
OBJECT 
         Beispiel: vorhängen, vorlegen; vorschieben, vorbauen; vormachen; vorliegen 
[[NPNom_] sichDat_NPAkk_vorV_]: x TIE / HOLD y TO / BEFORE OBJECT 
         Beispiel: vorbinden, vorhängen; vornehmen, vorhaben; vorhalten, vornehmen; vorstecken, 
vorschnallen 
[[NPNom_] NPAkk_vorV_]: x SET / PULL y BEFORE OBJECT 




    2c:  [[NPNom_] _vorV_]: x IS OUT FROM UNDER OBJECT 
Beispiel: vorquellen, vorkommen; vorgucken, vorsehen, vorschauen 
 





象は前置詞句の与格目的語として生起していたが (z.B. kannst du diesen Tisch zu dir 
vornehmen?) ここではそれらの移動が関連付けられる対象は与格目的語単独で生起してい
る。また一見すると統語構造上は似ているとも考えられる 3. の相手に関連付けられる行為





他方、特定の対象への方向付けや到達により完結する対象の位置変化を表す 2a, 2b のケ
ースとは異なり、2c の動詞グループは、特定の対象物からの事物の位置的関係を表してお
り、基礎動詞には自動詞のみが可能である。2. の一連のイメージスキーマを伴う構文の相
互関係を想定するならば、2a および 2b が拡張されたものとして 2c の位置関係の構文が
存在していると考えることも可能であろう。 
 また他方で、時間的用法の構文と上記の構文タイプにも関連がある。Eichinger (1989) が





点と、話者自体の移動様態を表す動詞タイプ (z.B. vordringen) ではなく、対象の使役移動を





























stellen や legen などの位置変化に関する基礎動詞、そして machen や nehmen などの機能
的な基礎動詞は、当該の構文カテゴリーにおいては、各種の伝達性を持つ動詞事例を形成
する。 

















構文の動詞事例において、基礎動詞が何らかの伝達性を持ちうるケース (z.B. vorzeichnen, 
vorkochen) は、伝達行為の構文カテゴリーにおいても動詞事例が成立しうると考えられる。 
上記の 1a から 1c の前方移動に関する構文との関連から VORAUS-Typ の時間的用法
の構文を 1dとし、また 2a から 2c の対象への方向付けおよび到達に関する構文との関連







1. 移動前方     2. 対象前方       伝達・認識  




















移動様態  /  指示・位置変化  /  行為 
 




移動的構文                  行為・出来事的構文 
 
 
つまり 1a – 1c の各構文は、内在的 (intrinsic) な移動を中心的要素とする「移動前方」タイ




前方」タイプには、まず 2a の方向付けを表すもの、2b の到達を表すもの、そして 2c の
向かい合う対象から事物が現れている状態を表すものが含まれる。したがってこれら「対
象前方」タイプからの構造的派生であるとされる前述の VORHER-Typ は、行為・出来事
性を示すものとして VORAUS-Typ と同じく上記の位置に置かれる。そしてまた、2 のカ
テゴリーを特徴づける特定的対象への空間的方向付け・到達が失われ、行為・出来事性と























[1a] [[NPNom_] _anV_] : x BEC CONTACT (GROUND) z.B. anwurzeln 
[1b] [[NPNom_] _anV_] : x ARRIVE (ON DEICTIC LOC) z.B. ankommen 
[1c] [[NPNom_] _anPII_komm-] : x ARRIVE DOINGPII    z.B. angelaufen kommen 
[1d] [[NPNom_] NPAkk_anV_] : x ATTACH y (GROUND / CONTACT) z.B. etw. ankleben 
[1e] [[NPNom_] NPAkk_anV_] : x MOVE y TO DEICTIC LOC z.B. etw. antransportieren 
[1f] [[NPNom_] NPAkk_anV_] : x ATTRACT y  z.B. jdn. anlocken 
[1g] [[NPNom_] NPAkk_anV_] : x AMASS / CREATE y  z.B. etw. anhäufen 
[1h] [[NPNom_] NPDat_NPAkk_anV_] : x FORCE y HAVE z  z.B. jdm. etw. antrainieren 
[1h´] [[NPNom_] sichNPDat_NPAkk_anV_] : x CAUSE (x) HAVE y  z.B. sich etw. anlesen 
[1i] [[NPNom_] NPAkk_NPDat_anV_] : x CAUSE y BEC EQUAL z  z.B. etw. einer Sache angleichen 
     (…) 
[5a] [[NPNom_] NPAkk_anV_] : x DO DIRECTED TOWARDS y z.B. jdn. anlächeln 
[5b] [[NPNom_] _anV_] : x DO DIRECTED TOWARD Ø  z.B. anklopfen 
                                          (Felfe 2012: 166-167 に基づき著者が抜粋) 
 











































































































 例えば 2章の時間的用法との関連で言及した vordatieren および nachdatieren のような動
詞ペアについては、時間軸における明確な前後関係が見られる。しかし対称的な空間内容
を表すとされる hinter- を前綴りに持つ動詞グループとは、不変化詞 vor- を伴う動詞グル
ープは異なる統語的性質および意味的性質を持つことが知られている。それぞれ (1) の不
変化詞 vor- を伴う動詞 (vorspielen, vorzeigen, vorfahren) そして (2) の hinter- を前綴りに
持つ動詞 (hinterlassen, hinterziehen, hintergehen) を比較することにする。 
 
(1)   a.  Die Pianistin hat das Stück vorgespielt. 
b.  Die Reisende hat die Fahrkarte vorgezeigt. 
c.  Der Chauffeur hat den Wagen vorgefahren. 
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(2) a.  Die Lehrerin hat einen guten Eindruck hinterlassen. 
b.  Die Managerin hat Steuern hinterzogen. 
c.  Der Vorsitzende hat seine Mitarbeiter hintergangen. 
 
両動詞に関しては、以下の (3) のように、前者には「前置詞句 + 動詞」形式への書き換え




(3) a.  Die Pianistin hat das Stück [vor Publikum] gespielt. 
b.  Die Reisende hat die Fahrkarte [vor dem Fahrer] gezeigt. 
c.  Der Chauffeur hat den Wagen [vor das Gebäude] gefahren. 
   
(4)  a.  *Die Lehrerin hat einen guten Eindruck [hinter sich] gelassen. 
b.  *Die Managerin hat Steuern [hinter den unbekannten Ort] gezogen. 
c.  *Der Vorsitzende hat seine Mitarbeiter [hinter dem Beobachter] gegangen. 
 
(5)  a.  Die Pianistin hat das Stück [vor Publikum] vorgespielt. 
b.  Die Reisende hat die Fahrkarte [vor dem Fahrer] vorgezeigt. 
c.  Der Chauffeur hat den Wagen [vor dem Gebäude] vorgefahren. 
 
(6)  a.  Die Lehrerin hat einen guten Eindruck [*hinter sich] hinterlassen. 
b.  Die Managerin hat Steuern [*hinter den unbekannten Ort] hinterzogen. 
c.  Der Vorsitzende hat seine Mitarbeiter [*hinter dem Beobachter] hintergangen. 
 
また不変化詞 vor- を伴う動詞においては、(7) のように不変化詞と基礎動詞の分離が起こ
るのに対し484、前綴り hinter- を伴う動詞においては、(8) のように大半のケースではそれ
らの分離が起こらない。 
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の強い例については、2章で挙げた Eichinger 1989: 364 の指摘がある。 
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(7) a.  Die Pianistin spielte das Stück vor. 
b.  Die Reisende zeigte die Fahrkarte vor. 
c.  Der Chauffeur fuhr den Wagen vor. 
 
(8) a.  *Die Lehrerin ließ einen guten Eindruck hinter. 
b.  *Die Managerin zog Steuern hinter. 


















Erben (1970: 99f) は「典型状況的意味」(milieutypische Bedeutung) という概念を用いて動詞
一般に見られる言語外知識の慣習的な読み込みについて言及している485。そこで Erben の
挙げた以下の (9)－(12) の動詞用例を見ることにする。 
 
(9)  Du gibst (Karten beim Spiel). 
   (10) Ich steche (eine Spielkarte mit einer höherwertigen). 
   (11) Er schiebt (Schwarzhandelsware). 
   (12) Er sitzt (im Gefängnis), weil er (seine Schuld) gestanden hat. 
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それぞれ (9) では、「カードを配る」という意味を動詞 geben のみで表し、(10) では、「切
り札を使う」という意味を動詞 stechen のみで表している。また (11) では、動詞 schieben 























(13)  a. 彼は石を池に投げ入れる。 
        dt. Er wirft Steine in den Teich. 
        b.  彼はチラシをポストに投げ入れる。 
        dt. Er wirft Flyer in die Briefkästen. 
        c. ? 彼は石を池に投入する。 
        dt. *Er wirft Steine in den Teich ein. 
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        d.  彼はチラシをポストに投入する。 
        dt. Er wirft Flyer in die Briefkästen ein. 
 
まず (13a, b) が示すように、日本語の複合動詞において使役行為の到達点、つまり空間的
関連付けは任意的であり、透明な動詞述部の性質が確認される。これはドイツ語の対応す
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